
 

 

 

資料№２-２ 

平成28年度振興施策進捗状況一覧（第２四半期） 
平成28年９月30日 

県北広域振興局 

アクションプ

ラン基本方向 
アクションプラン   

重点施策 
№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

Ⅰ 安全      

安心に暮

らせるま

ちづくり 

１ 防災対策の推進 (1) 地震・津波対策の推進 土木､林務､水産 1 

(2) 洪水・土砂災害対策の推進 土木部 3 

(3) 防災対策の強化 土木部 3 

２ 地域経済や暮らしを

支える社会基盤の整備 

(1) 物流の効率化を支援する道路、港湾の整備 
土木部 

4 

(2) 圏域内外の交流拡大を支える道路の整備 5 

 
(3) 生産性の向上を支える林道の整備 林務部 5 

Ⅱ 地域

資源を生

かした活

力ある産

業づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３－１ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【農業】 

(1) 次代を担う多様な経営体の育成 

農政部 

6 

(2) 地域資源を活用した産地力の強化 14 

(3) 地域特性を生かした農畜産物の高付加価
値化 

22 

(4) 農山村の活性化 26 

３－２ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【林業】 

(1) 地域をけん引する林業経営体の育成と適
切な森林整備の促進 

林務部 

28 

(2) 木材のカスケード利用に対応できる生産
体制づくり 

32 

(3) 特用林産物の生産及び流通・販売体制の強
化 

34 

３－３ 農林水産業の経

営体の育成と産地形成 

【水産業】 

(1) 生産基盤等の復旧と整備 

水産部 

36 

(2) 担い手の確保と育成 36 

(3) 生産物生産体制の強化 36 

(4) 安全・安心な水産物の供給、販路開拓と付
加価値の向上 

38 

４ 体験・交流型観光の展

開 

(1) 特色ある地域資源を活用した観光の推進 

経営企画部 

40 

(2) 受入れ態勢の強化及び観光を担う人材の育成 41 

(3) 広域連携の強化及び情報発信による誘客の促

進 
42 

５ 地域資源を生かした

食産業の振興 

(1) 事業者の経営課題に応じた支援 

経営企画部 

44 

(2) 北いわて食材の認知度向上 44 

(3) 食産業を担う人材の育成 45 

(4) 安全・安心を支える体制の整備 45 
 



 

 

 

 

アクションプ

ラン基本方向 
アクションプラン   

重点施策 
№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

Ⅱ 地域

資源を生

かした活

力ある産

業づくり 

６ ものづくり産業の振

興 

(1) 企業の経営課題に応じた支援 

経営企画部 

47 

(2) 地域の特徴的な産業の振興 47 

(3) ものづくりを担う人材の育成 48 

(4) 企業の誘致・事業拡大の促進 49 

７ 雇用機会の確保と若

者の地元定着 

(1) 安定的な雇用機会等の確保 
経営企画部 

50 

(2) 若年者等の就業支援・地元定着支援 50 

Ⅲ 健康

で住みよ

い地域づ

くり○○ 

８ 地域における医療と

健康づくりの推進 

(1) 被災住民への健康支援と医療体制の再構築 

保健福祉環境部 

52 

(2) 医療連携及び保健・医療・介護・福祉連携
の推進 

52 

(3) 自殺対策の推進 53 

(4) 脳卒中をはじめとする生活習慣病予防の
推進 

55 

(5) 健康危機管理対策の推進 57 

９ 地域で支えあう福祉

の推進 

(1) 被災した児童、高齢者、障がい者への支援 

保健福祉環境部 

59 

(2) 地域で支える子育て支援 59 

(3) 地域で支える高齢者支援 60 

(4) 障がい者の自立生活支援 61 

(5) 生活困窮者の自立支援 61 

(6) みんなが住みやすいまちづくりの推進 62 

10 良好な環境の保全 

 

(1) 環境を守り育てる人材の育成と協働の推進 

保健福祉環境部 

63 

(2) 良好な水環境の確保 63 

 (3) 廃棄物の適正処理の推進 63 

(4) 青森県境産業廃棄物不法投棄事案への対応 64 

(5) 放射線量のモニタリング 

 

 

64 

11 定住環境の整備と地

域コミュニティの活性

化 

(1) 交通安全対策の推進 
土木部 

65 

(2) 地域の生活環境の整備 66 

(3) 地域コミュニティの活性化及び交流連
携・移住定住の促進 

経営企画部 67 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アクションプ

ラン基本方向 
アクションプラン   

重点施策 
№ アクションプラン 主な取組内容 部名 頁 

Ⅳ その

他重要施

策○○○ 

12 若者・女性の活躍支援 

   

(1) 地域の魅力づくり・発信の促進 

経営企画部 

71 

(2) 若者等の就業支援・地元定着支援 72 

(3) 魅力ある企業の育成 72 

13 国体の推進 経営企画部 73 

14 北いわて情報発信 (1) 圏域内の住民への情報発信の強化 
経営企画部 

73 

(2) 圏域外での北いわての認知度向上 74 

【財源及び事業実施主体について】 

 

 各重点施策の「今年度の取組内容」中、①国の補助金・交付金・基金、②地域経営推進費、及び③広域振興事業

に該当する取組・事業については、次の凡例により記載している。 

（凡例） 国：国庫補助金・国交付金・国基金、 推：地域経営推進費、 広：広域振興事業 

 

 また、上記のうち、県以外のものが事業実施主体となっている場合は、（  ）書きで、その事業実施主体を記

している。 （例）推（○○○協議会） 

  

 



し 
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【Ⅰ 安全安心に暮らせるまちづくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

１ 防災対策の推進 

(1) 地震・津波対策の推進 
 

◎震災により被災した公共土木

施設の復旧箇所数の割合（％） 

H26 H27 H28 H29  H30 

計画  93.1  94 .3  97.7  100 

実績 87.4 87.4 

 

◎震災により被災した県管理

の防潮林の復旧着手箇所数

の割合（％） 

H26 H27 H28 H29  H30 

計画   25.0 75.0  75.0  100 

実績 25.0 25.0 

 

◎震災により被災した県管理の

水産基盤施設（漁港）の復旧箇

所数の割合（％） 

 H26 H27 H28 H29 H30 

計画     97.0 100  100 100 

実績 97.0 

【復興】 

１ 震災により被災した施設の早期復旧・整備を推進国 

(1)  県管理の公共土木施設の復旧工事(全体 87 件)  

・４月～：復旧工事の推進（未完了工事 11件） 

 

 

 
(2) 防災集団移転促進事業関係 

①主要地方道野田山形線 野田地区 

    ・4月～：道路改良工事の推進 

   ・4月～：橋梁上部工工事の推進 

 

 
(3) 漁業集落防災機能強化事業関係 

 ①一般県道安家玉川線 下安家地区  （野田村） 

    ・4月～：道路改良工事の推進 

   ・4月～：道路舗装工事の推進 
  ・H28 年度事業完了予定 

 

②一般県道八木港線 八木地区（洋野町） 

  ・4 月～：道路改良工事の推進 

・H28 年度事業完了予定  

 

 

(1) 県管理の公共土木施設の復旧工事（全体 87 件） 

 ・４月～：未完了工事 11 件の推進 
  
 
 

(2) 防災集団移転促進事業関係 

 ①主要地方道野田山形線 野田地区 

 ・４月～：道路改良工事の推進 
  ・４月～：橋梁上部工工事の推進（７月下部工工事から引渡し） 
 

(3) 漁業集落防災機能強化事業関係 

①一般県道安家玉川線 下安家地区（野田村） 

･４月～：道路改良工事の推進 
・４月～：道路舗装工事の推進 
・４月～：用地・物件補償事務の推進 

 

②一般県道八木港線 八木地区（洋野町） 

・４月～：道路改良舗装工事の推進 

 

 

・遠隔操作化については本庁と緊密な連携を図りながら取組を推進 

・その他未完了工事の推進（諏訪下地区は 10 月完了） 

 

 

 

・道路改良工事の推進 

・橋梁上部工工事の推進 

 

 

 

 

・道路改良工事の推進（10 月完了） 

・道路舗装工事の推進（３月完了予定） 

・用地・物件補償事務の推進（12 月契約） 

 

 

・道路改良舗装工事の推進（３月完了予定） 

  (4) 防潮堤嵩上げ関係 

①  二級河川久慈川 

   ・4 月～：防潮堤嵩上げ工事の推進 

・4月～：付替市道橋梁工事の推進 

・4月～：用地・物件補償事務の推進 

 

② 二級河川夏井川 

   ・4 月～：防潮堤嵩上げ工事の推進 

・4月～：旧橋撤去・橋梁下部工工事の推進 

(4) 防潮堤嵩上げ関係 

①  二級河川久慈川 

  ・５月～：防潮堤嵩上げ工事（その５及びその 

６）の推進 

・４月～：付替市道橋梁工事の推進 

・４月～：用地・物件補償事務の推進 

② 二級河川夏井川 

  ・４月～：防潮堤嵩上げ工事の推進 

・４月～：旧橋撤去・橋梁下部工工事の推進 

 

 
・防潮堤嵩上げ工事（その５及びその６）の推進 

・付替市道橋梁工事及び道路改良工事の推進 

・用地・物件補償事務の推進（10 月契約） 

 
 
・防潮堤嵩上げ工事の推進 

・旧橋撤去・橋梁下部工工事の推進 

・橋梁上部工工事の発注（３月発注予定） 

 (5) 港湾・海岸保全施設の復旧・整備関係 

① 野田地区海岸 

・4月～：防潮堤工事、水門等工事の推進 

② 八木地区海岸 

・4月～：防潮堤工事、陸閘等工事の推進 

・H28 年度事業完了予定 

③ 水門・陸閘の遠隔操作化 

   ・4 月～：遠隔化工事の推進 （本庁） 

  ・6 月：遠隔化安全周知設備工事の発注 

(5) 港湾・海岸保全施設の復旧・整備関係 

① 野田地区海岸 

・４月～：防潮堤工事、水門等工事の推進 

② 八木地区海岸 

・４月～：防潮堤工事、陸閘等工事の推進 

 

③ 水門・陸閘の遠隔操作化 

  ・４月～：遠隔化工事の推進 （本庁） 

  ・４月～：遠隔化安全周知設備工事の発注事務の推進 

 

・防潮堤本体工事の推進 

・水門・陸閘工事の推進 

 

 

・防潮堤本体工事の推進（３月完了予定） 

・水門・陸閘工事の推進（３月完了予定） 

 

 

 

・遠隔化工事の推進 （本庁） 

・遠隔化安全周知設備工事の発注（11 月発注予定） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 (7) 林業関係国 

 野田村前浜地区防潮堤について速やかな復旧を実施する。 

 また、野田村等との合意形成を図りながら、海岸防災林の再

生計画を作成するとともに、早期着手が可能な箇所の造成を実

施する。 

ア 林野庁所管の県管理施設の復旧工事 

 （野田村前浜地区防潮堤 L=1,339m） 

(ｱ) H27 繰越（その 4 工事 L=1,040m） 

(ｲ) H28 工事（その 5 工事 L=299m） 

 

 

 

 

イ 海岸防潮林の再生 

(ｱ）前浜地区再生計画の作成 

・6 月 ：調査測量発注 

・10 月：住民等意見交換会 

(ｲ）その他 

・大湊地区他 1 地区（1.04ha） 

 (7) 林業関係 

 

 

 

 

 

ア 林野庁所管の県管理施設の復旧工事 

 （野田村前浜地区防潮堤 L=1,339m） 

 (ｱ) Ｈ27 繰越（その 4 工事 L=1,040ｍ) 

・工事進捗率 80％ 

 (ｲ) Ｈ28 工事（その 5 工事 L=299ｍ） 

  ・9/28 工事契約締結 

 

 

イ 海岸防潮林の再生 

 (ｱ) 前浜地区再生計画の作成 

  ・7/7 測量調査委託契約締結 

  ・9/20 防災林造成工事（北部の一部）契約 

 (ｲ) その他 

  ・大湊地区 植生基盤盛土完成 

        10/3 植栽工契約 

  ・元村地区（0.57ha） 完成 

(7) 林業関係 

 

 

 

 

 

ア 林野庁所管の県管理施設の復旧工事 

 （野田村前浜地区防潮堤 L=1,339m） 

(ｱ) Ｈ27 繰越（その 4 工事 L＝1,040ｍ） 

 ・7～3 月：工事の実施及び完成 

(ｲ) Ｈ28 工事（その 5 工事 L＝299ｍ） 

 ・9 月発注予定 

 ・9～3 月：工事の実施及び完成 

 

イ海岸防潮林の再生 

(ｱ) 調査測量委託 

 ・7～3 月：調査の実施及び完了 

 ・10 月：住民等意見交換会開催予定 

(ｲ) その他 

 ・大湊地区：10～3 月：植栽工実施及び完成 

 【復興以外の治山事業】 

[久慈] 早坂地区ほか 3 地区（4 件） 

  (ｱ) H27 繰越工事 1 件 

(ｲ) H28 工事   3 件 

[二戸] 織詰地区ほか 3 地区（5 件） 

(ｱ) H27 繰越工事 1 件 

(ｲ) H28 工事   4 件 

 

 

 

 

【復興以外の治山事業】 

[久慈]早坂地区ほか 3地区(4件) 

 (ｱ) 4～9 月：H27 繰越工事 1 件施工中 

 (ｲ) 4～9月：H28 工事   3 件施工中 

[二戸] 織詰地区ほか 3地区（5 件） 

 (ｱ)    6 月：H27 繰越工事 1 件完成 

 (ｲ) 4～9 月：H28 工事   4 件発注済 

 

 

【復興以外の治山事業】 

[久慈] 

(ｱ) 4～1月：H27 繰越工事実施(1件) 

(ｲ) 4～ 3 月：H28 工事実施(3件) 

[二戸] 

(ｲ) Ｈ28 工事 

 ・4～ 3 月：H28 工事実施（4件） 

 (8)  水産関係 

県管理の漁港施設の復旧工事 

（全体 67 件中、H26 末に 65 件完了） 

・4 月～：平成 26 年度に引き続き復旧工事（海岸）の実施 

・3 月 ：海岸復旧 H28 完了予定 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(2) 洪水・土砂災害対策の推進 
１ 洪水・土砂災害が懸念される地区における河川改修や砂防施設
等の整備を推進国 

【河川事業】 

(1) 馬淵川・安比川 

・６月～：測量業務の推進 

【砂防事業】 

(1) 平糠沢 豊岡地区（一戸町） 

・７月～：渓流保全工事の推進 

(2) 似鳥の沢 似鳥の沢地区（二戸市） 

・７月～：渓流保全工事の推進 

 

【急傾斜地崩壊対策事業】 

(1) 道ノ上地区（二戸市） 

  ・７月～：急傾斜地崩壊対策工事の推進  

(2) 八幡舘地区（二戸市） 
・７月～：急傾斜地崩壊対策工事の推進 

１ 洪水・土砂災害が懸念される地区における河川改修や砂防施設
等の整備を推進 

【河川事業】 

(1) 馬淵川・安比川 

・４月～：測量業務の発注事務の推進 

【砂防事業】 

(1) 平糠沢 豊岡地区（一戸町） 

・６月～：渓流保全工事の推進 

(2) 似鳥の沢 似鳥の沢地区（二戸市） 

・４月～：渓流保全工事の推進（９月契約） 

【急傾斜地崩壊対策事業】 

(1) 道ノ上地区（二戸市） 

  ・４月～：急傾斜地崩壊対策工事の推進  

(2) 八幡舘地区（二戸市） 
・６月～：急傾斜地崩壊対策工事の推進 
・４月～：用地・物件補償事務の推進 

 

 

 
 
・測量業務の推進（10 月契約） 
 
 
・渓流保全工事の推進 
 
 
・渓流保全工事の推進 
 
 
 
・急傾斜地崩壊対策工事の推進（10 月契約） 
 
 
 
・急傾斜地崩壊対策工事の推進 
・用地・物件補償事務の推進 

◎河川・砂防・急傾斜地崩壊

対策事業完了工区数（累

計・工区） 

H26 H27 H28 H29  H30 

計画     4   5   6   7 

実績 4  4 

 

◎土砂災害危険箇所の基礎調

査数（累計・箇所） 

H26 H27 H28 H29  H30 

計画     1,092  1,274  1,466  1,679 

実績 1,005 1,142 

 

２ 改正土砂災害防止法に基づき、土砂災害のおそれのある区域の
基礎調査を推進国 

 (1) 土砂災害危険箇所の基礎調査 
  ①久慈管内 

・４月～：基礎調査の推進（79 箇所実施予定） 
  ②二戸管内 
   ・７月～：基礎調査の推進（142 箇所実施予定） 
 (2) 土砂災害警戒区域等の住民への周知と指定の推進 

  ①久慈管内 
・４月～：土砂災害警戒区域等の指定の推進（100 箇所指定予

定） 
・11 月～：住民説明会の定期開催 

  ②二戸管内 
・５月～：土砂災害警戒区域等の指定の推進（86 箇所指定予

定） 
・10 月～：住民説明会の定期開催 

２ 改正土砂災害防止法に基づき、土砂災害のおそれのある区域の
基礎調査を推進 

 (1) 土砂災害危険箇所の基礎調査 
  ①久慈管内 

・４月～：基礎調査の推進（79 箇所実施中） 
  ②二戸管内 
   ・６月～：基礎調査の推進（172 箇所実施中） 
 (2) 土砂災害警戒区域等の住民への周知と指定の推進 

  ①久慈管内 
・４月～：土砂災害警戒区域等の指定の推進（100 箇所の指定

手続き） 
 
  ②二戸管内 

・５月：土砂災害警戒区域等の指定の推進（86 
箇所指定済） 

 

 

 
 
・基礎調査の推進 
 
 
・基礎調査の推進 
 
 
 
・土砂災害警戒区域等の指定の推進 
・住民説明会の開催（11 月以降開催予定） 
 
 
・住民説明会の開催（10 月以降開催予定） 
 

(3)  防災対策の強化 
 

◎津波防災出前講座の開催回

数（累計・回） 

H26 H27 H28 H29 H30 

計画    68 74  80   86 

実績 62  78 

 

１ 防災意識の向上や災害時の的確な行動を確保するための啓発活
動として、津波防災出前講座を開催 

・４～６月：２回 

・７～９月：２回 

・10～12 月：２回 

１ 防災意識の向上や災害時の的確な行動を確保するための啓発活
動として、津波防災出前講座を開催 

・４～６月：４回 

・７～９月：６回 

 

 

・10～12 月：２回 
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【Ⅰ 安全安心に暮らせるまちづくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

２地域経済や暮らしを支える社会

基盤の整備 

(1)物流の効率化を支える道路、
港湾の整備 

◎復興支援道路及び復興関

連道路の供用率（％） 

H26 H27 H28 H29  H30 

計画    49.4 53.4  81.5  100 

実績 47.0  47.6 

◎復興支援道路の供用済延

長（km） 

  H26 H27 H28 H29  H30 

計画   1.0 1.5  3.6  4.6 

実績 1.0  1.0 

 
 

(1) 物流の効率化を支える道路、港湾の整備  
１ 内陸部から三陸沿岸地域へアクセスする道路やインターチェン
ジへアクセスする道路である復興支援道路や復興関連道路を中心
とした県が所管する幹線道路の整備を推進 

   
① 一般国道 281 号 案内地区国 

・4月～：トンネル舗装工事の推進 
・4月～：橋梁上部工工事の推進 
・4月～：明かり部改良舗装工事の推進 
・10 月～：トンネル設備工事の推進 

② 一般国道 281 号 下川井地区国 
  ・4 月～：トンネル詳細設計及び道路詳細設計の推進 
③ 主要地方道野田山形線 野田地区国 

・4月～：道路改良舗装工事の推進 

④ 一般県道普代小屋瀬線 芦渡の２地区国 

 ・4 月～：道路改良舗装工事の推進 

  ・H28 年度事業完了予定 

 

 

 

 
１ 内陸部から三陸沿岸地域へアクセスする道路やインターチェン

ジへアクセスする道路である復興支援道路や復興関連道路を中心
とした県が所管する幹線道路の整備を推進 

   
① 一般国道 281 号 案内地区 

・４月～：トンネル舗装工事の推進 
・４月～：橋梁上部工工事の推進 
・４月～：明かり部改良舗装工事の推進 

 
② 一般国道 281 号 下川井地区 

・４月～：トンネル詳細設計及び道路詳細設計の 
 推進（７月発注） 

③ 主要地方道野田山形線 野田地区 

・４月～：道路改良舗装工事の推進 

④ 一般県道普代小屋瀬線 芦渡の２地区 

・４月～：道路改良工事の推進（７月完了） 

 ・７月～：道路舗装工事の推進 

 

 

 

 

 
・トンネル舗装工事の推進 
・橋梁上部工工事の推進 
・明かり部改良舗装工事の推進 
・トンネル設備工事の発注（11 月発注） 
 
 
 
・トンネル詳細設計及び道路詳細設計の推進 
 
 
・道路改良舗装工事の推進 
 
 
・道路舗装工事の推進（12 月完了） 

  

⑤ 一般県道明戸八木線 小田の沢地区国 

 ・4 月～：道路詳細設計の推進 

・4月～：用地・物件補償事務の推進 
⑥ 主要地方道二戸五日市線 浄法寺バイパス地区国 

・4月～：現道修繕工事の推進 
⑦ 一般国道 340 号 駒板地区国 

・4月～：道路改良舗装工事の推進 
⑧ 一般県道一戸浄法寺線 中里地区国 

・4月～：用地補償事務の推進 
・9月～：橋梁下部工工事の推進 

 

 

⑤ 一般県道明戸八木線 小田の沢地区 

・４月～：道路詳細設計の推進 

・４月～：用地・物件補償事務の推進 
⑥ 主要地方道二戸五日市線 浄法寺バイパス地区 

・４月：現道修繕工事の完了 
⑦ 一般国道 340 号 駒板地区 

・４月～：道路改良舗装工事の推進 
⑧ 一般県道一戸浄法寺線 中里地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

 ・９月～：橋梁下部工工事の推進 

 
・道路詳細設計の推進 
・用地・物件補償事務の推進 
 
 
・道路台帳整備業務委託の推進 
 
・道路改良舗装工事の推進 
 
・用地補償事務の推進 
・橋梁下部工工事の推進 

  
⑨ 一般県道二戸軽米線 長嶺地区 

・4月～：用地補償事務の推進 
・4月～：道路改良工事の推進 

⑩ 一般国道 340 号 長興寺地区国 
・4月～：用地補償事務の推進 
・6月 ：埋蔵文化財の試掘調査 
・H29.3 月～：道路改良工事の推進 

⑪ 一般国道 395 号 赤石峠地区国 
・4月～：道路改良工事の推進 

 

 
⑨ 一般県道二戸軽米線 長嶺地区 

・４月～：用地補償事務の推進 
 

⑩ 一般国道 340 号 長興寺地区 
・４月～：用地補償事務の推進 
・４月～・埋蔵文化財の試掘調査時期調整 
 

⑪ 一般国道 395 号 赤石峠地区 

・４月～：道路改良工事の推進 

 
・用地補償事務の推進 
・道路改良工事の発注（第４四半期） 
 
・用地補償事務の推進 
・埋蔵文化財の試掘調査（10～12 月予定） 
 
 
・道路改良工事の推進 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(2) 圏域内外の交流拡大を支援
する道路の整備 

 

１ 圏域へのアクセス改善及び県際道路のあい路解消や県内各地を
周遊する観光客の利便性向上を図るための道路整備を推進国 

 

◎ 一般県道野田長内線 小袖～大尻地区（拡幅） 

 ・4 月～ ：工事発注に向けた関係機関との調整 

・10 月～：道路改良工事の推進（全面通行止にて施工） 

 

１ 圏域へのアクセス改善及び県際道路のあい路解消や県内各地を
周遊する観光客の利便性向上を図るための道路整備を推進 

 

◎ 一般県道野田長内線 小袖～大尻地区（拡幅） 

 ・４月～：工事発注に向けた関係機関との調整 

 

 

 

 

・道路改良工事の発注（10 月発注） 

 （全面通行止め：11 月～３月） 

(3) 生産性の向上を支える林道
の整備 
 

・林道整備事業完了路線数

（累計・路線） 

  H26 H27 H28 H29 H30 

計画 0  0  1  2  3 

実績 0  0 

１ 継続路線の早期完成を図るとともに、森林経営計画、森林資源
状況を踏まえた路網の整備を図る。国 

(1) 八木玉川線（洋野町）延長：（800）ｍ 

・ 7 月：工事契約 

・ 3 月：工事完了 

(2) 安孫・平糠線（一戸町）延長：437ｍ 

・6 月：工事契約 

・1 月：工事完了 

(3) 毛無森線（二戸市）延長：600（711）ｍ 

・3 月：工事契約 

・12 月：工事完了 

(4) 折爪岳線（九戸村）延長：304ｍ 

・6 月：工事契約 

・10 月：工事完了 

(5) 花見舟打線（二戸市）延長：310（400）ｍ 

・6 月：工事契約 

・1 月：工事完了 

(6) 朴舘線（一戸町）延長：（2,900）ｍ 

・5 月：委託業務契約 

・3 月：業務完了 

 

 

 

(1)八木玉川線（洋野町）延長：(800)ｍ 

 ・6/16 工事契約締結 

 

(2) 安孫・平糠線（一戸町）延長：437ｍ 

 ・6/30 工事契約締結 

 

(3) 毛無森線（二戸市）延長：600（711）ｍ 

 ・3/25 工事契約締結 

 

(4) 折爪岳線（九戸村）延長：304ｍ 

 ・7/28 工事契約締結 

 

(5) 花見舟打線（二戸市）延長：361（259）ｍ 

 ・7/1 工事契約締結 

 

(6) 朴舘線（一戸町）延長：（2,900）ｍ 

 ・8/25 業務契約締結 

 

(1) 八木玉川線（洋野町） 

 ・6～3 月：工事実施 

 

(2) 安孫・平糠線（一戸町） 

 ・6～2 月：工事実施 

 

(3) 毛無森線（二戸市） 

 ・3～12 月：工事実施 

 

(4) 折爪岳線（九戸村） 

 ・7～2 月：工事実施予定 

 

(5) 花見舟打線（二戸市） 

 ・7～2 月：工事実施 

 

(6) 朴舘線（一戸町） 

 ・8～1 月：業務実施予定 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎一般県道野田長内線整備

◎一般県道野田長内線供

用率（％）   

H26 H27 H28 H29 H30 

計画     60.7 62.3 71.0  100 

実績 50.3 53.0 
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【Ⅱ地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

３ー1農林水産業の経営体の育成
と産地形成 【農業】 
(1)次代を担う多様な経営体の育
成 

 

◎農畜産物販売額1,000万円
以上の経営体数(経営体・
累計) 

    H26 H27 H28 H29 H30 

計画 -  224 232 240 248 

実績 216 229 

 

 

 

 

 

 

認定農業者など意欲的な農業者や集落営農組織の経営発展を重点

的に支援し、安定的に農業所得が確保できる経営体の育成を図る。 

 

 

  

○認定農業者の確保と経営改善計
画の達成 

① 認定農業者の確保国（市町村） 

・地域農業マスタープランの中心経営体を認定   

 農業者へ誘導（市町村と連携し対象者を選定・誘導 10 名、経営改

善計画の作成支援） 

 ※56 プラン作成（久慈 23、二戸 33） 

 

 

 

 

 

 

② 経営改善計画の達成に向けた取組支援(新) 

・認定農業者のネットワーク形成（認定農業者組織の交流研修会を

開催） 

・単年度計画の作成・取組支援（市町村と連携した作成誘導と進捗

管理 110 計画） 

① 認定農業者の確保 

（広域） 

・経営改善計画の作成を支援、新たに 17 名が認定 

市町村 認定件数 うち新規認定者 

久慈市 7 名 3 名 

洋野町 4 名 1 名 

二戸市 25 名 5 名 

軽米町 11 名 3 名 

九戸村 9 名 2 名 

一戸町 8 名 3 名 

計 64 名 17 名 

 

② 経営改善計画の達成に向けた取組支援 

（久慈） 

・経営改善状況を把握するための単年度計画作成に係る市町村への

協力を要請（5/26）、作成指導により洋野町 4名、久慈市７名が策

定                   

① 認定農業者の確保 

（広域） 

・10～3月 経営改善計画の作成支援 

 九戸村  2 名（うち新規 2名） 

 一戸町 90 名（うち新規 1名） 

 

 

 

 

 

 

 

② 経営改善計画の達成に向けた取組支援 

（久慈） 

・認定農業者のネットワーク形成に向けた交流研修会の企画検討（10

～11 月） 

（二戸） 

・10～3 月 重点指導農家の経営改善計画の作成と単年度計画に基

づく取組支援 

○将来の地域の中核となる経営体

の育成 

 

① 重点指導農家の技術向上・経営発展の取組支援 

・経営改善計画に基づく単年度計画の作成及び技術・経営向上への

取組支援（達成に向けた個別訪問等による重点支援、関係機関・

団体で選定した 26 戸程度を対象予定） 

① 重点指導農家の技術向上・経営発展の取組支援 

（広域） 

・重点指導農家の単年度経営計画に基づく経営改善指導を実施し、

規模拡大・省力化等を推進（久慈 14 名） 

・重点指導農家について技術等を個別支援（二戸 12 名） 

① 重点指導農家の技術向上・経営発展の取組支援 

（広域） 

・10～3 月 重点指導農家の経営改善に向けた計画の作成と単年度

計画に基づく取組支援（再掲） 

（二戸） 

・11 月 個別面談による経営ビジョン・戦略把握 

 ② 規模拡大に意欲のある経営体の経営発展支援 

（久慈） 

・ほうれんそう農家 5 名の経営発展計画の実践支援（H27 年度の研

修成果の実践支援） 

 

 

 

② 規模拡大に意欲のある経営体の経営発展支援 

（久慈） 

・昨年度の大規模園芸経営体発展研修受講者（ほうれんそう農家 5

名）へ単年度計画達成に向け個別巡回指導を実施。 

 

 

 

② 規模拡大に意欲のある経営体の経営発展支援 

（久慈） 

・単年度計画達成に向けた個別巡回指導の継続 

・10/18 経営発展研修会 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

（二戸）推（二戸地方農林水産振興協議会） 

・農業経営発展セミナーの開催 

（規模拡大等に意欲的な認定農業者等の経営改善に必要な知識の

修得等 2 回） 

（二戸） 

・農業経営発展セミナーの開催 

 6/23、第１回目開催、10 名（久慈 6名、二戸 4 名）が参加  

 し、経営能力の向上について先進事例に基づき習得。 

（二戸） 

・農業経営発展セミナーの開催 

 第 2回 経営向上手法 

  

③ 経営発展に意欲的な農業者への支援 

推(久慈地方農業農村活性化協議会、二戸地方農林水産振興協議会） 

・概ね 5 年で販売額 1,000 万円を目指す経営体の実践的な取組支援

（各市町村から 1 経営体を想定 8 経営体、また、それらの取組成

果や課題解決の事例を作成・波及） 

（広域） 

③ 経営発展に意欲的な農業者への支援 

・農業販売額向上支援事業対象者の取組支援を行い、計画通り事業

進捗中。（久慈 3名、二戸 3 名） 

・21 経営体の規模拡大等、経営改善に向けた取組を支援、取組は順

調に実施。 

                

（広域） 

③ 経営発展に意欲的な農業者への支援 

・10～12 月：6 事業実施主体の経営発展に向けた取組の継続支援 

・1月：完了確認 

 ④ 基盤整備地区における集落営農組織の経営力の向上支援 

（久慈） 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】 

・農地中間管理事業を活用した農地集積による規模拡大（新たに

10ha を集積） 

・50ha の作付け体系の構築(直播技術と飼料用米(稲 SGS)を組み合わ

せた省力化･効率化等の技術の実証 直播 23ha･うち SGS 16ha）推

(久慈地方農業農村活性化協議会) 

（二戸） 

【金田一営農組合（二戸市）】 

・法人組織の経営力向上支援（乾田直播栽培の拡大・栽培管理技術

体系の構築、飼料用米の栽培技術指導） 

④ 基盤整備地区における集落営農組織の経営力の向上支援 

（久慈） 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】 

・3.4ha 分のプール育苗(１棟 600 箱）を実施し、技術を習得 

・種子への鉄コーティングを自作するなど直播技術の習得に向けた

取組を支援（直播面積 23ha：SGS=16ha、WCS=7ha) 

・SGS 評価のための供給先が決定（山形町短角牛生産者 5名 47t（約

10ha 分）） 

・5～6月 グラウンドカバープランツの拡大に向け、定植する苗の

自家育苗を指導し、育苗技術を習得。 

・7/6 定植作業（新規植栽面積ﾔｼﾏﾙﾁ 73 ㎡,ﾋﾞﾆｰﾙﾏﾙﾁ 209 ㎡） 

（二戸） 

【金田一営農組合（二戸市）】 

ア 水稲の低コスト安定生産支援 

・乾田直播栽培（きらほ 0.7ha）及び湛水直播栽培（飼料用米専用

品種、2ha）への栽培を指導、生育は順調 

・補助事業導入による機械導入支援（汎用コンバイン等） 

 （産地パワーアップ事業要望中） 

・水田営農に係る現地研修会 

 7/22 生産ｺｽﾄ低減に向け、畝畔除草技術等の習得を支援 

イ 作業時間の効率化支援 

・適正施肥実証圃の生育状況を調査 

 施肥作業の省力化の体系化が図られる見込み。 

・営農支援システムの活用による作業計画・進捗状況の把握の効率

化の進展 

ウ 大豆の単収向上 

・難防除雑草（アレチウリ）対策として、農薬展示圃を設置、調査

研究中間検討会において抑草効果を検討。 

④ 基盤整備地区における集落営農組織の経営力の向上支援 

（久慈） 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】 

・10 月中旬～ SGS 調整作業指導 

・1月～ SGS 嗜好性評価、成分分析の実施 

 

 

 

 

 

（二戸） 

【金田一営農組合】 

・10～11 月 飼料用米安定生産支援（直播栽培等の収穫・調製技術

指導、栽培実績検討） 

・10～3月 補助事業導入による機械導入支援 

・10～3月 作業時間効率化支援（農地集積への支援） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 （二戸） 

⑤ 基盤整備地区の集落営農組織の体制確立支援 

【川又地区営農組合（二戸市）】 

・法人化支援（組合の体制作り、法人化への意識の醸成） 

【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

・法人化に向けた組織体制の構築、経理の一元化支援 

（二戸） 

⑤ 基盤整備地区の集落営農組織の体制確立支援 

【川又地区営農組合（二戸市）】 

・取組計画策定への支援（法人化への意識の醸成のため、役員会） 

・先進地研修の参加誘導 鳥海地区営農組合の項、参照。 

【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

・事業計画及び経営管理に係る支援（役員会） 

 4～9 月（7 回）補助事業を活用し、法人化スキームを作成するこ

とを確認。 

・先進地研修の開催支援 

 9/5､6（花北） 法人化に向けた課題を共有、また、川又地区営農

組合員も参加 

・飼料用米栽培指導 12ha 及び春播き玉ねぎ栽培指導 0.3hａ 

 いずれも生育は順調に推移し、春播きたまねぎは収穫済。 

（二戸） 

⑤ 基盤整備地区の集落営農組織の体制確立支援 

【川又地区営農組合（二戸市）】 

・10～3月 運営体制の支援 

・1～3月 法人化研修会開催 

【鳥海地区営農組合（一戸町）】 

・飼料用米栽培支援 

・10～3月 法人化スキーム作成支援 

・1月上旬 法人化研修会開催 

 （二戸） 

⑥ 多様な取組を行う集落活動の活性化支援【長倉集落（軽米町）】 

・雑穀の安定多収生産指導(5～1 月) 

・機械の共同利用促進支援 

【大清水地区営農組合（軽米町）】 

・コンバイン稼働面積の拡大支援(5～11 月) 

・大豆安定多収生産指導(5～1月) 

・法人化に向けた検討支援国（市町村） 

 

 

 

（広域） 

⑦ 安定的な農業所得が確保できる経営体の育成 

・リーディング経営体を目指す候補者の育成（新たな候補者の確保
と既候補者の経営計画実践支援 4 戸） 

 

（二戸） 

⑥ 多様な取組を行う集落活動の活性化支援 

【長倉集落（軽米町）】 

・小麦・大豆安定多収生産指導 

【大清水営農組合（軽米町）】 

・大豆安定多収生産指導 

 シュウリュウ 9ha について、病害虫防除指導 

・ＪＡの主導により、法人化研修会の実施や年度内の法人化 

 を計画 

 

（広域） 

⑦ 安定的な農業所得が確保できる経営体の育成 

・関係機関との H28 取組計画等の情報共有（既候補者 4 戸） 

（二戸） 

・軽米町１戸（露地野菜）について、関係機関と連係し候補者への

誘導を図ったが、事業の趣旨から候補者としての選定を見送った。 

・リーディング経営体育成候補者 2 戸について、将来の法人化の意

向を確認              

 

 

 

 

（二戸） 

⑥ 多様な取組を行う集落活動の活性化支援 

【長倉集落（軽米町）】 

・10～11 月 雑穀等安定多収生産指導 

・10～3月 機械等収穫・防除作業支援 

【大清水地区営農組合（軽米町）】 

・10～11 月 大豆安定多収生産支援 

・10～3月 事業等を活用した法人化支援 

 

 

（広域） 

⑦ 安定的な農業所得が確保できる経営体の育成 

・10 月～12 月 候補者（4戸）に対する計画実践支援 

・10～3月 候補者の掘り起こし 

（久慈） 

・10 月 リーディング経営体育成事業希望者（久慈市、酪農）への

経営改革作成支援 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 
 

・新規就農者数（人） 
    H26 H27 H28 H29 H30 
計画  -  36  36  36  36 
実績 59 40 

新規就農者の確保と就農初期における経営の安定化を支援 

 

  

○新規就農者の確保・育成 

 

（広域） 

①  新規就農者の確保 

・SNS 等を積極的に活用した情報発信（農業に関心のある志向者か

ら就農希望者を対象に幅広く情報発信 新規就農者確保・育成 AP

の実践） 

・新規就農者・新規栽培者の確保（体験研修・見学会・相談会等の

開催 36 名、就農に係る課題把握） 

 推（久慈地方農業農村活性化協議会）、 

 その他（二戸地方農林水産振興協会） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 就農初期における経営の安定化を支援 

国（市町村） 

・新規就農者の定着支援（関係機関・団体による定期巡回 6 回・

38 名、新規就農者間の交流支援 6回） 

・就農から概ね 5 年以内の新規就農者を対象としたステップアップ

塾の開催（農業の基礎技術や経営発展計画の作成・取組を支援す

るための現地・座学研修等 3 回）推（二戸地方農林水産振興協

会） 

 

① 新規就農者の確保 

（広域） 

・青年等就農計画作成等に関する支援 

 新たに 6名の認定新規就農者が経営を開始 

市町村名 
H28 新規 

就農者 

H28 認定 

新規就農者 

久慈市 2 名 2 名 

洋野町 1 1 

野田村 0 0 

普代村 0 0 

二戸市 0 0 

軽米町 2 2 

九戸村 1 0 

一戸町 2 1 

 合計 8 6 

・9月 青年就農給付金事業（経営開始型）変更交付決定 

 83 名（新規 17 名、見込み含む） 

（久慈） 

・9/28 久慈東高校生 19 名を農業現場へ視察研修（ほうれんそう、

菌床しいたけ） 

・8月 農業体験研修の実施（野田村 1名） 

・7/29、8/26 三陸復興 Facebook での新規就農者紹介 

（いいね 110 名） 

（二戸） 

・研修生確保に係る打合せ ＰＲ方法を検討 

 6/27：(株)ナインズファーム、7/4 (株)一戸夢ファーム 

・9/24 二戸市、9/3 一戸町  就農相談会就農相談会の開催 

 相談者 7名うち 2名が年度内の就農見込み 

② 就農初期における経営の安定化を支援 

（久慈） 

・ほうれんそうの単収向上に向けた病害虫・雑草防除指導。 

・PDCA シートを活用した中間実績検討などの個別指導により経営改

善の取組状況を確認（3名） 

（二戸） 

・農業担い手育成プラン（H27.3 策定）に基づく新規就農者の確保・

定着支援 

・関係機関との定着個別支援巡回 7/28 二戸市（5 名）、7/26 軽米

町（7 名（夫婦 2 組含））、8/30 九戸村（4 名）、8/9 一戸町（7 名

（夫婦 2 組含））  

 

 

 

① 新規就農者の確保 

（広域） 

・10～3月 新規青年等就農計画の策定を支援 

（見込み、久慈 5名、二戸 12 名） 

 

（久慈） 

・10/19 久慈東高校への農家実習の支援 

・10 月～ 体験研修の実施 

・三陸復興 Facebook を活用した取組紹介（月 1 回） 

 

（二戸） 

・就農相談会 10/16 軽米町、10/30 九戸村 

・研修生確保支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 就農初期における経営の安定化を支援 

（広域） 

・10～1月 定着支援巡回による個別指導 

 

 

（二戸） 

・10～3月 新規就農者ステップアップ塾の開催 

  第 2 回 現地研修 

  第 3 回 農業経営向上研修 

・3月 青年就農給付金事業 完了確認 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 経営管理チェック表を用い個別の課題を把握、あわせて対応策に

ついて確認。                 

・新規就農者ステップアップ塾の開催 

 6/29、第 1回目開催、11 名（久慈 2名、二戸 9 名）が参加し、農

業技術の基礎を習得 

・担い手育成基金（地域経営資源継承支援事業）の活用を支援（一

戸町 4件）                                  

○女性農業者の経営参画 経営ビジョンを作成できる女性農業者の育成 

（二戸） 

①女性農業者の技術向上支援 

推（二戸地方農林水産振興協会） 

・農業女子セミナーの開催（農業経営能力の修得や仲間づくりのた

めの研修等 4 回） 

 

（広域） 

②女性農業者の活動・交流支援 

・酪農女性活動の促進（他地区との交流、酪農製品ＰＲ・食育支援、

2 団体） 

・女性農業者のネットワークの構築支援 

 （農山漁村女性組織の活動・研修会開催等支援） 

（二戸） 

① 女性農業者の技術向上支援 

・農業女子セミナーの開催（6/28、第１回目） 

9 名が参加し、農業機械の基礎知識等を習得。 

・「岩手でかなえよう夢実現事業」に係る企画提案への支援 

 二戸市の事業採択者１名について加工品の製造・販売に係 

 るプランニングを支援。 

 

② 女性農業者の活動・交流支援（牛飼い女子活動支援） 

7/21 第１回牛飼い女子会（盛岡市） 

（久慈） 

○JA 新いわてくじ酪農生産部会女性部への支援 

・5/2 事業採択、6/7 交付決定 

・7/26 食育への取組（小学校への出前授業による酪農への理解

醸成）：来内小：学生 15 名、保護者・教員 15 名 

・8/29-30 女性グループとの交流会（函館市内で宮城県・秋田県・

岩手県県南地域の３箇所と交流） 

（二戸） 

○ 奥中山酪農女子会への支援 

・5/24  事業採択、交付決定 

・6/5  高森高原まつりでの地元産牛乳 PR 

・6/16  牛乳加工品（ミルクジャム）試作会 

・7/14 第 1 回勉強会（頭絡作り） 

・9/3  奥中山農業祭で乳飲料販売等実施 

（二戸） 

① 女性農業者の技術向上支援 

・第 2回 女子交流会 

・第 3回 経営の基礎知識 

・第 4回 農産加工・交流会 

・「岩手でかなえよう夢実現事業」に係るプランニ 

 ング支援 

（久慈） 

・11/16 農業女子セミナー（交流会等） 

 

② 女性農業者の活動・交流支援 

12/1 第２回牛飼い女子会（盛岡市） 

（久慈） 

完了確認・補助金支払 

（二戸）奥中山酪農女子会への支援 

・料理教室の実施 

・奥中山地区公民館文化祭参加（10 月） 

・勉強会（11 月・12 月） 

○農地中間管理事業を活用した経
営規模の拡大や作業の効率化等に
よる経営の向上への取組 

（広域） 

① 農地中間管理事業を活用した経営規模の拡大 

国（市町村） 

・農地利用集積の取組支援（農地中間管理事業モデル 8 地区の取組

の波及）  

 

 

 

② 基盤整備地区における集落営農組織の経営力向上支援（再掲） 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】 

【金田一営農組合（二戸市）】 

 

（広域） 

① 農地中間管理事業を活用した経営規模の拡大 

・4～9月 市町村推進チーム会議への参画などを通じて、集積拡大

に向けた支援を実施 

・33 中心経営体へ 95ha 分の農地利用集積が加速 

 （H28 公社貸付実績 95ha、うち交付金対象面積は 17 中心経  

 営体へ 33ha（全て交付決定決定済）） 

                   

② 基盤整備地区における集落営農組織の経営力向上支援（再掲） 

【宇部川地区・宇部川ファーム（久慈市・野田村）】※前頁参照 

【金田一営農組合（二戸市）】※前頁参照 

（広域） 

① 農地中間管理事業を活用した経営規模の拡大 

・10～3 月 各市町村推進チーム会議への参加 

・11 月～ 機構集積協力金の調整 

・2月 機構集積協力金交付決定（７月以降転貸分） 

 

 

② 基盤整備地区における集落営農組織の経営力向上支援（再掲） 

【宇部川地区・宇部川ファーム】※前頁参照 

【金田一営農組合】※前頁参照 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○ 水田整備の円滑な推進 
 

・水田整備面積(累計・ha)        
       H26    H27    H28 
計画    -   1,800  1,807 
実績 1,758 1,802 
      H29    H30 
計画 1,821  1,847 
実績 
 

被災農地を含む中山間地域等の水田整備を推進し、区画拡大や農

地集積による経営体の営農の効率化を図る。 

  

 ① 実施地区の工事推進国 

（久慈）：1地区 

○ 宇部川地区（久慈市・野田村）〔H25～H30〕 

・前年度工事（ 28 ha）の仕上げ 

⇒地区全域（80ha）で営農開始（5月） 

・頭首工工事（2箇所）、暗渠排水、補完工事の実施 

  

 

 

 

（二戸）：3地区 

 ○ 大清水地区(完了)（軽米町）〔H19～H28〕 

 ・農道舗装工事（1,130ｍ） 

 ・財産譲与手続き 

 

 ○ 川又地区（二戸市）〔H24～H33〕 

・前年度工事（9.6ha）の仕上げ 

 ・ほ場整備工事実施（10ha）（累計 24ha/45ha） 

 

○ 鳥海地区（一戸町）〔H24～H34〕 

・前年度工事（5.3ha）の仕上げ 

・ほ場整備工事実施（15ha）（累計 45ha/101ha） 

① 実施地区の工事推進 

（久慈）：1地区 

 ○ 宇部川地区 

 ・4～7 月 前年度工事（28ha）の仕上げを実施 

5/10 農地を引き渡し、営農開始。 

 ・4～9 月 頭首工(2 箇所)、ため池(2 箇所)、補完工事を実施。（た

め池：9月完成、補完工事：6月完成） 

 ・6 月  計画変更の概要公告 

 ・8 月～ 計画変更の同意徴集 

 

（二戸）：3地区 

○ 大清水地区 

 ・4～9 月 農道工事発注（7/12 契約）、舗装工事を実施 

 ・8 月 財産譲与に向けた業務委託発注（8/29 契約） 

・9月 豪雨・台風被害対応（法面崩壊等） 

○ 川又地区 

 ・4～6 月 前年度ほ場整備仕上工事（9.6ha） 

総面積 44.6ha のうち 14.0ha(31.4％)が完了 

H28 は 14.0ha で作付（主食用米 13.0ha、そば 1.0ha） 

 ・7～9月 事業推進委員会、ほ場整備工事発注（8/9 契約）、工事

説明会、工事着手 

○ 鳥海地区 

 ・4～6 月 前年度ほ場整備仕上工事（5.3ha） 

総面積 101.1ha のうち 30.2ha(29.9％)が完了 

H28 は 30.2ha で作付（主食用米 9.2ha、飼料用米 17.5ha、た

まねぎ 0.3ha、地力増進 3.2ha） 

 ・7～9 月 事業推進委員会、ほ場整備工事発注（7/25 契約）、工

事説明会、工事着手 

① 実施地区の工事推進 

（久慈）：1地区 

○ 宇部川地区 

 ・頭首工（2箇所）の工事実施 

 ・暗渠排水工事（30ha）、補完工事の工事実施 

 ・9～10 月 計画変更の同意徴集 

 

（二戸）：3地区 

○ 大清水地区 

 ・10～12 月 工事進捗管理（工期 12/9） 

  

 

○ 川又地区 

 ・10～12 月 工事進捗管理（整地工ほか） 

       事業推進委員会（進捗説明等） 

 

 

○ 鳥海地区 

 ・10～12 月 工事進捗管理（整地工ほか） 

       事業推進委員会（進捗説明等）      
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ②新規地区の採択に向けた調査 

（久慈）：2地区 

○ 林郷下地区（洋野町）：採択申請 

 〔H29 採択希望 25 ha〕 

 

○ 泉沢・中平地区（野田村）：調査計画の実施   〔H30 採択

希望 22 ha〕 

 

（二戸）：2地区  

○ 山内地区（二戸市）：調査計画の実施 

 〔H31 採択希望 20 ha〕 

 

○ 福田地区（二戸市）：調査計画の実施 

 〔H31 採択希望 40 ha〕 

②新規地区の採択に向けた調査 

（久慈）：2地区 

○ 林郷下地区 

・4～9月 関係機関による営農計画の策定支援 

・4～9月 事業計画・営農計画を策定 

○ 泉沢・中平地区 

・6月：調査計画委託の契約 

・9月～ 事業計画・営農構想の検討 

（二戸）：2地区  

○ 山内地区 

・5～9月 市と調査費負担契約締結、調査計画委託発注準備 

○ 福田地区 

・5～9月 市と調査費負担契約締結、調査計画委託発注準備 

②新規地区の採択に向けた調査 

（久慈）：2地区 

○ 林郷下地区 

・11 月 採択申請 

・12～3 月 土地改良事法手続き（同意徴収） 

○ 泉沢・中平地区 

 ・10～3 月関係機関による営農計画の策定支援 

 

（二戸）：2地区  

○ 山内地区 

・10 月 調査計画委託の契約 

・10～12 月 現況調査及び事業計画検討 

○ 福田地区 

・10 月 調査計画委託の契約 

・10～12 月 現況調査及び事業計画検 

 ③ 基盤整備と一体的な担い手への集積の促進 

（久慈） 

○ 宇部川地区（久慈市・野田村）：農地中間管理事業による農地

集積 10 ha（再掲） 

 

 

 

 

○ 林郷下地区（洋野町）：調査地区の農地集積計画策定支援 

（二戸） 

○ 川又地区（二戸市）、鳥海地区（一戸町）：農地中間管理事業

の実施に向けた営農組織等の取組み支援（再掲） 

③ 基盤整備と一体的な担い手への集積の促進 

（久慈） 

 ○ 宇部川地区 

   ・ 5 月：換地計画に基づき貸付予定農地に係るデータを整理し、

市・村へ提供 

・9月 貸付説明会及び契約会開催 

・4～9月 公社へ貸付申込み済面積 16.4ha（換地ﾍﾞｰｽ） 

     地区累計面積 66ha（地区全体 80ha の８割） 

○ 林郷下地区 

 ・4～9 月 関係機関による農地集積計画の策定支援 

・6月 中間管理事業モデル地区に選定 

（二戸） 

○ 川又地区（二戸市）、鳥海地区（一戸町） 

・営農組合の役員会等で集積計画等を検討 

③ 基盤整備と一体的な担い手への集積の促進 

（久慈） 

○ 宇部川地区 

・10 月～ 市・村が行う貸付手続き等を支援 

 

 

 

 

○ 林郷下地区 

 ・12 月 農地集積計画の地元説明 

 

（二戸） 

○ 川又地区（二戸市）、鳥海地区（一戸町） 

・工事完了後のほ場で営農組合等による受託作業を進め、中間管

理事業実施に向けた農家の理解醸成を促進 

 ④ 地域の実情に応じた簡易な基盤整備 

（二戸） 

○ 海老田地区（二戸市：暗渠排水 5.1ha）の工事実施 

④ 地域の実情に応じた簡易な基盤整備 

（二戸） 

○ 海老田地区 

 ・1.6ha の暗渠排水工事完了（H28 は大豆作付） 

 ・1.4ha の工事発注支援 

④ 地域の実情に応じた簡易な基盤整備 

（二戸） 

○ 海老田地区 

 ・10 月 工事契約予定 

・残る 2.1ha の暗渠排水等、地域要望を踏まえた事業計画の策定

と工事発注支援 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○ 畑地かんがい施設整の 

計画的な推進 
 

・畑地かんがい面積 
      (累計・ha) 
       H26    H27    H28 
計画    -   1,271  1,314 
実績 1,228  1,237 
     H29    H30 
計画 1,362  1,384 
実績  
 

畑地かんがい施設の整備を推進し、畑作物の収量の安定化と品質

の向上による農業経営の安定化を図る。 

 

（二戸） 

① 実施地区の工事推進国 

 ○ 奥中山中央（H17～H30）、東奥中山（H14～H29）：一戸町 

     男神・米沢・湯田地区（H21～H30）:二戸市 

 ・前年度工事仕上げ工一式(9.1ha) 

 ・畑地かんがい等工事の実施 

(25.9ha 累計 624.2ha / 729.5ha)    

 ・奥中山中央地区の計画変更・土地改良法手続き 

 

（二戸） 

① 実施地区の工事推進 

 

○ 奥中山中央地区、東奥中山地区:一戸町、 

男神・米沢・湯田地区：二戸市 

・4～6月 前年度工事（9.1ha）の仕上げ（法面仕上げ、舗装復旧

など）を実施。 

・通水試験実施後、個別給水栓（20 ヵ所）の供用を開始。 

 ・4～6 月 畑地かんがい等工事の発注準備（４工事） 

 ・8 月 農道、管理道整備工事（3.1km：０国債）の完成 

 ・8～9 月 畑地かんがい等工事契約、工事着手（４件） 

 ・9 月 奥中山中央地区土地改良事業計画(変更)確定（9/26） 

（二戸） 

① 実施地区の工事推進 

 

○ 奥中山中央地区、東奥中山地区:一戸町、 

男神・米沢・湯田地区：二戸市 

 ・畑地かんがい等工事の実施。 

（25.9ha 累計 624.2ha / 729.5ha）  

 ・畑地かんがい施設等測量設計業務委託の実施 

 ② 新規採択地区の円滑な事業着手国 

○ 穴牛・村松・谷地地区（二戸市） 

・土地改良法手続き 

 ・用水管路工事着工 

② 新規採択地区の円滑な事業着手 

 ○ 穴牛・村松・谷地地区：二戸市 

 ・9 月 土地改良事業計画確定（9/30） 

  

② 新規採択地区の円滑な事業着手 

○  穴牛・村松・谷地地区：二戸市 

・畑地かんがい施設測量設計業務委託の発注 

（２件 10/11 公告予定）。 

・用水管路工事の発注（１件 10/24 公告予定） 

 ③ 畑かん用水の利用促進に向けた取組（二戸市、一戸町、軽米町）

推 

 ・畑地かんがい効果調査の実施 

   （一戸町：「ｱｽﾊﾟﾗｶﾞｽ＋ﾚﾀｽ」散水効果） 

   （軽米町：「ブルーベリー」散水効果）         

 ・畑地かんがい実演会等の開催 

 ・畑かんマイスター出前講座 

 ・畑地かんがい啓発パンフレット作成 

③ 畑かん用水の利用促進に向けた取組 

○ 畑地かんがい効果の実証。 

 ・4～6 月 畑地かんがい効果調査の実施。 

（降霜時の「おうとう」及び「りんご」の花器損傷は、

防霜スプリンクラーにより著しく低減） 

 ・6/6 樹園地における畑地かんがい実演会の開催（二戸市米沢） 

・8～9月 畑地かんがい効果調査の準備（軽米町） 

③ 畑かん用水の利用促進に向けた取組 

 ○ 畑地かんがい効果の実証。 

  ・7～11 月 畑地かんがい効果調査の実施 

  ・10/6  軟弱野菜における畑地かんがい実演会の開催（一戸町

奥中山） 

  ・10/7 散水機材契約（軽米町） 

 ④ 国営事業関連地区の合意形成 

 ○ 野々上、外山、新田野地区（二戸市） 

  （国営「馬淵川沿岸地区」関連） 

 ・新たな調査導入に向けた合意形成 

 ○ 軽米第一(仮称)地区（軽米町） 

（国営「八戸平原地区」関連） 

 ・野場地区畑地かんがい施設 4ha の工事実施 

・観音林第１地区畑地かんがい施設 2ha の採択手続き 

・モデル地区（観音林地区）における県営事業の構想作成、合意

形成の促進（現地研修や集落説明会） 

 

 

 

 

 

 

 

④ 国営事業関連地区の合意形成 

○ 野々上、外山、新田野地区 

・5～9月 市との調査費負担契約締結、及び調査計画委託発注

準備 

○ 軽米第一地区 

  ・6 月 野場地区工事発注に向けた現地測量、地元説明会 

  ・7～9月 工事発注事務支援 

④ 国営事業関連地区の合意形成 

○ 野々上、外山、新田野地区 

・10 月 市と委託契約締結 

・11～12 月 事業構想策定に向けた農家意向調査の実施 

○ 軽米第一地区 

  ・10 月 野場地区工事契約予定 

・11～12 月 工事施工管理の支援 

[台風 10 号被災関連] 

 受注業者からの台風災害への対応による既受注委託の工期延伸

要望に対して、災害復旧関連業務に優先して取り組めるよう配慮。 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(2)地域資源を活用した産地力の強
化 
 

◎野菜・果樹の出荷量(ｔ) 
       H26  H27   H28      

計画     -  14,932 15,275 

実績 14,589  15,252 

 
      H29    H30   

計画  15,618 15,961 

実績 

◎花きの出荷量（万本） 
      H26    H27    H28    
計画   -   1,063  1,076  
実績  972  894 

 
      H29    H30 
計画  1,090  1,103 
実績   

 

 

 協働支援活動を更に強化するとともに、新規栽培者の掘り起こ

し、労働力の確保を支援する。 

 

 新技術や新品目の導入、畑地かんがい技術の活用拡大、経営の

規模拡大による生産性の向上、流通販売体制の強化等による収益

性の向上、通年での所得確保に向けた冬春野菜生産等の生産拡大

に取り組む。 

  

○地域協働支援活動強化による産

地づくり 

 

① 地域協働支援体制の機能強化 

 ○ 生産者リーダーによる指導の継続 

 ○ 新たな生産者リーダーの育成、活動支援 

 ○ 生産者リーダーの活動強化のための交流会・ 

   研修会の開催 

（久慈） 

 ○ 新たな地域リーダーの育成（４名）（新） 

推（久慈地方農業農村活性化協議会） 

・実証圃の設置や講習会の開催等による地域リーダ 

 ーの育成 

・地域リーダーによる集落内生産者への指導に対す 

 る支援 

 

 

① 地域協働支援体制の機能強化 

（久慈） 

・5/16 県北局園芸担当者会議 

 6/3 農産園芸部会担当者会議 

 → 園芸農家全戸巡回、新規栽培者募集見学会の検討、 

  産地支援行動計画（案）の協議 

・6/20 産地リーディングサポーター出発式及び巡回 

 → JA が 7名を委嘱、うち新人 1名 

・6/30～8/中 首長による激励巡回、園芸農家全戸巡回 

 6/30 出発式及び久慈市長による巡回 

 7/7 洋野町長、7/19 野田村長、8月中旬 普代村長に 

  よる激励巡回 →515 戸を順次巡回 

・5月～ 地域リーダー候補者圃場への難防除害虫総合防 

 除実証圃設置、指導（2名） 

・6月 地域リーダー候補者ほ場への土壌消毒と重量型品  

 種実証圃設置（2名） 

・7/21 農産園芸部会担当者会議 

 → 新規栽培者募集見学会について協議 

・8/31 に産地体制強化推進会議を開催し、連携体制につい 

 て協議する予定であったが延期 

 

 

 

 

 

① 地域協働支援体制の機能強化 

（久慈） 

・10/11 農産園芸部会 

・11月上旬 産地体制強化推進会議の開催 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 （二戸） 

 ○ 市町村園芸サポートセンターの活動支援（各 

  市町村 1 回/月） 

 ・月例会議での情報交換、サポセン事業（実証圃、 

  学校給食への食材提供等）の検討と検証 

 ・生産者リーダーの技術指導による新規栽培者の 

  技術向上 

（二戸） 

＜二戸市＞ 

・5/24 今年度計画確認、農作業アルバイト、共同雇用募集につ

いて検討 

・7/7、9/14 進捗状況確認 

＜軽米町＞ 

・7/4 今年度計画確認 

・8/4 進捗状況確認 

・8/29 学校給食への食材提供、生産者による出前授業 

・9/26 新規栽培者研修会 

＜一戸町＞ 

・4/21 今年度計画確認 

・5/19 展示圃、支援対象巡回指導 

→4名巡回し、状況確認、技術指導、困り事相談 

・9/9 進捗状況確認 

＜九戸村＞ 

・4/28 今年度計画確認 

・7/11、8/23、9/21 進捗状況確認 

（二戸） 

＜二戸市＞ 

10/12 学校給食への食材提供、生産者による出 

   前授業 

10～12 月 新規栽培希望者への説明会 

＜軽米町＞ 

 12～１月 園芸栽培説明会 

 2 月 女性生産者交流会 

＜九戸村＞ 

 11/9 新規栽培者相談会 

 ② 新規栽培者の掘り起こしと担い手の育成 

（久慈） 

 ・ 27 年度相談会参加者に対する情報提供、相談対応（新規

栽培開始者 2 名） 

 ・ 新規栽培者募集相談会の開催（8 月、１月） 

 

 

 

 

 

 

 

（二戸） 

 ○ 市町村園芸サポートセンターの活動支援（各 

  市町村 1 回/月） 

 ・アドバイザー、トレーナーの技術指導による新   

  規栽培者の技術向上（再掲） 

 ・新規栽培者募集のための説明会・体験相談会開 

  催（各市町村１回以上開催） 

② 新規栽培者の掘り起こしと担い手の育成 

（久慈） 

・6/3  農産園芸部会担当者会議（、再掲）にて、新規栽培者募

集見学会について協議 

 →新規栽培者募集見学会の概要決定（8/9 開催、ほうれ 

  んそう等のほ場を案内後相談に対応）、各市町村広報 

  等に掲載依頼 

・7/21 農産園芸部会担当者会議（再掲）にて、新規栽培 

   者募集見学会について協議 

 → 問い合わせの状況確認、事後フォローについて確認 

・8/9 新規栽培者募集見学会 

 →10 組 11 名が参加、管内のほうれんそう等計 3戸を見 

 学、うち 6組 7名はその後の相談会にも参加 

（二戸） 

アドバイザー３名委嘱 （二戸１、軽米１、九戸１） 

トレーナー３６名委嘱 

 二戸 10（重点品目１、野菜 7、花 1、果樹 1） 

 軽米６（野菜 4、花 1、果樹 1） 九戸６（野菜４、花２） 

 一戸 14（野菜 12、花 2） 

② 新規栽培者の掘り起こしと担い手の育成 

（久慈） 

・新規栽培者募集見学会の参加者に対するフォ 

 ロー体制の強化 

・～12 月 新規栽培者相談会（1月）に向けた 

 準備 

 

 

 

 

 

 

 

（二戸） 

・アドバイザー、トレーナー等の技術指導（継 

 続実施） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ③ 労力確保体制の支援充実 

（久慈） 

 ○ 土壌消毒作業支援班の負担軽減対策の検討 

 

 

 

（二戸） 

 ○ 園芸農家における労力確保の取組支援（取組件数 3 事例）

（新）推（ＪＡ） 

  ・農作業 DVD 作成と DVD 視聴による作業説明 

  ・農作業アルバイト広域募集とﾏｯﾁﾝｸﾞ支援 

  ・障がい者による農作業の試行 

  ・アンケート調査、取組検証（11 月～） 

 

③ 労力確保体制の支援充実 

（久慈） 

・作業班の体制整備（作業日（週 1～2日）と支援班員決 

 定）による活動支援 

 

 

（二戸） 

○地域経営推進費「二戸型農作業労力確保ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業」 

 4/21 JA 新いわて北部営農経済センター、JA 新いわて 

 奥中山営農経済センターに交付決定 

○農作業 DVD 作成に向けた品目・作業毎の収録 

 ・DVD 打合せ（4/8・14） 

 ・作業収録（きゅうり・りんご：6/22、さくらんぼ：7/1、 

  トマト・レタス：7/25、菌床しいたけ：8/5） 

 ・7/21 きゅうりの摘葉用映像の視聴による作業説明 

 ・DVD 編集打合せ（9/14） 

○農作業アルバイト（長期雇用）実証 

 ・新聞折込等により農作業アルバイト 25名（JA 北部 23 

  名＋JA 奥中山 2名）を確保 

  希望人数は 48名（JA 北部 43名＋JA 奥中山 5名） 

 ・JA 北部不足分 20 名は、生産者が直接個別に交渉中。 

○きゅうり摘葉ヘルパー共同雇用 

 ・7/7 きゅうり共同雇用面接会の開催支援 

    ９名のヘルパーを確保 

 ・7/25～ 共同雇用開始 

③ 労力確保体制の支援充実 

（久慈） 

・園芸産地強化プロジェクトチームによる労働 

 力確保先進事例調査及び検討 

・地域経営推進費の枠組み検討 

 

（二戸） 

・11月～ アンケート調査、取組検証 

・DVD 収録作業（りんご 10 月予定） 

 

 

 

 

 

○主力品目等の生産拡大 

（久慈） 

① ほうれんそうの生産拡大 

 ○ 生産者の個別課題に応じた単収向上支援 

 ・重点支援対象者に対する巡回指導 

 ・夏期多収技術実証圃等の設置（7～9 月における単収 9.9 箱

/a/1 作）(新) 

推(久慈地方農業農村活性化協議会） 

 ・ほうれんそう品種選抜の実施（8月播種 1品種） 

 ・ほうれんそう収量アップコンクールの実施(春、夏) 

 

 

 

 

 

① ほうれんそうの生産拡大 

・4、5月 春の収量アップコンクールの実施 

 → 5 月末の販売実績 206ｔ（前年対比 121％） 

・各重点支援対象者巡回と課題に応じた支援 

・6月 土壌消毒と重量型品種実証圃設置 

・6月 有機物の多施用と深耕実証圃設置 

・4/20 ほうれんそう品種比較実証圃設置と調査（播種） 

・7～9月 夏期ほうれんそう収量アップコンクールの実施 

 → 7～8 月の販売累計実績 254ｔ（前年比 112％） 

 

 

 

 

① ほうれんそうの生産拡大 

・7～9月 夏期ほうれんそう収量アップコンクールの実施 

・重点支援対象者への継続支援 

・土壌消毒と重量型品種実証圃運営支援（7～9月）、調査（9月） 

・有機物の多施用と深耕実証圃運営支援（7～9月、調査（9月） 

・ほうれんそう品種比較実証圃設置と調査（7、8、9月播種） 

 

 

 

 

 

 

 

［台風 10 号被災関連］ 

 ほうれんそう被害農家の播き直しを支援するため、農作物災害復旧対策事業の導入を検討 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○ 省力機械や施設導入等による生産規模拡大 

  ・省力化機械体系（根切り機、一貫体系一式、等）の導入推

進 

  ・機械化一貫体系の導入による大規模経営モデル農家育成

（１戸） 

  ・遊休ハウス活用促進の仕組み検討 

 

・県単事業による省力機械の導入支援 

 →根切り機、専用機（一貫体系一式）各 1 

  内報（4/4）、交付決定（7/28） 

・根切り機導入農家への機械有効活用情報提供 

・産地パワーアップ事業活用に関する情報提供 

・露地ほうれんそうの簡易な形態（5kg 詰めバラ出荷）に 

 よる出荷支援（未来を担う園芸産地一番星育成事業） 

・若手職員有志が寒締めほうれんそう生産拡大を提案検討 

・省力機械導入による機械活用作業の状況確認 

 と活用作業体系の検討 

・露地ほうれんそう 8～9月秋どり作型の栽培管 

 理、出荷調製支援 

 

 

 

・地域経営推進費事業の枠組み検討 

  

② 園芸産地力の強化 

 ○ 園芸産地強化プロジェクトチームによる中長 

  期的課題の検討 

 ・園芸品目構成、地域協働支援体制の強化に係る 

  検討 

 ・ほうれんそう団地構想の検討 

 

② 園芸産地力の強化 

・ほうれんそう産地指導体制の見直しに係る内部検討、JA との

情報交換 

・8/31 に産地体制強化推進会議を開催し、連携体制について協

議する予定であったが延期（再掲） 

 

② 園芸産地力の強化 

・ほうれんそう産地指導体制の見直しに係る関係機関との協議 

・労働力確保に向けた先進事例調査の実施及び検討（再掲） 

・地域経営推進費事業の枠組み検討（再掲） 

 

○主力品目等の生産拡大 

（二戸） 

 

 

① 野菜の生産拡大 

 ○ きゅうり、トマトの作型分化による長期安定 

  生産（新） 

 ・新たに栽培を開始するハウスにおける半促成    

  作型・抑制作型の栽培指導（半促成作型導入戸 

  数 きゅうり 12 戸、トマト 9 戸） 

 ・点滴かん水装置の導入と肥培管理指導 

 

 ○ レタスの生産コスト低減と省力・高品質安定 

  生産（新） 

 ・高窒素鶏糞ペレット肥料及び新レタス専用肥    

  料の実証展示（2 戸） 

 

 ・畑地かんがい用水を活用した育苗管理の省力    

  化実証展示と高品質安定生産実証展示（各 1    

  戸）推 

① 野菜の生産拡大 

・作型分化実施農家戸数は、トマト 25戸、きゅうり 8戸 

・かん水用の配管について、資料作成し提示 

・きゅうり点滴かん水マニュアル策定に向け、現地実証圃を設置

（9/9） 

 

 

 

・新レタス肥料実証圃設置に向けて土壌採取を実施（6/30） 

・生育調査の実施（8/5、8/15、8/25、9/2、9/12）、収穫調査の

実施（9/8、16）、土壌採取（9/12、9/30） 

 新レタス専用肥料は、やや病害が多い傾向。鶏ふんペレット肥

料は良好な結果。 

・生分解性マルチの利用による作業省力化について事業を 

 実施（未来を担う園芸産地一番星育成事業） 

 生分解性マルチを用いた場合の地温やレタスの生育を調査 

① 野菜の生産拡大 

・本年度の栽培結果を踏まえ、次年度の栽培に向けた指導を実施。 

・実証圃場の土壌、葉柄の窒素分析と施肥管理マニュアルの策定 

 

 

 

・調査結果取りまとめ 

 

 

 

 

・10/6 畑地かんがい用水を用いた軟弱野菜育  

    苗管理省力化に係る現地実演会 

・実証圃場の調査、結果取りまとめ 

・生分解性マルチ利用農家への聞き取り調査の 

 実施  

 ② 加工業務用野菜の生産拡大 

 ○ 春まき玉ねぎの栽培推進（2ha） 

 ・排水対策等の栽培指導（水田転作） 

② 加工業務用野菜の生産拡大 

・春まき玉ねぎ栽培面積 2.48ha 

 栽培指導会（6/9）、巡回指導 9回実施 

・管内生産農家（11 戸）の収量調査を実施（8/5、8）。 

 平均単収は 5.7ｔ/10a。すべての農家で単収は向上。 

 

② 加工業務用野菜の生産拡大 

・単収に与える要因の解析。実績検討会の開催 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ③ 果樹の安定生産 

 ○ ブランドりんごの安定生産（新） 

広（二戸地方観光農業推進協議会） 

・大玉生産のための技術指導 

・蜜入りセンサ・糖度計を活用した樹上での継続的 

 な果実調査 

・収穫～出荷までの蜜入り・糖度調査による冬恋割 

 合の向上（冬恋割合 52％） 

③ 果樹の安定生産 

・6/2、9/13 冬恋栽培指導会の実施 

・「はるか」生育調査の実施 5回 

 開花期の天候不順によりサビ果が多い傾向 

※広域振興事業「カシオペア果物振興プロジェクト」事業 

 については別掲 

③ 果樹の安定生産 

・栽培指導会の実施（随時） 

・生育調査の実施（随時）、蜜入り調査の実施（10 

 月下旬～） 

 

 ④ 花きの生産拡大 

 ○ りんどうの優良新品種導入支援と栽培拡大 

・採花初年度となる県育成新品種の適応性評価 

 と栽培拡大（2 品種計 184ａ） 

・7 月下～8 月中旬に開花する県育成新品種の実  

 証展示 

④ 花きの生産拡大 

 

・管内 4ヶ所に新品種比較圃場を設置。巡回調査を実施。 

・早生新品種の出荷場展示（7/22）、指導会における紹介（7/29）

を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

④ 花きの生産拡大 

 

・新品種の生育調査、結果取りまとめ 

・実績検討会において調査結果を説明し、新品 

 種導入を促進 

 

○流通販売体制の強化等による収

益性の向上（二戸） 

① 流通販売体制の強化 

 ○ JA 新いわて集出荷施設整備支援国（ＪＡ） 

  ・対象：九戸村野菜集出荷施設 

① 流通販売体制の強化 

・産地パワーアップ事業の導入により、トマト選果機を 

 導入すべく、計画策定等を支援。 

・9/16 計画承認 

・10月交付申請 

 

 

① 流通販売体制の強化 

・7月 8日 予算内報（要望どおり） 

・9月 16 日 計画承認 

・10月上旬交付申請、10月中旬交付決定 

・10月下旬入札等 

・11月工事着手（同建屋内で行うピーマンの選 

 果完了後着手可能となる）。 

・2月末 工事完了（工期は発注から 2ヶ月 メ 

 ーカー確認） 

・3月 完了確認 

 

 

 

 

 

 

 

［台風 10号被災関連］ 

・10月、被災農業者向け経営体育成支援事業要望調査 

・今後、事業要望取りまとめ、事業実施支援 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

【畜産】 乳質改善及び乳量増加や和牛繁殖の分娩間隔短縮など生産技術

の向上を進め、飼料基盤や牛舎等の生産基盤整備を推進する。 

 外部支援組織の機能強化、耕畜連携の推進、飼料生産や飼養管

理の省力化・生産コストの低減を図る 

  

○和牛繁殖経営における分娩間隔

短縮などによる生産性向上 
 

◎繁殖牛の平均分娩間隔

(日) 

   H26 H27 H28 H29 

H30 

計画  -  416 413 410 407 

実績 419 415  

 

① 分娩間隔の短縮による生産性の向上 

推(久慈地方農業農村活性化協議会、二戸地方農林水産振興協会) 

○分娩間隔の短縮に向けた母牛の飼養管理改善（新） 

・分娩前後の増し飼い給与のモデル実証（久慈３戸、 

 二戸３戸） 

○発情発見率向上に向けた発情発見器の実証・普及 

・発情発見器活用データの集積（久慈２戸） 

・実証に基づく活用方法の提示（２回） 

○分娩看視時間の短縮と分娩事故率の低減に向けた 

 分娩看視カメラの普及 

・実証農家の拡大、普及拡大に向けたリーフレット 

 作成 

① 分娩間隔の短縮による生産性の向上 

・分娩前後の増し飼い給与モデル実証農家の選定、実証の実施（久

慈２戸、二戸２戸） 

・分娩間隔短縮に向けた巡回指導（久慈５戸、二戸２戸）※毎月

実施（４～９月） 

・発情発見器活用データ収集（久慈２戸） 

 利用状況調査、個体による機器の感度差あり（９月） 

・分娩看視カメラ実証農家の巡回(久慈１戸) 

 活用状況調査を実施、概ね良好（９月） 

 JA の畜産農家向け広報誌へ看視カメラの広告掲載（購入 

 希望９件有） 

① 分娩間隔の短縮による生産性の向上 

・増し飼い実証の実施（継続）、効果の確認 

 

・分娩間隔短縮に向けた巡回指導の継続（久慈 5 

 戸、二戸 2戸）※毎月実施 

 （久慈）10月 中間検討会 

・発情発見器活用データ収集の継続（久慈 2戸） 

 結果取りまとめ、普及資料の作成 

・分娩看視カメラ実証農家のデータ収集 

 普及資料の作成 

・ 2月 和牛改良組合研修会にて実証成果説明 

 ② 子牛市場評価の向上 

○子牛の発育向上に向けた飼養管理技術指導 

・子牛飼養環境の改善に向けた定期巡回指導（肉用 

 牛サポートチーム）（久慈５戸、二戸５戸） 

② 子牛市場評価の向上 

・子牛飼養管理改善に向けた技術指導（久慈５戸、二戸２ 

 戸）飼料給与内容、飼養環境等について指導※毎月実施  

② 子牛市場評価の向上 

・子牛飼養管理改善に向けた技術指導の継続 

（久慈）10 月 中間検討会 

（二戸）牛舎消毒支援（11 月 1戸 農振協事業） 

○担い手農家の育成（繁殖雌牛 21

頭以上への規模拡大） 
 

◎繁殖雌牛 21 頭以上戸数 

（戸） 

  H26  H27  H28  

H29  

計画   -   55   59   63 

実績  52   40 

 

① 意欲ある担い手の規模拡大支援 

 〔家畜導入事業〕 

○優良繁殖雌牛の導入支援 

（久慈 10頭、二戸６頭） 

  

○牛舎等生産基盤の整備支援 

（久慈：牛舎２棟） 

 

② キャトルセンターの機能強化（二戸） 

○利用率向上や経営改善に向けた検討 

 

① 意欲ある担い手の規模拡大支援 

（久慈） 

・6/16 導入事業の交付決定済（短角 10 頭） 

（二戸） 

・優良繁殖雌牛 1頭導入（7月 一戸町） 

・家畜導入事業基金閉鎖（9月 二戸市） 

（久慈） 

・7/28 交付決定（洋野町 牛舎１棟）着工済 

・9/16 交付決定（久慈市 牛舎１棟） 

②キャトルセンターの機能強化（二戸） 

・７月 利用率向上に向けた県外（茨城県）からの育成牛 

 受託への支援（27 頭受託） 

①意欲ある担い手の規模拡大支援 

（久慈） 

・10月～の短角市場で導入予定 

（二戸） 

・家畜導入事業基金の閉鎖を予定。（軽米町） 

 

（久慈） 

・久慈市 事業着工 

 

②キャトルセンターの機能強化（二戸） 

・キャトルセンターの運営状況等の把握。 

・牛舎消毒支援（11 月 農振協事業） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○生産技術の向上による乳質改

善、乳量増加 

 
 

◎生乳出荷量(ｔ) 

        H26   H27    

H28 

計画    -  47,767 49,195 

実績 46,339 50,131 

 

         H29    H30 

計画 50,622 52,050 

実績 

 

① 生乳の品質向上 

○ 全戸巡回（ミルキングシステム診断）による飼 

 養管理技術指導 

・ミルキングシステム診断巡回及びチェックシート 

 記帳確認巡回指導 

・全戸バルク乳モニタリング検査（６月） 

○規模拡大意向農家を対象とした乳質改善指導（久 

 慈）（新）推（久慈地方農業農村活性化協議会） 

・搾乳立会による衛生管理指導を実施 

○生産性向上のための飼養管理改善（二戸）（新） 

   推(二戸地方農林水産振興協会) 

・専門家の指導及び関係機関の定期巡回指導による 

 飼養管理改善モデル実証（２戸） 

・実証農場での現地研修会の開催（12月１回） 

・改善活動の普及に向けた地域の集まりにおける事 

 例紹介（12～２月、部会総会等） 

① 生乳の品質向上 

（久慈） 

・指導対象農家をＪＡと調整（5月、4戸）、ミルキングシステム

診断巡回日程及び全農との搾乳立会スケジュール調整（6月） 

・6月 全戸バルク乳サンプリング実施 

・8月、9月 酪農家 4戸の搾乳立会指導を実施 

 

（二戸） 

・6月 ミルキングシステム診断巡回（奥中山） 

・5/25 北海道酪農検定検査協会参与（普及ＯＢ）を招聘し、牛

舎内での指導会（ﾊﾞｰﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞ）実施（2戸） 

・6月 補助金内報済 

・6～9月 関係機関によるﾓﾃﾞﾙ農家定期巡回実施（2戸/ 

 月） 

① 生乳の品質向上 

 

（久慈） 

・10月～12 月 搾乳立会事後指導【バルク乳モニタリング検査】 

 

 

（二戸） 

・関係機関によるﾓﾃﾞﾙ農家定期巡回継続（2戸/月 1回） 

・補助金事業計画承認、交付決定を実施 

・12月 講師を招いて現地研修会実施 

○規模拡大のための生産基盤整備

支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 担い手農家の生産基盤の強化 

 ○ 堆肥センターの整備(久慈) 

  用地造成、機械導入(洋野町内) 

 ○ 規模拡大を図る酪農家の施設整備計画・牛舎設計の検討 

 〔草地畜産基盤整備事業〕国 

 ・牛舎整備に向けた設計検討 

（久慈２棟、二戸１棟） 

 ・草地造成（久慈 15ha、二戸１ha） 

 

 

 

 

 

 

○ 畜産クラスター事業による生産基盤強化（新）国 

・地域協議会の活動支援（機械導入） 

（久慈：ＪＡ単位１協議会、二戸：市町村単位４協議会） 

 

 

 

 

① 担い手農家の生産基盤の強化 

(久慈) 

・4月 補助金交付申請 

・7月 補助金交付決定 

（久慈） 

・4月 補助金交付申請 

・6月 牛舎設計の最終検討、確定 

・7月 補助金交付決定 

・9月 工事着工 

（二戸） 

・6～8月 牛舎設計、事業費の検討 

・8月 牛舎設計、事業費の確定 

・9月 設計審査、着工 

 

（久慈） 

・5月 クラスター計画認定、事業計画に対する配分額内報 

・6月 リース事業申請手続き支援 

（二戸） 

・4～9 月 クラスター協議会活動、事業申請手続き等への支援

（1回目採択 8台 2 回目採択 5台） 

 

① 担い手農家の生産基盤の強化 

(久慈) 

・10月～ 工程会議による進捗管理（月一回） 

 

（久慈） 

・10月～ 工程会議による進捗管理（月一回） 

・中間検査の実施（期日未定） 

 

 

（二戸） 

・10月～ 工程会議による進捗管理（月一回） 

 

 

 

（広域） 

・8～9月 機械リース契約、納入機械検収 

・10月～ リース事業申請手続き支援（継続） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ○ 畜産クラスター事業による施設整備国 

・生産基盤強化を目指す協議会活動支援（施設整備） 

 （久慈：洋野町・養豚関係 1法人） 

 

（久慈） 

・5月 クラスター計画の認定、事業計画に対する配分額 

   内報、事業計画の精査指導 

【施設整備】 

・6月 関係法令申請手続き指導 

・8月 施設整備交付決定 

・9月 林地開発許可 

【機械リース】 

・導入申請（7月 20 台、9月 14 台) 

・9 月 導入申請承認(１回目) 

（二戸） 

・事業要望等への支援 

・鶏舎 5棟（事業費 453,996 千円）を要望したが不採択 

 → 事業計画を見直し、9月に再度要望。（一戸町） 

・搾乳牛舎（搾乳ロボット）、TMR 調製施設等の整備要望（事 

 業費 1,161,487 千円 九戸村） 

・10月 林地開発工事着工 

・10月 建築工事入札 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・10 月 機械納品、検収 

・11月 事業要望提出（補正対応分） 

 

 

・事業要望等への支援（継続） 

○飼料生産の省力化、収量の向上 ① 外部支援組織の機能強化による生産性向上 

 ○ 粗飼料の安定供給に向けた生産性向上対策 

 ・地域に適した多収品種の選定支援（地域協働に 

 よる試験圃場の設置、収穫量の調査） 

 

○ 新規ＴＭＲセンターの設立支援（二戸） 

〔草地畜産基盤整備事業  一戸南部地区〕 

・法人設立に向けた経営計画の作成、検討 

 

○ コントラクター組織における作業受託支援（二 

 戸）（新） 

〔東日本大震災農業生産対策交付金〕国 

・飼料用トウモロコシ収穫作業機械の導入支援 

 （一戸４台：トラクター、自走式ハーベスタ等） 

② 良質な自給飼料の生産（二戸）（新）国 

 ○ 稲ＷＣＳ等の利用拡大 

 〔東日本大震災農業生産対策交付金〕 

・作業機械の導入支援（九戸 9台：トラクター等） 

① 外部支援組織の機能強化による生産性向上 

（広域） 

・早生、中生各２品種の選抜を想定し、トウモロコシ 25 

 品種の試験圃設置（播種 5/23、5/26） 

・9 月 収量調査の実施 

（二戸） 

・運営支援検討会の開催（一戸町 5/10、7/8、9/13） 

（経営試算とその結果の検討、TMR 利用予定農家との検討） 

 

・7～9 月 機械導入に係る手続き支援 

・7/5 交付決定（一戸町：飼料用トウモロコシ収穫機械 4 

   台導入 事業費 94,453 千円） 

・9月 機械導入済み 

 

② 良質な自給飼料の生産（二戸）（新） 

・7/5 交付決定(九戸村：稲ＷＣＳ生産機械等９台 事業費

83,477 千円） 

・7～9月 機械導入に係る手続き支援 

① 外部支援組織の機能強化による生産性向上 

・12月 収量調査結果に基づき次年度播種品種    

    を TMR センターに提案 

 

 

 

・10 月～ TMR 利用予定農家との検討（作業体系、 

    外部委託など）、法人化検討 

 

 

 

・12 月 事業完了予定 

 

 

② 良質な自給飼料の生産（二戸）（新） 

・10～11 月 機械導入 

・12月 事業完了予定 

［台風 10 号被災関連］（久慈） 

・ 牧草（乾草ロール）、デントコーンが被害に遭った農家を支援するため、農作物災害復旧対策事業の導入を検討 

・ 市町村、ＪＡとの打合せを実施（9/13、9/27、10/18） 

・ 牧草：面積 5.61ha、事業費 3,142 千円  

・ デントコーン：面積 23.34ha、事業費 25,406 千円 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(3)地域特性を生かした農畜産物
の高付加価値化 
 

県北地域の特色ある農畜産物の商品開発・販路拡大、新たな地域

資源を活用した６次産業化による高付加価値化の取組を支援 

  

○６次産業化等の取組啓発・実践 

 

◎新規６次産業化取組数
(件) 

    H26 H27 H28 H29 H30 
計画   -   2   2   2   2 
実績  2   2 

 
 
 

① ６次産業化実践者のすそ野拡大と発展推 

（実践者の創出・誘導・レベルアップ） 

・６次産業化アプローチ研修会（6月） 

・６次産業化アプローチ現地見学会（2回）、実践研 

 修（7～12 月 3 回）(新) 

（二戸） 

・潜在的志向者の把握（意向調査）と取組誘導推 

（６次産業化支援体制の充実化）推 

・県北地域６次産業化サポート会議開催（2回） 

・関係機関レベルアップ研修・６次産業化戦略構想 

 策定に向けた勉強会（3回）(新) 

① ６次産業化実践者のすそ野拡大と発展 

（久慈） 

○６次産業化実践者の育成 

・志向者（2 経営体）へ事業や研修情報を提供、１名がさんりくﾁｬﾚ

ﾝｼﾞ推進事業に申請（野田村平谷氏、菓子製造）。 

（二戸） 

○６次産業化実践意向調査 

・5 月 二戸管内の認定農業者（配布数 793 名）に対し、往復はが

きによるアンケート調査を実施。 

・調査の結果、6次産業化の実践意向者（興味がある回答者）は 38.5%

（122 名：回収率 40％（317 名））。直接的な現地指導や制度支援

等の要望が多数。 

・ｱﾌﾟﾛｰﾁ研修会には誘導した 3名が参加。実践の意欲も高い。 

（広域） 

○６次産業化実践者の創出・誘導・レベルアップ 

・7/8 6 次産業化アプローチ研修会を開催、生産者及び関係機関 18

名が参加。6次産業化の進め方を学ぶ。6 次産業化への考え方など

勉強になった様子。 

○６次産業化支援体制の充実化 

・5/30 第 1 回ｻﾎﾟｰﾄ会議を開催、管内関係機関の今年度の支援体制、

活動内容等について協議・確認。 

・7/13 サポート会議メンバーによる 6 次産業化市町村戦略作成事

例勉強会を実施。遠野市の事例が参考と好評価。 

・8/25 サポート会議メンバー対象に、花巻地域のワイナリー、地

域おこし協力隊等の取組み事例の研修会を実施。 

① ６次産業化実践者のすそ野拡大と発展 

○６次産業化実践者の創出・誘導・レベルアップ 

・第 2 回６次産業化アプローチ研修会の開催（11/14～15）及び現地

見学会（ニ戸、久慈各 1回）、実践研修（久慈 3回）の開催・準備 

・志向者への個別フォローアップ（随時） 

○６次産業化実践意向調査 

・実践意向者に研修会等の案内を送付（随時）。 

・新たな案件の掘り起こしに向け、市町村と協力して可能性の高い

実践意向者をリストアップ。 

 ② 農村起業活動支援 

・実践講座の開催（10～2 月：3回） 

・実践者（加工工房及び農家レストラン）の個別経 

 営管理指導 

② 農村起業活動支援 

（久慈） 

・起業活動年数の浅い実践者（4経営体）・発展意向のある実践者起

業者（2経営体）に対して PDCA シートを作成。 

・今年取組む内容（原価計算、販路開拓相談、商品試作等）につい

て確認し、個別指導を実施。 

・いわて希望ファンド事業採択（洋野町、木村氏） 

 規格外の菌床しいたけを使った商品開発（ドレッシング、ピクル

ス等）に取り組む。 

② 農村起業活動支援 

（久慈） 

・11 月以降：実践講座準備（商品開発をテーマに、全３回予定） 

ＰＤＣＡシートで取組む内容を確認した実践者への個別指導を月

１回程度、継続的に実施予定 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ③ 販路拡大支援 

・商談会への誘導等による実需者とのマッチング・事後検証 

③ 販路拡大支援 

（広域） 

・7/12 久慈地域で流通課主催の「産地見学会・交流商談会」にお

いて、出展者をフォロー（久慈 3業者、二戸 1業者）。 

・8/8 ㈱岡常商事（東京都（ブルーベリー））と新岩手農協との商

談を支援 

③ 販路拡大支援 

（広域） 

・商談会等の情報提供（随時）。 

 ④ 地域特産物等の認知度向上・安全性 PR 

・県北地方産直・地域特産物マップ作成(7 月）、イベント等での

活用と SNS を利用した情報発信(新）推 

・販売促進活動支援と事業者による課題把握（新） 

推 

 ・首都圏等でのＰＲ活動支援国（市町村、団体） 

（H27 年同様 3団体を見込む 、6-1 月） 

④ 地域特産物等の認知度向上・安全性 PR 

（広域） 

・9 月 県北地域産直・地域特産物マップを作成（13,000 部）し、

管内の産直施設、宿泊施設、観光施設等に配布。 

・8月 県北地域特産物販売促進支援事業を 3団体に決定・内報（久

慈地方ヤマブドウ産業化研究会、洋野町山菜研究会、九戸村ヤマ

ナシ生産組合）。 

 ・5～6月 いわて農林水産物消費者理解増進対策事業（消費地で

の県産農林水産物安全・安心ＰＲ活動への補助）に 5団体が申請・

採択（久慈市、洋野町、普代村、JA、二戸市特産品開発推進協議

会）。 

 久慈市（7/28～29 神奈川）、洋野町（9/27～30 東京）、二戸特産推

進協（7/2～3、9/21～22 東京）実施済。 

④ 地域特産物等の認知度向上・安全性 PR 

（久慈） 

・産直マップの評価を確認 

（広域） 

・県北地域特産物販売促進支援事業支援 

  久慈地方ヤマブドウ産業化研究会（9/14～16 花巻、10/14～18 

盛岡） 

ヤマナシ生産組合（10 月以降、2 回 盛岡） 

  洋野町山菜組合（2月以降、1回） 

・いわて農林水産物消費者理解増進対策事業支援 

  洋野町（12/13～15 東京） 

普代村（11/1～2 東京）今年度新規。 

  JA（11 月（予定） 東京） 

  二戸特産推進協（11/23～24、1 月 関東） 

 （久慈） 

 ・山ぶどう生産安定に向けた指導 

 ・ワイン醸造への評価試験結果活用 

 ・山ぶどうロゴマークの活用 

 ・飲食店と連携した地域特産物ＰＲ 

・農林水産物生産者と一体となった味わう会の開催と地域定着へ

の誘導 推 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（久慈） 

○山ぶどう振興支援 

・平成 28 年度久慈地方連邦「太陽の山ぶどう倶楽部」総会（4/27）、

関係機関（イオンリテール㈱、久慈地方ヤマブドウ産業化研究会

会員企業、管内市町村、振興局等）の活動実績、活動計画等につ

いて意見交換。 

・山ぶどうロゴマークの使用承認基準を作成し、産業化研究会会員

に周知。1社から利用希望あり。 

・三陸復興 facebook で、久慈地方の山ぶどうに関する情報の定期的

な発信を開始（6/15～5 回）延べ 12,065 名が閲覧、603 名からい

いね！の反応あり 

・9月花巻まつりにて県北地域特産物販売促進支援事業の販促活動。

3 事業者が参加し、認知度向上の手ごたえを感じている一方、更

なる PR の必要性、新たな商品開発等課題も見えてきている様子。 

・「国産農林水産物・食品への理解増進事業の付加価値向上実践事業

事業」について、地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞとしての地位確立や新たな活用法等

について、加工業者やバイヤー等と意見交換。 

（久慈） 

○山ぶどう振興支援 

・三陸復興 facebook を活用した積極的情報発信 

・10/9 野田村涼海の丘ワイナリー醸造開始式（局長出席）。 

・10/14 県立大学との協働研究（候補研究者：高等教育推進センタ

ー 劉文静准教授）とのマッチング可能性のための意見交換。 

・県北地域特産物販売促進支援事業の実施（10 月イオン盛岡店うま

いものﾌｪｱ等）、販促活動における課題の抽出 

 

 

 

 

○地域特産物を味わう機会の提供 

・12/10 地域特産物を味わう会（久慈市公民館） 

 

 

 

 

きこりんファーム(洋野)、㈱のだむら、田村

牧場 高常商店（軽米町） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 

 

 

 

 

（二戸） 

・県育成雑穀新品種・低アミロース米の取引支援 

商品開発・改訂支援推 

 

・「山ぶどうを核とした地域づくり」をテーマに、県立大学の共働研

究に応募。 

○地域特産物を味わう機会の提供 

・８月～：地域特産物を味わう会準備（食の匠と連携し、小中学校

の親子や学校栄養士を対象とする計画） 

（二戸） 

○雑穀支援 

・雑穀新品種について各種問合せに対し、管内 4 業者を紹介。 

・県内食品業者への成分データの提供 

・9/25 「シリアルサミット 2016in かるまい」の開催支援。 

○低アミロース米支援 

・「きらほ」栽培技術向上支援 

 

 

（二戸） 

・昨年度に引き続き、㈱虎屋※で「ゆいこがね」を使用した「あわぜ

んぜい」を販売予定（H29.1～3）。高常商店（軽米町）と㈱虎屋へ

訪問し打合せ（11 月）。 

※参考：（株）虎屋の会社概要 

室町時代後期創業、和菓子製造販売の老舗。   

本社東京都。 

・低アミロース米の栽培技術向上に向けた継続的な技術支援 

○産直施設の販売額向上 地域農畜産物の魅力発信の場・地産地消の拠点としての産直施設

の運営改善、組織の活性化の取組を支援 

  

 

  

◎産直施設の年間販売額(百
万円) 
       H26    H27    H28 
計画  -   1,695  1,715 
実績 1,675   1,728 
 
       H29    H30 
計画 1,735  1,755 
実績 
 

①産地直売所相互による魅力向上・販売促進 

（広域） 

○ 運営改善実践支援 

推(久慈地方農業農村活性化協議会、二戸地方農林水産振興協会) 

・改善計画の進捗状況確認と継続的な改善指導 

・外部アドバイザーによる課題把握・指導（3 回） 

・運営改善モデル実証（久慈、二戸１産直） 

・運営改善成果発表会(1 月) 

 

 

 

 

 

（久慈） 

  ・産直で販売する農産物の生産履歴記帳の推進（重点 2 産直の

記帳割合向上指導、農薬適正使用のほ場巡回研修会開催 7月） 

  ・産直の運営改善支援（先進事例視察研修 6月、スキルア

ップ研修会 2月)               

①産地直売所相互による魅力向上・販売促進 

（広域） 

○ 運営改善実践支援 

・6/16～17、9/8～9：2回の産直運営改善指導会を開催。 

・外部アドバイザー（青木氏：㈲ベネット）を招聘し、久慈（５産

直、モデル産直１産直）、ニ戸（４産直、モデル産直１産直）の産

直組織の昨年からの改善状況を確認。今年度の取組計画、進捗状

況について個別相談を実施。 

・産直運営改善実証モデル産直の募集・選定 

産直まちなか（久慈市）が、野菜部会の設置、生産履歴記帳促進

の取組み開始、サラダボウルこずや（一戸町）が集客店舗づくり

として、商品陳列の改善、POP や掲示を活用した商品や店舗の PR

に取り組み開始。 

（久慈） 

・6/23 顧客確保のために誘客対策、消費者交流を行う紫波、盛岡

の２産直を視察研修。産直役員等 26 人が参加。参加者はイベント

を継続して実施する手法について高い関心。 

・7/14 農薬適正使用のほ場巡回研修会。5産直 23 人が参加。農薬

の適正使用・管理、点検手法について研修。 

・7/28 生産履歴記帳促進（ゆうきセンター）。 

・8/26 生産履歴記帳促進（産直まちなか）。 

 農薬の適正使用、生産履歴記帳について研修会を開催。産直ま

ちなかに簡易な生産履歴様式を提案、９月から使用。 

①産地直売所相互による魅力向上・販売促進 

（広域） 

○ 運営改善実践支援 

・各産直の運営改善状況について確認、モデル産直に対して継続指

導 

 

 

 

 

 

 

 

 

（久慈） 

・生産履歴記帳状況の確認と継続した支援。 

・スキルアップ研修会支援（２月） 

[台風 10 号被災関連] 

 産直花野果の被災に関して、災害復旧対策事業（国庫）の

活用支援を行うも事業要件を満たさないことから、県単事業

の活用を調整中。 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

  ○ 魅力向上に向けた商品づくりの充実化支援 

（久慈） 

  ・産直の顔となる加工品のブラッシュアップとＰＲ 

活動(消費者ニーズ把握のための交流会開催 10 

月) 

  ・冬季間の品揃え充実（冬野菜栽培指導 7月 2産直）  

○ 魅力向上に向けた商品づくりの充実化支援 

（久慈） 

・7/14 秋冬野菜講習会。5 産直 23 人が参加。15 品目の紹介と栽培

方法を指導。 

 

○ 魅力向上に向けた商品づくりの充実化支援 

（久慈） 

・10 月 産直の顔となる加工品の PR。共通 POP を作成し、国体客等

に向けた販促活動を実施。 

・11 月 消費者ニーズ把握のための交流会（洋野町種市） 

○観光農業の拡大 （二戸） 

地域の観光組織と連携した観光農業の取組拡大等による果樹のブ

ランド化を支援 

（広域振興事業：カシオペア果物振興プロジェクト事業） 

 ・果物の情報発信（カード･リーフレット・パンフレット・ポスタ

ー作成、タウン誌 PR） 

 ・果物のファン拡大（さくらんぼ・冬恋収穫体験交流会の支援） 

 ・こだわり販売店への販路拡大支援（東京・大阪・仙台） 

 

（二戸） 

○ブランド果物の品質向上・生産拡大 

 ・現地での活用に向けて、糖度計、蜜入りセンサー購入。 

・畑地かんがい水の活用、防霜対策に係る研修会の開催（二戸市

米沢地内 6/6、約 30 名）。 

○果物情報発信 

・ 6/1 広告代理店と委託契約を締結。 

・印刷物  

リーフレット：10/31 納品予定 

「冬恋」パンフレット：9/30 納品  

「はるか」「冬恋」紹介カード：9/30 納品 

「はるか」「冬恋」ポスター：8/31 納品 

○果物のファン拡大 

・5/18 二戸地方観光農業推進協議会と委託契約を締結 

さくらんぼ収穫体験  

6/30（木） 川徳友の会主催 27 名参加（うち２名社員） 

さくらんぼ収穫体験の実施と結果検討 

・7/3（日） 二戸市観光協会主催 20 名参加 

・7/5（火） ＩＧＲ主催 12 名参加（募集定員 15 名） 

・7/9（土） ＩＧＲ主催 6 名参加（ 〃 15 名） 

・7/10（日） ｻﾗﾀﾞﾎﾞｳﾙこずや主催９名参加（〃 10 名） 

・9/25（日）ブランド果物流通研修会開催 講師：㈱丸留 西口相

談役 （農振協事業） 

○こだわり販売店への販路拡大支援 

・8/31（水）～9/1（木）東京、大田市場関係者、紀ノ國屋、明治屋

等関係者と商談 

・9/24（土）仙台、藤崎と商談 

 

 

 

 

 

（二戸） 

○ブランド果物の品質向上・生産拡大 

・10 月下旬 二戸地方観光農業推進協議会へ貸与 

 

○果物情報発信 

・納品される印刷物の配付 

・10/28 発行の「アキュート」への冬恋収穫体験ツアー募集の記事

掲載 

・11/26 号、12/3 号の「仙台リビング」への冬恋ＰＲ記事掲載 

 

○果物のファン拡大 

・11/26（土）川徳友の会冬恋収穫体験開催 

11/27（日）IGR 冬恋収穫体験開催 

・12/3（土）仙台駅（ｉステーション）、TBC（東北放送）の生番組

内で生産者による冬恋ＰＲ、藤崎での販売、みのりカフェ（全農

経営）とのコラボレーションを支援。 

・12/4（日）県内冬恋キャラバン：川徳、イオンモール開催 

・12/8（木）東京、紀ノ國屋・渋谷西村総本店（知事訪問・激励）

での生産者による冬恋ＰＲを支援 

○こだわり販売店への販路拡大支援 

・11 月中旬 藤崎の現地（二戸）視察を支援 

・11/29（火）大田市場で冬恋試食会開催 

・11/30（水）大田市場で冬恋宣伝会開催 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(4) 農山村の活性化 
 
 

「日本型直接支払制度」を活用した地域ぐるみの共同活動を促進
し、農村景観や農地・農業用施設等の地域資源の保全、荒廃農地の
発生防止と農地の有効活用を進めるとともに、地域コミュニティ機
能の維持活性化を促進する。 

  

○日本型直接支払制度の 

促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎農地等保全活動協定面積(累

計・ha)  
       H26    H27    H28 

計画    -    4,050  4,250 

実績 3,748  4,091 

       H29    H30   

計画 4,350  4,500 

実績 

① 多面的機能支払国（活動組織） 

（継続地区） 

 ・保全活動・事務処理の指導 

（新規地区） 

・協定締結に向けた支援（4～6月） 

（認定申請書提出期限：6/30） 

・H29 取組拡大に向けた集落説明会等の開催 

 

（久慈） 24 協定（協定面積   778 ha） 

（二戸）109 協定（ 〃   3,071 ha） 

    計  133 協定（ 〃    3,849 ha） 

               〔※重複面積 789 ha 含み〕 

① 多面的機能支払 

（継続地区） 

 ・交付金交付事務  

（新規地区） 

・H28 協定締結（申請期限：6月末） 

（久慈） 27 協定（協定面積 818 ha）：+6 協定(+90.4ha) 

（二戸）105 協定（協定面積 3,042 ha）：+3 協定(+80.3ha) 

  計 132 協定（協定面積 3,860 ha） 

〔うち中山間と重複面積＝804 ha〕 

※ 新たに 9 協定（170.7ha）が締結し、目標を達成 

※ 普代村で初めて協定締結 

・7月 農村整備室主催の管内市町村担当者会議（7/22） 

・8 月 資源向上支払（長寿命化）に係る東北農政局検査（8/25 二

戸市で実施） 

① 多面的機能支払 

 

・保全活動・事務処理の指導 

 

 

・10～3 月 H29 取組拡大に向けた市町村主催の集落説明会等の支援 

・3月：完了確認検査 

② 中山間地域直接支払国（市町村） 

（継続地区） 

・取組継続に向けた農業者への指導、支援 

 

（久慈） 11 協定（協定面積     71 ha） 

（二戸） 93 協定（ 〃   1,174 ha）  

    計  104 協定（ 〃   1,245 ha） 

② 中山間地域直接支払 

（広域） 

・6～7月（推）推進交付金決定、実施状況確認 

・8/5 担当者会議開催（8/5） 

   → 集落戦略の作成メリットなど制度の見直しを説明 

・8月～ 希望市町村に順次、直払交付決定 

・9月 （直）協定締結 

② 中山間地域直接支払 

（広域） 

・10～3月 集落戦略策定の誘導 

・～12 月 振興局による市町村抽出検査（適正な交付金の執行確認）

の実施 

（久慈） 

・10/12  超急傾斜加算の市町村説明 

・10 月～ 台風 10 号被害における災害復旧計画の作成指導 

③ 環境保全型農業直接支払国（市町村） 

（継続地区） 

・取組継続に向けた農業者への指導、支援  

H27 実績二戸 5協定（ 協定面積 65 ha） 

③ 環境保全型農業直接支払 

（二戸） 

・6月 推進交付金交付決定（二戸市、軽米町） 

・10 月 本体交付金交付決定（二戸市、軽米町） 6 協定 協定面積

93ha 

③ 環境保全型農業直接支払 

（二戸） 

・10 月 （直支払）交付決定 

・10 月 （推・直支払）実施状況確認 

・1月  抽出検査 

・1月 （直支払）実施状況確認 

・3月 （推・直支払）完了確認 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○ 地域が主体となった 

  中山間地域の活性化 

 

① 中山間地域の活性化に向けた「いわて農業農村活性化地域ビジョ

ン」の策定（新） 

・支援チームによる地域ビジョンの策定支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・集落ぐるみで行う少量他品目生産や産直での販売など活性化に

取り組む集落の実践支援 

（対象集落、久慈１、二戸 1） 

（広域） 

・6 月：地域別に県庁との意見交換会を実施し、県内の取組状況等

を共有 

（久慈） 

・5/27 市町村も含めた支援チーム会議を開催。管内全市町村が地

域ビジョンを策定することを確認 

・6/27 付けで洋野町大沢集落が地域ビジョンを策定 

（二戸） 

・4～6月 市町村も含めた支援チーム会議等により、今年度は九戸村及び

一戸町が地域ビジョンを策定することを確認 

・6 月 九戸村瀬月内自治会、一戸町高屋敷町内会役員への説明会 

地域ビジョンの策定を支援 

・6/24 九戸村瀬月内自治会が地域ビジョンを策定 

（広域） 

・7～9月 いきいき暮らし活動支援事業の計画策定支援（洋野町大

沢集落、九戸村瀬月内自治会） 

  地域のまとまりをもって実現を図る意識がさらに加速化 

（久慈） 

・7～9月 いきいき暮らし活動支援事業（大沢集落）の 

      取組支援（10 月交付決定） 

・9/2 県立大との協同研究に係る打合せ（農業生産活動がもたらす

中山間地域への波及効果の検証） 

（二戸） 

・7～9月 いきいき暮らし活動支援事業（瀬月内自治会）の 

      取組支援 

・7月 計画承認、交付決定前着手 8 月 交付決定 

（久慈） 

・未策定市町村を対象に先進地研修･勉強会等による策定誘導。（中

山間ふるさと・水と土保全対策事業の活用） 

・10/12 支援チーム会議の開催（取組状況の共有、研修計画の説明

等） 

（二戸） 

・10～3月 特定非営利活動法人と連携した地域ビ 

     ジョンの策定を支援（一戸町高屋敷集落） 

・10～3月 支援チームによる他地域ビジョン策定支援 

 

 

（広域） 

・10～3月 いきいき暮らし活動支援事業（瀬月内 

     自治会）の取組支援 

 地域のアイディアを活かした集落ぐるみの取組を重点支援 

 10/16   瀬月内川流域収穫祭 

1/3     瀬月内新年交賀会 

2 月    先進地視察研修(産直施設の運営等） 

・11 月 中間確認（九戸村瀬月内自治会） 

・3月  完了確認 

 

○ 荒廃農地の発生防止と 

 農地の有効活用 

①地域の実情に応じた簡易な基盤整備（再掲） 

（久慈） 

・制度の周知及びニーズ把握 

・新規地区の掘起し 

・工事実施 

 

 

（二戸） 

・海老田地区：暗渠排水 5.1ha（二戸市）〔再掲〕 

・農地の借受・貸付希望者への制度説明、調整 

① 地域の実情に応じた簡易な基盤整備（再掲） 

（広域） 

・7月 市町村が毎年更新する事業管理計画（5か年間の実施計画）

の策定支援・ニーズ把握 

・8/9 県庁主催の市町村との制度意見交換会（二戸合庁） 

（久慈） 

 ・6 月 管内担当者会議で制度周知 

（二戸） 

 ・1.6ha の暗渠排水工事完了（H28 は大豆作付）〔再掲〕 

 ・1.4ha の工事発注支援〔再掲〕 

 ・農地中間管理事業を活用し集積された農地 1.7ha 

①地域の実情に応じた簡易な基盤整備（再掲） 

（久慈） 

・2 月 久慈地方農業振興大会でパネル展示等による事業制度 PR・

事例紹介 

 

 

（二戸） 

・10 月 工事契約予定〔再掲〕 

・残る 2.1ha の暗渠排水等、地域要望を踏まえた 

 事業計画の策定と工事発注支援〔再掲〕 

・11 月～ 機構集積協力金の調整（再掲） 

 

【洋野町大沢集落】 

 ・10/16   秋の収穫感謝まつり 

・10～3月 県立大との協同研究 

・1～2月  ウェルカムイルミネーション 

【九戸村瀬月内自治会】 

 ・8～9 月  共同花壇の整備等 

 ・8/15   夏祭り 

 ・8/16～18 戸田神明宮祭典への参加（瀬月内神楽伝承活動） 

 ・8 月～  加工施設整備 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

３－２農林水産業の経営体の育成
と産地形成 【林業】 

(1) 地域をけん引する林業経営体の

育成と適切な森林整備の促進 

○ 適切な森林整備の促進 

 
 

・搬出間伐面積（ha） 

  H26 H27 H28 H29 H30 

計画 ○25 191 ○26 201 ○27 211 ○28 220 ○29 230


実績 ○25 191 ○26 254 

１ 適切な森林整備の促進 

 補助事業(1)(2)(3)を活用した適切な森林整備を促進するとと

もに、県有林の森林整備(5)を実施する。 

 県民税事業(4)については、第 3期（H28～32）初年度として施
工地の確保に取り組む。 

  

(1) 森林整備事業（事後申請による補助事業）国 

（H28 予算要望事業量（H27 繰越予算含）） 

 造林 下刈 更新伐※1 

久慈 58 ha 135 ha 39 ha 

二戸 215 ha 614 ha 45 ha 

※1 更新伐：現在と違う樹種構成へ誘導する伐採方法 

※2：全県的に間伐は(2)事業で対応 

 

(1) 森林整備事業 

・９月末現在の申請状況 

区分 造林 下刈 更新伐 

久慈 30ha 80ha 6ha 

二戸  194ha  534ha  0ha 

   

【久慈】 

 ・管内業務打合せ会議による事業体指導（5/24） 

【二戸】 

 ・管内業務打合せ会議による事業体指導（5/11） 

 ・耐久性の高い森林作業道作設研修会（9/21） 

(1)森林整備事業 

[久慈・二戸共通] 

・事業主体から造林及び下刈作業の申請書受理後、しゅん工検査を

実施 

・ 申請書提出期限    [久慈]   [二戸] 

  春造林、下刈 →   9 月末   9 月末 

  秋造林     →  11 月末   12/9 

  更新伐等    →   1 月末   12/9 

[久慈] 

・耐久性の高い森林作業道作設研修会の開催（10/17） 

(2) 森林整備加速化・林業再生基金事業 

 （事業計画に基づく補助事業）国 

（H28） 

 搬出間伐※3 林内路網整備 

久慈 43ha 400 ｍ 

二戸 112 ha 3,200 ｍ 

※3 搬出間伐：木材利用を目的として土場等への集積を条件とした間
伐 

(2) 森林整備加速化・林業再生基金事業（Ｈ28） 

 

・９月末現在 

 

区分 

搬出間伐(ha) 林内路網整備(ｍ) 

交付決定 完了 交付決定 完了 

久慈 44.70 0 400  0 

二戸 112.00 0 3,200  0 
 

（2）森林整備加速化・林業再生基金事業（Ｈ28） 

 

 

[久慈] 

・進捗管理を実施（完了予定：5 件 H29.2 月末） 

[二戸] 

・進捗管理を実施（完了予定：5 件 H29.2 月末） 

(3) 森林整備加速化・林業再生交付金事業 

 （事業計画に基づく補助事業）国 

（H27 繰越） 

 搬出間伐 森林作業道 

久慈 26 ha 1,800 ｍ 

二戸 139 ha 6,334 ｍ 
 

(3) 森林整備加速化・林業再生交付金事業（Ｈ27 繰） 

 

・９月末現在 

区分 

 

搬出間伐(ha) 森林作業道(ｍ) 

交付決定 完了 交付決定 完了 

久慈 23.35  0 1,800  0 

二戸 139.00 0 6,334  0 
 

（3）森林整備加速化・林業再生交付金事業 

                （Ｈ27 繰越） 

 

[久慈] 

・進捗管理を実施（完了：2 件 7 月末） 

         （完了予定：1 件 11 月末） 

 [二戸] 

・進捗管理を実施（完了予定：2 件 12/20） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) いわて環境の森整備事業による強度間伐の推進（評価委員会採

択後に事業実施） 

  （H27 繰越） 

 強度間伐※4 

久慈 13 ha 

 

  （H28）目標面積 

 強度間伐※4 

久慈 198 ha 

二戸 105 ha 

※4 公益上重要で、緊急に整備する必要のある森林について、森林所
有者と皆伐制限等の協定を締結した上で行う混交林誘導伐 

(4) いわて環境の森整備事業 

（H27 繰越） 

区分 交付決定 完  了 

久慈 1 件 13.49ha 1 件  13.49ha 

         ※完了：4/25（完了確認：5/19） 

 

（H28） 

・９月末現在 

区分 確保面積 交付決定 

久慈 4 件 32.72ha 2 件  11.76ha 

二戸 11 件 51.22ha 0 件  0.00ha 
 

（4）いわて環境の森整備事業 

 

 

（H28） 

[久慈]10 月～9 月 

・施工地確保のため、候補地の情報を補助事業体に提供するほか、

事業体自らが施工地を確保するよう指導。（随時） 

・各事業体との打合せを 10 月 17 日に実施する予定。 

 

[二戸]10 月～3 月 

・施行地確保に向けた事業地の掘り起こしを事業体に指導。（随時） 

・進捗管理を実施。（随時） 

(5) 県有林の適正な管理 

ア 県有林の森林整備（県事業）国 

（H27 繰越） 

 搬出間伐 

久慈 116 ha 

二戸 19 ha 

 

（H28） 

 切捨間伐 

久慈 67 ha 

二戸 23 ha 

・4～7 月：間伐功程調査 

・7～9 月：間伐事業発注 

・8～3 月：間伐事業実施 

 

 

イ 県有林の立木処分 

[久慈] 山口事業区ほか 8 箇所 

[二戸] 奥中山事業区ほか 2 箇所 

(5) 県有林の適正な管理 

ア 県有林の森林整備（県事業） 

（H27 繰越） 

区分 契約済 完成 

久慈 116ha 116ha 

二戸 19 ha  8ha 

（H28） 

区分 契約済 完成 

久慈 67ha 0ha 

二戸  23ha 0ha 

[久慈] 

 ・4～6 月：間伐功程調査実施 

 ・9 月：間伐事業委託契約締結 7 件 

[二戸] 

・4～6 月：間伐功程調査実施 

 ・7 月：間伐事業発注 

イ 県有林の立木処分 

[久慈] 

・3 箇所公売落札（中山、長途、玉川） 

・1 箇所所有者買取（荒沢） 

[二戸] 

・所有者買取処分（奥中山） 

・立木調査発注（奥中山その２） 

(5) 県有林の適正な管理 

ア 県有林の森林整備（県事業） 

(H27 繰越)                                                                                                                                                                                                                                                                                           

[二戸] 

・搬出間伐の実施（11 月完了予定） 

 

 

(H28) 

[久慈] 

・切捨間伐（67ha）：10～1 月事業実施及び完成 

[二戸]  

・切捨間伐（23ha）：7～10 月事業実施 

 

 

 

 

 

イ 県有林の立木処分 

[久慈] 

・10～3 月：1 箇所処分予定（所有者買取） 

 

[二戸] 

・10 月：立木調査発注予定（黒沢） 

・12～3 月：所有者買取処分予定（奥中山その２） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 (6) コンテナ苗木による低密度植栽の普及啓発地 

[二戸]モデル林造成：1 箇所 0.5ha 

・10 月：モデル林造成、研修会開催 

・12 月：事後調査  

(6) コンテナ苗木による低密度植栽の普及啓発 

[二戸] 

(ｱ)モデル林造成及び研修会開催 

・植栽（研修）場所の確認（6/16） 

・研修会開催に向けた調整・準備 

(6) コンテナ苗木による低密度植栽の普及啓発 

[二戸] 

(ｱ)モデル林造成及び研修会開催 

・研修会の開催（10/19） 

(ｲ)育林過程調査 

・育林過程調査の実施（12 月上旬） 

(7) 県民参加による森林づくりの推進（町、県緑推） 

 県民参加による多様な森林づくりを推進するため「いわての

森林の感謝祭※5」を開催。 

・5 月 14 日：イベント開催（洋野町種市） 

※5 県植樹祭（S31～H18）が H19 から植樹に限らない多様な森林づ

くりのイベントに衣替え。 

知事出席予定。 

(7) 県民参加による森林づくりの推進 

[久慈] 

 「いわての森林の感謝祭」開催 

 ・5 月 14 日 洋野町種市地内で実施 

 ・参加者 472 名 

 ・内容：式典、植樹 1600 本、萌芽せん定実施 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○ 地域をけん引する林業経営体
の育成 

２ 地域をけん引する林業経営体の育成 

 森林経営実践力アップ事業※6 への積極的な参加を通じた指導を行

うとともに、地域森林経営プラン※7 の達成に向けた事業の個別指導

を実施。 

（地域けん引型林業経営体 H28 事業計画） 

 造林 間伐 皆伐（更新伐含） 

久慈 43ha 49ha 149ha 

 

久慈地方森林組合 23ha 4ha 24ha 

野田造林 10ha 10ha 0ha 

丸大県北農林 10ha 35ha 5ha 

谷地林業 0ha 0ha 120ha 

二戸 180ha 223ha 45ha 

 
二戸地方森林組合 110ha 67ha 15ha 

浄安森林組合 70ha 156ha 30ha 

※6 森林経営実践力アップ事業：地域けん引型林業経営体の能力向上
を図るため、現場指導者の養成研修、現地検討会及び個別指導を
行う。（本庁事業） 

※7 地域森林経営プラン：林業経営体が、地域を取りまとめて、その
地域を経営単位とした森林経営を実現するために策定するもの。 

２ 地域をけん引する林業経営体の育成 

 

 

 

「地域けん引型林業経営体」：事業実施状況（９月末） 

区 分 造林 間伐 皆伐（更新伐含） 

久慈 29ha 0ha 0ha 

 

久慈地方森林組合 11ha 0ha 0ha 

野田造林 9ha 0ha 0ha 

丸大県北農林 9ha 0ha 0ha 

谷地林業 0ha 0ha 0ha 

二戸 159ha 0ha 0ha 

 
二戸地方森林組合 111ha 0ha 0ha 

浄安森林組合 48ha 0ha 0ha 

※野田造林の造林実績は、丸大県北農林と共同で実施。 

※間伐については、現在、加速化事業等により実施中。 

※更新伐については、冬期に実施予定。 

 

[久慈] 

 地域けん引型林業経営体との打合せ 

 ・久慈地方森林組合 5/24､6/30 

 ・野田造林     6/28､6/30､9/15 

 ・丸大県北農林   6/24､6/30､9/15 

 ・谷地林業     7/21 

[二戸] 

 地域けん引型林業経営体との打合せ 

 ・二戸地方森林組合 5/11､7/14 

 ・浄安森林組合   5/11､7/15､9/6 

 ・柴田産業㈱ 5/31､7/12､8/10､8/19､8/26､9/2 

 ・本宮木材㈱ 6/13、6/21､8/18､8/31 

２ 地域をけん引する林業経営体の育成 

 

 

 

[久慈・二戸共通] 

・補助事業等を活用した森林整備を随時指導。 

・間伐の繰越事業は、期限内完了を指導。 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(2) 木材のカスケード利用に対
応できる生産体制づくり 

◎木材生産額（推計）（百万円） 

 H26  H27  H28  H29  H30 

計画○25 2464○26 2521○27 2578○28 2647○29 2715 

実績○25 2464 未確定 

 

 

 

 

 

 

・県産材供給量（千㎥） 

   H26 H27 H28 H29 H30 

計画 ○25 216 ○26 221 ○27 226 ○28 232 ○29 238 


実績 ○25 216  未確定 

林業・木材産業における新規就業者確保の促進に向けた体験講座

等を開催するとともに、生産力向上に向けた施設整備を支援する。 

 また、多様な木材需要に対応する供給体制整備に向けた関係者の
連携強化を促進する。 

  

(1) 林業・木材産業における新規就業者確保に向けた取組支援地 

[久慈]体験型林業・木材講座 2 回 

求人・受入ノウハウセミナー2 回 

・6,9 月：体験型林業・木材講座 

・7,10 月：求人・受入ノウハウセミナー 

 

(1) 林業・木材産業における新規就業者確保に向けた取組支援 

[久慈] 

・久慈地方木材青壮年協議会が開催する久慈地方林業・木材産業事

業体新入社員集合研修の講師を実施（4/20） 

・久慈地方木材青壮年協議会が開催した新卒人材採用研修会への出

席（6/13） 

・体験型林業・木材講座開催：全 4 回すべて開催 

（6/21､6/27､6/30､7/1） 

・第 1 回林業・木材産業課題検討会において、今後の方向性等を検

討。（7/15） 

(1) 林業・木材産業における新規就業者確保に向けた取組支援 

[久慈] 

・第 2 回検討会の開催（11 月上旬予定） 

・新規就業者確保を目指す事業体のスキルアップを目指すため、セ

ミナーを開催（12 月中旬予定） 

(2) 素材生産事業体の生産力向上に向けた支援 

 （補助事業による高性能林業機械導入支援）国 

 件数 台数 

久慈 3 件 6 台 

二戸 1 件 2 台 

[久慈] 

(ｱ) (有)丸與木材（フェラバンチャ等）審査中 

(ｲ) 大上 NORIN（フェラバンチャ等）審査中 

(ｳ) (有)丸大県北農林（ハーベスタ等）審査中 

 

 

 

 

 

[二戸] 

(ｱ) 浄安森林組合（フェラバンチャ等） 

(2) 素材生産事業体の生産力向上に向けた支援 

・6 月末現在 

 

 

交付決定 完了 

件数 台数 件数 台数 

久慈 1 件 2 台 0 件  0 件 

二戸 1 件 2 台 0 件 0 台 

[久慈] 

(ｱ) (有)丸與木材（ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬ・林内作業車）： 

                6/7 交付決定 

(ｲ) 大上 NORIN（ﾌｪﾗﾊﾞﾝﾁｬ等）：7/9 事業要望取下げ  

(ｳ) (有)丸大県北農林（ﾊｰﾍﾞｽﾀ等）：計画審査中 

(ｴ)【新規要望】野田村森林組合（ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙｿｰ）： 

                  計画作成中 

 

[二戸] 

(ｱ) 浄安森林組合（ﾌｪﾗｰﾊﾞﾝﾁｬｰ･ｸﾞﾗｯﾌﾟﾙ付ﾄﾗｯｸ）： 

        5/24 交付決定、6/28 変更交付決定 

(2) 素材生産事業体の生産力向上に向けた支援 

 

 

 

 

 

[久慈] 

・進捗管理により完了期限の遵守を指導。 

(ｱ) (有)丸與木材（H29.2 月末完了予定） 

(ｲ)  大上 NORIN（7/9 事業要望取下げ） 

(ｳ) (有)丸大県北農林 計画承認申請（11 月予定） 

(ｴ) 野田村森林組合 計画承認申請（11 月予定） 

 

 

[二戸] 

・進捗管理により完了期限の遵守を指導。 

(ｱ) 浄安森林組合（Ｈ29.2 月末完了予定) 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 (3) 木材産業の生産力向上に向けた支援 

 （補助事業による木材加工施設導入支援）国 

 件数 

久慈 1 件 

[久慈] 

・新北菱林産(株)（チッパー）審査中 

 

(3) 木材産業の生産力向上に向けた支援 

 

 

 

[久慈] 

・新北菱林産(株)（チッパー）：7/26 計画承認（中小企 

業診断士による経営診断を実施中） 

(3) 木材産業の生産力向上に向けた支援 

 

 

 

[久慈] 

・新北菱林産(株)  経営診断後、補助金事務手続きを実施予定。（10

月中旬） 

(4) 多様な木材需要に対応する供給体制づくり 

[久慈]  

・林業・木材産業課題検討会による木材需要等に関 

する意見交換 3 回 

 

[二戸] 

・ 岩手県北部地域木質バイオマス需給協議会（全県供給団体、以

下「北部協議会」）及び二戸地域木材安定供給協議会（二戸地域供

給団体、以下「地域協議会」）の連携強化に向けた意見交換(随時) 

(4) 多様な木材需要に対応する供給体制づくり 

[久慈] 

・第 1 回検討会開催(7/15)  

 

 

[二戸] 

・地域協議会 役員会の開催(6/9) 

・北部協議会、地域協議会及び発電事業者による需給調整会議の開

催（8/8） 

 

(4) 多様な木材需要に対応する供給体制づくり 

[久慈] 

・第 2 回検討会の開催（11 月上旬予定） 

 

 

 [二戸] 

・バイオマス証明方法の確認及び研修会（10 月中旬予定） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(3) 特用林産物の生産及び流
通・販売体制の強化 

 
 

 
○ 木炭 

 
 

○ 乾しいたけ 
 

◎主要特用林産物生産額（推
計）（百万円） 

   H26 H27 H28 H29 H30 
計画 698 810 849 889 930 

実績 698 未確定 

・乾しいたけ生産量（ｔ） 
H24○23   H25○24  H26○25  

計画 65      68     71 

実績 74      66 

・乾しいたけ生産量（ｔ） 
H24○23   H25○24  H26○25  

計画 65      68     71 

実績 74      66 

１ 木炭地 

 北いわて木炭産業振興協議会（生産者）と日本一の炭の里づく

り構想推進協議会（市町村）が連携し、経営意欲と生産力の向上

を図るための生産振興大会等開催を支援する。 

[久慈] 

・北いわて木炭生産振興大会の開催支援 

・木炭生産向上勉強会の開催支援 4 回 

6～2 月：木炭生産向上勉強会 

11 月：北いわて木炭生産振興大会 

10 月：木炭まつり開催 

 

１ 木炭 

 

 

 

[久慈] 

・北いわて木炭産業振興協議会役員会開催： 

      地理的表示制度（GI）打合せ（5/17） 

・北いわて木炭産業振興協議会総会開催（5/23） 

・久慈市産業祭幹事会(7/4)  

・久慈市産業祭実行委員会（7/25） 

・6 月 木炭まつり、振興大会開催日程決定 

 木炭まつり 10/22～23(市産業祭併催） 

  振興大会等 11/19（※局長出席要請） 

１ 木炭 

 

 

 

[久慈] 

・久慈市産業祭幹事会(10/5)予定予定。 

・木炭まつり及び振興大会を開催準備。（北いわて木炭産業振興協議

会と連携） 

・地域経営推進費補助金交付決定手続。（10 月中旬） 

 

２ 乾しいたけ地 

 生産者の所得向上に向けた有利販売を促進するため、出荷団体

が行う直接販売の取組を支援する。 

 また、安全な乾しいたけ生産体制を維持するため、放射性物質

に対する安全性を確認する。 

[久慈] 

・首都圏における販売促進活動 1 回 

・県内における販売促進活動 1 回 

6 月：久慈地方乾しいたけ品評会開催 

7 月：県内における販売促進活動 

7 月：首都圏における販売促進活動 

 

 

[共通] 

乾しいたけ・原木の放射性物質全戸検査 

 

２ 乾しいたけ 

 

[久慈]  

・久慈地区乾しいたけ品評会褒賞授与式（6/3） 

・県乾しいたけ品評会褒賞授与式（6/13） 

・全国乾椎茸品評会審査会（6/23､24） 

 ※管内から林野庁長官賞 1 点（高屋敷喜朗） 

・台湾チャーター便への販売促進活動（花巻空港 6/26） 

・全国乾椎茸品評会褒賞授与式（7/12） 

・首都圏（いわて銀河プラザ）における販売促進活動（7/21～22） 

 

 

 [共通] 

・９月末現在 放射性物質濃度検査実施状況 

 
乾しいたけ 原木 

件数 内基準超過  件数 内基準超過 

久慈 140 件 0 件 1 件 0 件 

二戸 8 件 0 件 2 件 0 件 
 

２ 乾しいたけ 

 

[久慈]  

・10/25～27 盛岡市（らら・いわて）における販売促進活動 

・地域経営推進費補助金交付決定手続(10 月中旬) 

 

 

 

 

 

 

 

[久慈・二戸共通] 

・検査実施依頼があった場合、随時対応。 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

○ 生漆 
 

・生漆生産量（kg） 

     H26 H27 H28 H29 H30 

計画 645 1000 1100 1200 1300 


実績 645 820 

３ 生漆地 

 漆資源を維持・確保するため、適切な保育作業の普及啓発、優

良ウルシ苗木等の増産技術の整備を進める。また、浄法寺漆や浄

法寺漆器について理解を深めてもらうためのＰＲ活動を行う。 

[二戸]   

（1）漆保育管理研修会(11 月) 

（2）漆生産組合 PR チラシ作成(4 月) 

（3）萌芽更新マニュアルの作成(6～3 月) 

（4）浄法寺漆器の貸出 PR（4～3月） 

（5）漆原木林資源調査（11～12 月） 

３ 生漆 

 

[二戸] 

（1）漆保育管理研修会 

 ・二戸市及び岩手県浄法寺漆生産組合との打合せ 

                    （1 回） 

（2）漆生産組合 PR チラシ作成 

 ・漆林所有者 510 名へ配布(7/21) 

（3）萌芽更新マニュアルの作成 

 ・岩手県浄法寺漆生産組合との打合せ及びデータ 

 収集作業実施（9 月下旬） 

（4）浄法寺漆器の貸出 PR 

 ・二戸市  そばえ庵（4/18～7/1） 

 ・大船渡市 大船渡合庁(5/18～6/20) 

 ・釜石市  釜石合庁（6/20～7/1） 

（5）漆原木林資源調査 

 ・追加事業（2 次採択）として採択（7/21） 

３ 生漆 

 

［二戸］ 

（1）漆保育管理研修会(11 月上旬) 

 ・開催に向けた打合せを実施予定 

（2）漆生産組合 PR チラシ作成 

・完了 

（3）萌芽更新マニュアルの作成 

 ・講師等との打合せ等 

（4）浄法寺漆器の貸出 PR 

 ・漆器の貸出し 

   10 月 いわて・いいもの市花巻 

    11 月 盛岡市付属小学校 

 ・普及啓発活動 

   11 月 5～6 日 県産材フェア（八戸市） 

（5）漆原木林資源調査 

 ・委託契約の締結(10 月下旬) 

 ・調査、取りまとめの実施(11～12 月) 
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項目 今年度の取組内容 第２四半期までの取組内容 今後の取組内容（第３四半期） 

３―３農林水産業の経営体の育
成と産地形成【水産業】 
(1) 生産基盤等の復旧と整備 
 
 

 

◎県管理漁港の耐震・耐津波強化

率（％） 

    H26  H27  H28  H29  H30 

計画    -      0     9   27    64 

実績    -     0 

ア 海岸施設等の東日本大震災からの復旧国 

 ①久喜漁港海岸災害復旧工事の年度内完成 

ア 海岸施設等の東日本大震災からの復旧 

① 久喜海岸災害復旧工事を進捗管理表により工事管理を実施

（９月末現在の工事進捗率 80％）。 

ア 海岸施設等の東日本大震災からの復旧 

①年度内完成に向け着実な工事監理の実施。 

 

イ 水産基盤整備方針に基づいた計画的な漁港、増殖場整備国 

①太田名部漁港（新規）：工事発注及び工程管理 

②久慈地区水産環境増殖場（継続：久喜東、川尻、新規：夏井

地区）：工事発注及び工程管理 

イ 水産基盤整備方針に基づいた計画的な漁港、増殖場整備 

 

①太田名部漁港：実施設計を作成中。 

②久慈地区水産環境（久喜東）：工事発注と工事監理を実施（９

月末現在の工事進捗率 60％）。 

イ 水産基盤整備方針に基づいた計画的な漁港、増殖場整備 

①太田名部漁港：工事発注と工事監理の実施。 

②久慈地区水産環境増殖場 

・久喜東増殖場：年度内完成に向けた工事監理の実施。 

・久慈地区水産環境増殖場(川尻)：年度内完成に向けた工事

発注及び工程管理の実施。 

ウ 暴風雨・波浪・台風被害からの復旧国 

①Ｈ28 年 1 月に被災した太田名部漁港の復旧 

 

②Ｈ28 年８月に被災したさけふ化場の復旧 

③Ｈ28 年８月に被災した漁協共同利用施設の復旧 

ウ 暴風雨・波浪・台風被害からの復旧 

①太田名部漁港災害復旧工事を発注し、工事管理を実施 

（９月末現在の工事進捗率 18％）。 

②さけふ化場の被災状況を把握し、復旧事業の指導 

③漁協共同利用施設の被災状況を把握 

ウ 暴風雨・波浪・台風被害からの復旧 

①太田名部漁港：年度内完成に向けた工事監理の実施。 

 

②さけふ化場：復旧事業に係る計画書等の作成指導。 

③漁協共同利用施設：復旧事業に係る計画書等の作成指導 

(2) 担い手の確保と育成 ア 地域再生営漁活動支援事業の実施 

 ①地域再生営漁計画に基づく補助事業の実施 

ア 地域再生営漁活動支援事業の実施 

①３漁協（小子内浜漁協、久慈市漁協、普代村漁協）の補助事

業の進捗管理を実施。 

ア 地域再生営漁活動支援事業の実施 

 ① 補助事業の年度内完成に向けた進捗管理の実施。 

イ 漁業担い手対策協議会の設置及び実行支援 

 ①洋野町、久慈市及び野田村での設置支援 

 ②普代村の協議会の実行支援 

イ 漁業担い手対策協議会の設置及び実行支援 

 ①野田村：支援制度の創設を支援 

 ②普代村：協議会総会及び漁業就業者育成事業審査会に出席し

助言。 

※漁業就業者育成事業で新規漁業者５名への助成決定 

イ 漁業担い手対策協議会の設置及び実行支援 

 ①洋野町、久慈市及び野田村の協議会設置に向けた誘導。 

 ②普代村の漁業就業者育成事業実施の支援。 

ウ 中高生等対象の担い手育成（北の海人養成塾）推 

 ①中高生を対象とした漁業体験の実施による漁業就業意識の

醸成 

ウ 中高生等対象の担い手育成（北の海人養成塾） 

①ホヤ養殖作業体験(6/28)：昨年度採苗したホヤ種苗の付着状

況を確認（3年生 8名）。 

②漁業就業者支援フェア(6/18)：参加を支援（3年生 2名）。 

ウ 中高生等対象の担い手育成（北の海人養成塾） 

①関係機関と連携し、ホタテ養殖等の漁業体験の実施。 

②漁業体験の一部中止、地域経営推進費の減額補正。 

(3) 生産物生産体制の強化 
 
 
 

ア 秋サケ漁獲量の回復国 

①平成 28年春放流群の健苗育成の徹底 

 ・飼育密度の遵守の指導 

②平成 29年春放流稚魚の確保及び健苗育成の徹底 

・関係者間の調整による種卵確保体制の整備。 

・管内ふ化場の生産目標を達成するための種卵移出入調整の

実施 

 

ア 秋サケ漁獲量の回復 

①Ｈ28 年春放流群：一部ふ化場を除き、放流計画数を達成（最

終放流は洋野町有家川 5/16）。 

②Ｈ29 年春放流群： 

・普代川ふ化場と明戸川ふ化場の共同生産体制について、関

係者との調整を実施。 

・普代川ふ化場の稚魚生産方法の見直しを指導。 

  ・早期に海産親魚を確保し採卵作業を実施するよう指導。   

ア 秋サケ漁獲量の回復 

 

 

②Ｈ29 年春放流稚魚の確保及び健苗育成の徹底 

・壊滅的な被害を受けた下安家ふ化場への支援体制の検討。 

・確実な種卵確保に向けた海産親魚使用の指導及び種卵調整

の実施。 

・普代川ふ化場と明戸川ふ化場の共同生産体制の維持に向け

た関係者間の合意形成。 

・各ふ化場の池別生産計画の実行支援（特に普代川ふ化場の

指導）。 

◎新規漁業就業者数（人） 

H26  H27  H28  H2 9  

H30 

計画  4     4     4      6    

8 

実績  4  14   
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項目 今年度の取組内容 第２四半期までの取組内容 今後の取組内容（第３四半期） 

イ アワビ・ウニ資源の有効利用  

①アワビ資源の有効利用国 

(ｱ) 種苗放流支援の継続及び放流方法の指導 

・ 栽培漁業推進事業の実行支援 

・ 放流方法の指導 

 

 

(ｲ) 夏季採捕試験等に係る技術指導 

  ・ 夏季採捕試験の技術指導 

※ アワビの漁期は産卵期の終わった 11～12 月であるが、冬季の潜

水漁は厳しい労働環境であるため、産卵期前の夏季に漁獲した場合

の影響を調査 

 (ｳ) 資源量調査の支援 

  ・ 混獲率調査等の支援 

 ※ 混獲率：漁獲されたアワビのうち、放流アワビの割合。 

②ウニ資源の有効活用 

 

イ アワビ・ウニ資源の有効利用 

①アワビ資源の有効活用 

(ｱ) 種苗放流支援の継続及び放流方法の指導 

・ 栽培漁業推進事業の交付決定手続き済み（戸類家、野

田村、普代村）。 

・ 漁協のアワビ種苗放流に立会い、放流方法等を指導（戸

類家、野田村、普代村、久慈市）。 

  (ｲ) アワビ夏季採捕試験等に係る技術指導 

・ 久慈市漁協（小袖漁業生産部(7/13)大尻漁業生産部

(7/14)）、小子内浜漁協(8/5)の混獲率及び漁獲個体デー

タ収集を支援。 

  (ｳ) 資源量調査の支援 

・ 玉川浜漁協（研究会）のアワビ資源量調査について、

調査方法等を指導。 

 

②ウニ資源有効活用 

 Ｈ26 年度より岩手大学と宿戸漁業研究会が共同で実施して

いる沖ウニ活用試験終了。 

イ アワビ・ウニ資源の有効利用 

①アワビ 

(ｱ) 種苗放流支援の継続及び放流方法の指導 

・ 栽培漁業推進事業の年度内完了に向けた進捗管理の実

施。 

・ 管内漁協の種苗放流の立会、放流方法等の指導。 

  

  (ｲ) アワビ夏季採捕試験等に係る技術指導 

   ・ 夏季採捕試験結果の分析及び評価。 

 

 

(ｳ) 資源量調査の支援 

・ 玉川浜漁協（研究会）の資源量調査の指導。 

・ 管内漁協が実施する混獲率調査の指導。 

ウ 養殖生産量の維持・増大 

①ホタテガイの天然採苗の技術指導 

 

 

②ワカメ・コンブ養殖の安定化に係る技術指導 

・ワカメ：生育状況調査の実施 

・コンブ：普代村漁協における黒斑点対策の実施 

 

ウ 養殖生産量の維持・増大 

①ホタテガイの天然採苗の技術指導（野田村漁協） 

・ラーバ調査（７回）、付着稚貝調査（３回）を実施。 

・必要量の種苗が確保された。 

②ワカメ・コンブ養殖の安定化に係る技術指導 

・ワカメの生育実態調査（野田、普代）及び原藻の pH 測定

（野田）を支援。 

・野田村漁協漁業者に対し、ワカメ種苗の更新の必要性につ

いて指導。 

・普代村漁協の養殖漁場別コンブ黒斑点発生状況調査(５～

６月)を実施。 

・管内２漁場における天然コンブにおける黒斑点発生状況調

査を実施。 

ウ 養殖生産量の維持・増大 

①ホタテガイの天然採苗の技術指導 

・二次分散の指導。 

・養殖ホタテの生育状況の確認。 

②ワカメ・コンブ養殖の安定化に係る技術指導 

・ワカメ：養殖管理技術の指導。 

・コンブ：黒斑点のあるコンブの利用方法の検討及び養殖管

理技術の指導。 

エ 新たな養殖種の導入 

①マガキシングルシード養殖試験推 

 ※ 通常のカキ養殖では、ホタテの殻に 20～30 個のカキ種苗が付いた状

態で飼育するが、シングルシード養殖では、殻を使わず、１個１個ば

らばらの状態で飼育する。 

 

エ 新たな養殖種の導入 

①マガキシングルシード養殖試験 

・４地区で実施している養殖試験を支援。 

・野田村魚市場や朝市等での試験販売を支援。 

※野田村魚市場の販売実績：2,858kg、1,208 千円 

※二子朝市での販売実績：180 個、36 千円 

エ 新たな養殖種の導入 

①マガキシングルシード養殖試験 

・成長及び歩留まり等について継続調査を実施。 

 

 

 

◎養殖生産額（百万円） 

H26  H27  H28  H29  H30 

計画 339   401   463  525  586 

実績 339  518 

 

◎サケ稚魚放流数（百万尾） 

H26 H27 H28 H29 H30 

計画  96 102  102   102  102 

実績   96 102 

 

◎アワビ種苗放流数（万個） 

H26  H27  H28  H29  H30 

計画  30    131   150  150   150 

実績  30  131 

 

◎ウニ種苗放流数（万個） 

H26  H27  H28  H29  H30 

計画  319  250 250  250   250 

実績  319  267 
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項目 今年度の取組内容 第２四半期までの取組内容 今後の取組内容（第３四半期） 

 ②ホヤ養殖試験 

 

 

 ②ホヤ養殖試験 

  ・久慈市漁協大尻漁業研究会の養殖試験を支援。 

  ・野田村漁協漁友会の販売試験を支援。 

  ※販売実績：930kg、483 千円 

 

②ホヤ養殖試験 

 ・養殖試験を継続して支援。 

 ・野田湾におけるホヤ養殖の生産性及び経済性の検討。 

オ 県北地域の内水面漁業の振興推（５内水面漁協） 

①カワウ等被害防止対策の指導 

 ※ カワウは魚食性が強くかつ大食漢であるため、内水面水産資源の減

少を招いていることから全国的に問題となっている。 

 

 

オ 県北地域の内水面漁業の振興 

①カワウ等被害防止対策の指導 

・５内水面漁協と委託契約を締結。契約に基づく情報収集、

防除対策、広報活動を実施。 

・馬淵川の青森県境付近におけるカワウコロニー情報交換会

に参加（4/20、9/6）。 

・内水面漁連主催被害防止対策講習会参加（6/2）。 

オ 県北地域の内水面漁業の振興 

①カワウ等被害防止対策の指導 

・委託事業の進捗管理、広域的な被害防止対策の検討。 

・「県北広域カワウ被害防止体制構築連絡会」の開催調整

（H29.1 月予定）。 

・委託事業の一部中止及び地域経営推進費の減額補正。 

(4) 安全・安心な水産物の供給、
販路開拓と付加価格の向上 

 
 

ア 高度衛生品質管理地域の認定   

①定置網漁船及び水産加工場の IFrHACCP の導入支援 

  （久慈市、野田村及び普代村） 

  

②カイゼン手法の導入支援（定置網漁船及び水産加工場）広（沿

岸局予算） 

 

※IFrHACCP：漁獲から加工・流通までの全ての段階で、HACCP の考えを導入

し、食品事故の発生を抑制する岩手県独自の取組。 

ア 高度衛生品質管理地域の認定   

①定置網漁船及び水産加工場の IFrHACCP の導入支援 

・定置網漁船の IFrHACCP 導入について現地説明を実施し、

久慈市漁協及び普代村漁協で試験導入を決定。 

②カイゼン手法の導入支援 

・定置網漁船：久慈市漁協及び普代村漁協にカイゼン導入を

説明し、両漁協とも実施を決定。 

・水産加工業者：９月まで八戸缶詰㈱及び久慈市冷凍水産加

工協の２社を支援。10 月以降のカイゼン導入先として、

宏八屋店及び長根商店を選定。 

ア 高度衛生品質管理地域の認定 

①定置網漁船及び水産加工場の IFrHACCP の導入支援 

・取組みを行った定置網の効果検証。 

 

②カイゼン手法の導入支援 

  ・２漁協の定置網漁船で高崎経済大久宗教授による乗船調査

の実施（10～11 月） 

・八戸缶詰及び久慈市冷凍水産加工協の結果取りまとめ。 

・宏八屋におけるカイゼン手法の導入指導。 

※長根商店はキノコの加工品のため、対応なし。 

イ 付加価値向上推（PR協議会） 

①量販店との連携  

（サンフレッシュ都南、イトーヨーカドー、イオン等） 

 

 

 

 

 

②商品開発及びパッケージの改良等 

 

 

 

 

 

 

イ 付加価値向上 

①量販店との連携 

(ｱ)久慈地区「海の幸」ＰＲ協議会（以下、「ＰＲ協議会」と

いう。）へ補助金交付決定済み。 

・ＰＲ協議会による販促活動実施状況 

サンフレッシュ都南(6/18～19) 

イトーヨーカドー大宮宮原店(7/16～18) 

(ｲ)首都圏ﾊﾞｲﾔｰ現地商談会へ久慈市漁協、普代村漁協が参加

（7/12）。  

②商品開発及びパッケージの改良等 

・ＰＲ協議会の実施要領の作成を支援。 

 

 

 

 

イ 付加価値向上 

①量販店との連携 

 (ｱ) 今後のＰＲ協議会販促活動予定 

・イトーヨーカドー大宮宮原店(10/1～2)。 

  ・盛岡市場まつり(10/16) 

 

 

 

②商品開発及びパッケージの改良等 

・ＰＲ協議会による事業者選定、補助契約、事業進捗管理等

を支援。 

・応募者の減少から、地域経営推進費の減額補正。 

 

 

 

◎直接販売取組件数(累計) 

  H26 H27 H28 H29 H30 

計画    4     5    6     7     8 

実績    4     4 

※ H27 年度以降は拡充した件数も計

数 

 

 

◎新商品開発件数（累計） 

H26 H27 H28 H29 H30 

計画   14    17    19    21   238 

実績   14    16 

 



平 成 28 年 度 振 興 施 策 進 捗 状 況 （ 第 ２ 四 半 期 ） 
平成 28 年 9 月 30 日 

39 

 

項目 今年度の取組内容 第２四半期までの取組内容 今後の取組内容（第３四半期） 

③漁協女性部活動支援 ③漁協女性部活動支援 

・種市漁協川尻生産部女性部が販促ツールとして天然海藻の

標本作成を準備(5月 2回)。 

・久慈市漁協大尻生産部女性部のいわて国体久慈会場での浜

料理おもてなしブースへの出店準備。 

・川尻生産部女性部の久慈地方産業まつりで麺類、お吸い物

の販売を予定。 

・浜料理のつどい開催調整会議に出席 

 

 

 

 

③漁協女性部活動支援 

・天然海藻の分類依頼（北里大）及び海藻セミナー開催調整

(12 月)。 

・大尻生産部女性部のいわて国体久慈会場での浜料理おもて

なし出店（サケつみれ汁）(10/9)。 

・川尻生産部女性部の久慈市産業まつりへの出店(10/22、

23)。 

・浜料理のつどい開催に向けた調整。 

ウ ６次産業化推（PR協議会） 

①産地直売会の開催 

  ・産地直売会の運営支援    

洋野町：ウニまつり、宿戸ウニ直売会、朝市 

久慈市：二子朝市 

野田村：野田ホタテまつり   

普代村：海フェスタ in普代 等  

・新規産地直売会の開催支援（２ヶ所） 

  久慈市夏井地区、久慈川 

ウ ６次産業化 

①産地直売会の開催 

・産地直売会の運営支援 

洋野町：宿戸ウニ産直(5/3～4)、宿戸朝市(6/5)、たね

いちウニまつり(7/17) 

久慈市：二子朝市(5/3～4、6/19、7/18)、8/12：中野地

区「浜の産直」(8/12) 

・新規産地直売会の開催支援 

夏井「浜の産直」及び久慈「川の産直」(8/12)。 

ウ ６次産業化 

①産地直売会の開催 

・二子生産部産直(10/16)。 

・野田ホタテまつり(12/4) 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 

４ 体験・交流型観光の展開 

(1)特色ある地域資源を活用した
観光の推進 

 

◎観光客入込客数 
（延べ人数・万人回） 
 H26 H27 H28 H29 H30 

計画 － 308 309 310 311 

実績 321 318    

 
 
 

 
 
１ ｢あまちゃん｣を活用したロケツーリズムの推進広  
(1) 北三陸｢あまちゃん｣観光推進協議会による宣伝誘客活動等を

支援し、管内への誘客を図る 
・ 同協議会への負担金支出 

≪主な取組 ※日程等はあま協事務局と調整≫ 
・ 総会（５月） 
・ 「世界で闘うグローバル女子会 in 岩手」エクスカーション対応

（７月） 
・ あまちゃんサミットの開催（８月） 
 
・ スタンプラリー・フォトコンテスト等周遊企画の実施 
・ 首都圏イベントへの出展等ＰＲ企画の実施 
・ ロケツーリズム関連セミナー等の開催 
 

 
 
１ ｢あまちゃん｣を活用したロケツーリズムの推進 
(1) 北三陸｢あまちゃん｣観光推進協議会による宣伝誘客活動等を

支援し、管内への誘客を図る 
・ ４月 26 日 今年度事業案に係る打合せ 
・ ５月 16 日 総会開催・出席 
・ ６月 15 日 受入態勢整備部会開催・出席 
・ ６月 30 日 負担金支出 
・ ７月９日 東北復興応援ツアー（“世界で闘うグローバル女子会”

との交流会 in 久慈） 
・ ８月６日 あまちゃんサミット 2016 in 久慈の開催 
・ ８月 27 日 第２回全国ふるさと甲子園出展 

（「ロケ地×ご当地グルメ」イベント） 
 
 

 

 

・ 11 月、12 月にロケツーリズムに関するまちづくりセミナー等の
開催を予定。（あま協事業として久慈商工会議所が実施。） 
※日程調整中 

 

 
 
（集計

中） 

  久

慈：観

光課未

集 計

7/22

時点 

  二

戸 ：

2,122 人 

・体験交流プログラム、フ
ォーラム等参加者数（人） 
 H26 H27 H28 

計画 － 8,500 9,000 

実績 8,019   

 H29 H30  

計画 9,500 10,000  

実績    

２ みちのく潮風トレイル・三陸ジオパーク等を活用した観光の推
進推 

(1) みちのく潮風トレイルのコースを活用し、三陸鉄道、ジオサイ
ト及び地域特産品ＰＲを盛り込んだウォーキングイベントを開
催する 

・ ２コースを想定 委託事業 

 

(2) ｢みちのく潮風トレイル（八戸～普代間）利用促進協議会｣が実
施する取組を支援 

・ 総会（4/26 予定） 

・ 踏破認定制度の運用状況把握 

 

(3) 東北ジオパークフォーラム（秋田県）等へ参加し、情報収集等
を行う 

・ ６～７月 

 

２ みちのく潮風トレイル・三陸ジオパーク等を活用した観光の推
進 

(1) みちのく潮風トレイルのコースを活用したウォーキングイベ
ントを開催 

・ ｢みちのく潮風トレイル（八戸～普代間）利用促進協議会｣事務
局及び管内自治体とで国体スケジュールを避けた時期に開催す
る方向で意思確認。 

 
(2) ｢みちのく潮風トレイル（八戸～普代間）利用促進協議会｣が実

施する取組を支援 
・ ４月 26 日 総会（同協議会の発足） 
・ ６月１日～ 同協議会による踏破認定制度の運用開始 

 
(3) 東北ジオパークフォーラム（秋田県）等へ参加し、情報収集等

を行う 
・ ４月 19 日 三陸ジオパーク推進協議会総会出席 
・ ７月 16～17 日 東北ジオパークフォーラム 

出席（秋田県八峰町） 

 
 
 
 
・ ｢みちのく潮風トレイル（八戸～普代間）利用促進協議会｣と連

携し、実施時期及び場所を検討。 
⇒ 12 上旬に普代村南部～北山崎の区間が開通となる見込みの
ため、同区間でのトレイルイベントの実施を検討。10/19：打合
せ 

 
 
 
 

 ３ 三陸鉄道を活用したＰＲ推 
(1) 三陸鉄道駅付近の情報を集約した冊子「駅－１グルメ」の作成

支援及び同冊子を活用した情報発信に取り組む 

・ 三陸鉄道により年２回発行予定 

 

３ 三陸鉄道を活用したＰＲ 
(1) 三陸鉄道駅付近の情報を集約した冊子「駅－１グルメ」の作成

支援及び同冊子を活用した情報発信に取り組む 
・ ４月下旬以降、管内飲食店への取材を実施 
・ ７月上旬 第９号発刊（2,500 部納入） 
・ 観光ＰＲイベント等での駅－１グルメ 

（第９号）の活用 ※ツーリズム EXPO 等 

 
 
 
 
・ 駅－１グルメ（第 10 号）の作成対応 

（12 月発行予定） 

・体験交流プログラム参加
者数（人） 

 H27 H28  

計画 1,000 2,500  

実績 2,122   

 
 
 
 

４ 二戸地域の特徴ある地域資源を活用した体験交流プログラムを
開催し、各種媒体を活用した情報発信により学校行事等とのマッ
チングを促進推 

(1) 平成 29 年度版「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」
ガイドブックの作成 

(2) 体験交流プログラムホームページの一部改訂・更  新 
(3) 御所野縄文博物館等の管内関係機関と連携し、県修学旅行誘致

説明会（函館、札幌）において体験交流プログラム等のセール
ス活動を実施（９月頃） 

 

４ カシオペア体験交流くらぶ事業 
(1) 平成 29 年度版ガイドブック作成 
・ 管内 4 市町村教委及びＰＴＡ連合会・県観光協会からの事業後

援承諾手続完了(～5/25) 
・ 「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」夏・秋(7～10

月)企画チラシ作成・配布(7/8～、46,000 枚) 
・ 「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」夏・秋(7～10

月)企画等実施(9 月末現在参加者数 1,512 人、前年度同期比約
70％増) 

(2) カシオペア体験交流くらぶＨＰ改訂 
・ ＰＲ動画制作内容検討・調整、素材撮影 

４ カシオペア体験交流くらぶ事業 
(1) 平成 29 年度版ガイドブック作成 
・ 「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」平成 29 年度版

ガイドブック内容検討・調整(2 月上旬配布予定) 
・ 第 12 回エコツーリズム大賞(環境省主催)応募 
 
 
 

(2) カシオペア体験交流くらぶＨＰ改訂 
・ ＰＲ動画制作内容検討・調整、素材撮影、公開開始(計 5 本制

作予定) 

（速報値） 

調査中 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 

 
(3) 県修学旅行誘致説明会(函館・札幌)参加 
・ 管内観光関係団体の県観光協会教育旅行誘致宣伝部会への入会

手続完了(～7/14：二戸市、二戸市観光協会、一戸町観光協会(御
所野縄文博物館)) 

・ 県修学旅行誘致説明会参加(函館 9/6、札幌 9/7) 
 

・ ＨＰ改訂内容検討・調整(2 月上旬改訂完了予定) 
(3) 県修学旅行誘致説明会(函館・札幌)参加 
・ 平成 29 年度県修学旅行誘致説明会(函館・札幌会場)用セール

ス(ルート提案)資料内容検討 
 

(2)受入態勢の強化及び観光を担
う人材の育成 

 

・観光ガイド・観光産業従事
者に対するスキルアップ
研修参加者数（人） 
 H26 H27 H28 H29 H30 

計画 － 350 350 350 350 

実績 295 349    
 

１ 広域観光推進機能の強化支援 
(1) 旅行会社への観光メニューの企画提案や観光客への情報発信、

観光客の受入調整などを総合的に行う窓口機能を強化する広 

・ 久慈広域観光協議会に対する補助 

 

(2) 旅行会社に対する観光素材集の提供及びモデルプランの提案
を実施し団体顧客の誘客を図る。推 

・ 広域観光コーディネーター及び観光従事者による旅行会社訪問
（年２回） 委託事業 

 

(3) 広域イベントの季別リーフレットを作成する推 

・ 年４回発行 委託事業 

① 夏季：６月発行、② 秋季：９月発行 

③ 冬季：12 月発行、④ 春季：３月発行 

 

 

１ 広域観光推進機能の強化支援 
(1) 旅行会社への観光メニューの企画提案や観光客への情報発信、

観光客の受入調整などを総合的に行う窓口機能を強化する 
・ 久慈広域観光協議会に観光コーディネーター、窓口を設置 

 観光問合せ件数： 7,931 件（９月末） 
 

(2) 旅行会社に対する観光素材集の提供及びモデルプランの提案
を実施し団体顧客の誘客を図る。 

 
(3) 広域イベントの季別リーフレットを作成する 
・ 夏季：６月末発行 10,000 部 
・ 秋季：10 月発行  10,000 部 

 

 
 
 
 
・ 久慈広域観光協議会に観光コーディネーター、窓口を設置 

 
 
 
 
 
 
・ 冬季：12 月発行 

 

 
２ 北いわて広域観光推進会議の運営推 
(1) 久慈・二戸地域の観光関係者が連携し、広域的な取組を推進す

ることにより「北いわて」の観光産業の振興を図る 

・ 会議１回（５月予定） 

・ 研修１回（11 月以降予定） 

 

(2) 北いわて広域観光推進会議観光素材検討部会を活用したタリ
フの作成・更新及び観光メニューのブラッシュアップ 

・ タリフ年１回更新 

・ ｢あまちゃん｣放送を契機とした素材（小袖、北限の海女、琥珀、
三陸鉄道、久慈まめぶ汁）等の観光資源・メニューの見せ方を工
夫 

 

２ 北いわて広域観光推進会議の運営 
(1) 久慈・二戸地域の観光関係者が連携し、広域的な取組を推進す

ることにより「北いわて」の観光産業の振興を図る 
・ ５月 30 日 第 13 回会議開催及び久慈地下水族科学館もぐらん

ぴあ視察 
 
(2) 北いわて広域観光推進会議観光素材検討部会を活用したタリ

フの作成・更新及び観光メニューのブラッシュアップ 
・ いわて観光キャンペーン推進協議会が発行する全県パンフレッ

トの見直し 
・ ７月上旬 全県パンフレットの納入（1,000 部） 
・ ９月下旬発行予定のエリアガイドブック更新 
 

 
 
 
 
・ 第 14 回会議時に実施する研修内容の検討 
 
 
 
 
 
・県北管内８市町村のタリフの更新を依頼予定（11 月） 

 
３ 体験型観光・教育旅行誘致の推進広  
(1) ｢全国ほんもの体験フォーラム in いわて｣実行委員会を構成し

た６市町村を１つの圏域とした共通プログラム・ルートを検討す
るとともに、同プログラムを取りまとめたパンフレットを作成す
る 委託事業 

・ 各市町村、県、委託先とで内容協議 

・ パンフレット作成（年度内） 

 

(2) 教育旅行ＡＧＴのモニターツアーを実施し、共通プログラム・
ルート内容の見直しやブラッシュアップを行う 委託事業 

・ 首都圏、大阪圏又は北海道道南等の教育旅行ＡＧＴを対象に実
施（総数 10 名程度）  

 

(3) 当該地域における民泊受入家庭の拡大に向けた講座や、受入ガ
イド及びその指導者に対する共通研修会を実施し、地域全体で体
験型観光の受入態勢整備を進める 委託事業 

・ 以下の研修・講座等を各１回以上実施する 

ア 民泊家庭研修会 

イ 受入ガイド養成講座 

ウ 指導者養成講座 

 

３ 体験型観光・教育旅行誘致の推進 
・ (1)～(3)を一括して企画コンペ実施 
・ 前年度末募集開始（～４月 15 日） 
・ 関係市町村へ情報提供 
・ ５月 12 日 企画提案審査会開催 
  ⇒ 久慈広域観光協議会が採択 
・ ６月 24 日 委託契約締結 

 
・ 関係市町村・団体による地域内連携態勢のあり方検討会の開催

（２～３回） 
  ⇒ 10 月以降を予定 
・ パンフレット内容の調整 
・ 首都圏エージェントの招へい（２泊３日） 
  ⇒ 11 月以降を予定 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 

 
４ 観光復興案内人の設置広、 国 
(1) 正確な復興状況や震災学習等の情報の積極的な提供のため、観

光復興案内人を配置し道の駅等において情報発信に取り組む 
委託事業 

・ 観光復興案内人：４名（緊急雇用創出事業） 

 

４ 観光復興案内人の設置 
(1) 観光復興案内人：２名（２名欠員） 
 

 

(1) 観光復興案内人２名補充 
（10 月上旬補充済み） 

 

 
５ 観光客対応能力向上等に向けたセミナーの開催 
(1) 観光関係者の接客技術の向上やおもてなしの心で迎える機運

の醸成などを目的とした人材育成セミナー等の開催広  

・ あま協事業として位置づけて実施 

 

 ・ 11 月、12 月にロケツーリズムに関するまちづくりセミナー等の
開催を予定。（あま協事業として久慈商工会議所が実施。） 
※日程調整中【再掲】 

 

・体験交流インストラク
ター数（人） 

 H27 H28  

計画 30 40  

実績 31   
 

６ 体験観光の受入態勢強化及びネットワーク化促進のため「カシ
オペア連邦おもてなし講座」を開催（２月の開催を想定）推 

・ おもてなし課長、観光関係事業者等を対象に｢おもてなし意識の
向上｣｢ガイド力の向上｣｢訪日外国人観光客の受入の心構え｣等の
３テーマを予定 

 

６ カシオペア連邦おもてなし講座事業 
・ 講師選定(3 人)及び講座内容検討・調整(12 月上旬・2月上旬開

催予定) 
 

６ カシオペア連邦おもてなし講座事業 
・ 講師選定(3 人)及び講座内容検討・調整(3 メニュー開催予定：

①「地域活性化・県北交流」12/9、②「ガイド力向上」・③「イン
バウンド・おもてなし」2/2) 

 

 
７ 体験交流プログラムの新規企画等の支援推 
・ 新たな体験交流プログラムの企画実施を促進するため初期費用
の一部を支援 

 

７ カシオペア体験交流くらぶ新規企画・内容拡充支援 
・ 「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」夏・秋(7～10

月)企画支援検討・調整 
 

７ カシオペア体験交流くらぶ新規企画・内容拡充支援 
・ 「山・川・ゆたか カシオペア体験交流くらぶ」夏・秋(7～10

月)企画支援検討・調整、実施(新規企画 1メニュー対象) 
・ カシオペア連邦局おもてなし課長 10 人追加任命予定(平成 28

年度末見込計 40 人、任命式等 2/2) 
 

(3) 広域連携の強化及び情報発
信による誘客の促進 

 

・北いわて広域観光ポータ
ルサイトアクセス数 

（千件） 
 H26 H27 H28 H29 H30 

計画 － 850 850 850 850 

実績 906 940    

 
 

１ 首都圏での大規模催事を活用した情報発信広 
(1) ツーリズムＥＸＰＯジャパン 2016 出展 

 委託事業 ※ 沿岸局と連携 

会期：平成 28 年９月 22～25 日 

場所：東京ビッグサイト 

・ ブース設営業者公募（３～４月） 

・ 企画コンペ、受託者決定（５月） 

・ 出展内容調整（６月以降～） 

・ 関係者との協議（６月以降～） 

 

１ 首都圏での大規模催事を活用した情報発信 
(1) ツーリズムＥＸＰＯジャパン 2016 出展 
・ ５月 20 日 企画提案審査会開催 
  ⇒ ジェイアール東日本企画盛岡支店が採択 
・ ６月 22 日 出展者説明会[東京]出席 
  ⇒ 会場内配置を踏まえブース展開の見直し 
・ ６月 28 日 商談会出席者募集 
・ ７月６日 盛岡市とのミスさんさ派遣に係る打合せ⇒派遣了 
・ ７月 12 日 県関係者打合せ 
・ ７月 14 日 東北観光推進機構との打合せ 
・ ７～８月 事務局への資料提出・各種調整 
・ ９月 13 日 県関係者打合せ 
・ 出展（９月 22～25 日） 
  ※来場者 185,800 人（㉗173,602 人） 

 

 
 

 ２ 八戸圏域と連携した観光ＰＲ広 
(1) 八戸・久慈観光キャンペーン（時期未定） 

 委託事業 

[参考] Ｈ27 まで有楽町駅(東京)にて実施していた観光・特産品
ＰＲイベントが、主催者（八戸商工会議所）の意向により
取りやめとなったことを受け、現在別会場（都内又は函館
市）において、八戸市とキャンペーン開催する方向で調整
中。 

 

(2) はこだてグルメサーカスへの出展（９月） 

・ 北緯 40°ナニャトヤラ連邦（八戸市、久慈市、二戸市）出展の
ブースにおいて観光ＰＲを実施 

 

２ 八戸圏域と連携した観光ＰＲ 
(1) 八戸・久慈観光キャンペーン 
・ ６月 23～24 日 八戸市との協議 
・ １月に実施される「ふるさと祭り東京 2017」において、八戸地

域と連携する方向で調整 
・ ８月 26 日 久慈広企観光協議会と委託契約締結 
 

(2) はこだてグルメサーカスへの出展 
・ ６月 30 日 北緯 40°ナニャトヤラ連邦会議広域観光専門部会

出席 
・ ９月 10～11 日 はこだてグルメサーカスへにおいて観光ＰＲを

実施 
 

 
・ 委託先と出展時の対応等を調整 
 （予定）1月 7日(土)～1 月 15 日(日) 

場所：東京ドーム 
内容：ふるさと祭り東京 2017 での PR 

 ３ いわて観光キャンペーン推進協議会の取組等と連動した観光Ｐ
Ｒ推   

(1) ｢あまちゃん｣関連素材を活用した観光ＰＲ 

(2) もぐらんぴあ等、復旧施設を利用しイベント開催の支援 

 

・ 随時対応 

⇒ 上野産直市[東京都]（７月７～９日） 
⇒ 北限の海女フェスティバル（８月７日） 
⇒ 県修学旅行誘致説明会対応[函館・札幌]（９月） 

 
 
・ 観光客誘致説明会 

（11 月 14-15 日[名古屋・大阪]）※欠席予定 
・ 県修学旅行誘致説明会対応[大阪]（12 月） 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 

 ４ 台湾における観光ＰＲ活動の展開推 
(1) 観光課及び空港課、管内市町村等と連携しながら、いわて花巻

空港からの定期便化が期待される台湾において観光客誘致活動
を行う 

・ 定期チャーター便運航期間中に実施（５～６月） 

 

４ 台湾における観光ＰＲ活動の展開 
・ ６月 22～26 日 台北駅において日本の観光・物産博 2016 対応 
・ 秋期チャーター便に係る情報収集 

  ⇒ 就航せず 

 

 

・テレビ番組で取り上げ
られた件数（ｽﾎﾟｯﾄﾆｭｰｽ
除く） 

 H27 H28  

計画 10 20  

実績 15   
 

５ 歴史・文化資源を活用した情報発信推 
 ・マンガ｢九戸政実物語｣、｢九戸政実ガイドブック｣の増刷及び九

戸政実プロジェクトホームページの更新(４月） 

 

５ 歴史・文化資源を活用した情報発信 
・マンガ「九戸政実物語」増刷（4月、5000 部） 
・九戸政実ガイドブックの増刷（5月、5000 部） 
・九戸政実ホームページの更新（7回） 
・九戸政実武将隊 フェイスブック及びツイッターいいね 245 件、

フォロワー158 人。 
 

５ 歴史・文化資源を活用した情報発信 
 SNS を中心に積極的に情報発信する。 

 ６ 折爪・馬仙峡県立自然公園の魅力を観光資源として情報発信推 
(1) ｢折爪・馬仙峡県立自然公園総合ガイドマップ｣の増刷（４月） 

(2)  折爪岳振興協議会（事務局：二戸市）が行う、ヒメボタルフ
ェスティバル、体験ツアー、ガイド研修、写真コンテスト等に
対する補助 

 

(1)「折爪・馬仙峡県立自然公園総合ガイドマップ」増刷（4 月、10,000

部）関係機関へ 9,000 部配布。 

 

(2) 4/28 に折爪岳振興協議会に対し、補助金（地域経営推進費・県
事業）の交付決定 

・写真コンテスト募集開始 6/15～10/末 

・ヒメボタルフェスティバル開催 7/17 

・森林ウォーキング 7/24、星空観察会 8/3 催行 

(1)予備部数について関係機関へ適時に配布 

 

(2)二戸市及び軽米町で折爪岳のガイドを行っている者を対象に、ガ
イド研修を２月上旬に開催予定  

   

 ７ ｢国体｣を契機としたカシオペアファンの拡大促進推 
(1) 二戸地域の魅力を発信する冊子「岩手のてっぺん ふしぎ発見」

vol.１、vol.２の合本版を作成し選手・役員等に配布（９月作成） 

(2) 国体のノベルティを作成し選手・役員等に配   布（９月作
成） 

(3)  歓迎タペストリーを作成し二戸駅構内に掲示   

  （９月作成） 

 

 

(1)「岩手のてっぺんふしぎ発見」合本版作成（9/16 納品、2,500 部）
9/25～配布開始。 

 

 

(2)シートマグネット 3,000 枚作成（9/20 納品）。2,500 枚を各市町
村を通じて選手、役員等に配布。 

 

(3)２種類のタペストリーを作成。二戸駅構内に枚掲示。（8/10～） 

 

(1)10/22～24 の希望郷岩手大会のわんこ広場（北上市）の来場者に
配布。 

 

 

(2)10/22～24 の希望郷岩手大会のわんこ広場（北上市）来場者に 500

枚配布。 

 

 

(3)２枚のうち国体・大会デザインのタペストリー１枚を国体・大会
終了後に撤去。 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

５ 地域資源を生かした食産業の
振興 
(1) 事業者の経営課題に応じた
支援 
 

◎食料品製造出荷額（億円） 

H26○25   H27○26   28○27  

計画  679  688  697  

実績  697  735 

 

 

・事業者訪問件数（件） 

H26  H27  28 

計画  180  180  180 

実績  180  371 

 

 

◎新規ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ件数（件） 

H26  H27  28 

計画 51  50  50 

実績 51   47 

 
 

１ 経営課題に応じた専門家の活用推 

  ・月１回：岩手よろず支援拠点出張個別相 

談会 

  ・年４回：ＰＷＣによる集中個別指導（（一社）ＲＣＦとの連携） 

 

２ 北いわて食産業コーディネーターの設置による支援体制の強化
広 

・事業所訪問を通じた課題解決支援 

・見える化シート作成等による情報共有 

 

３ その他推 

  ・随時：企業訪問の実施 

  ・随時：各種補助・助成制度の活用促進・実施フォロー 

  ・随時：食産業ネットワークメーリングリストによる情報提供 

  ・月１回：久慈合庁内食産業担当集まり開催 

 

 

１ 経営課題に応じた専門家の活用 

  ・岩手よろず支援拠点出張個別相談会 

  ２回（5/11、6/15、7/13、8/8、9/14）開催（のべ 20 事業者） 

  ・ＰwＣによる集中個別指導（（一社）ＲＣＦとの連携）県・RCF・
PwC・実施事業者で協議 

 

２ 北いわて食産業コーディネーターの設置による支援体制の強化 

・事業所訪問を通じた課題解決支援 

   事業所訪問 久慈のべ 104 社 

        二戸のべ 37 社 
 

３ その他 

  ・企業訪問の実施 久慈のべ 17 件 

           二戸のべ 74 社 

  ・各種補助・助成制度の活用促進・実施フォロー  

さんりく基金 久慈 採択 6 件 

       二戸 採択 4 件 

  ・食産業ネットワークメーリングリストによる情 

報提供 久慈 86 回 

    二戸 21 回 

  ・月１回：久慈合庁内食産業担当集まり開催 

 ２回（5/26、6/30、7/28、8/25、9/29）開催 

 

１ 経営課題に応じた専門家の活用 

  ・岩手よろず支援拠点出張個別相談会 

  10/12、11/9、12/13 開催 

  ・ＰwＣによる集中個別指導（（一社）ＲＣＦ 

との連携） 選定事業者に実施 

 

２ 北いわて食産業コーディネーターの設置による支援体制の強化 

・事業所訪問を通じた課題解決支援（随時） 

・見える化シート作成等による情報共有（随時） 

 

３ その他 

  ・随時：企業訪問の実施（随時） 

  ・随時：各種補助・助成制度の活用促進・実施フォロー（随時） 

  ・随時：食産業ネットワークメーリングリストによる情報提供（随
時） 

  ・月１回：久慈合庁内食産業担当集まり開催 

    10/27、11/24、12/29 開催 

 

(2)北いわて食材の認知度向上 

 
 

・地域食材ＰＲ回数（回） 

H26   H27   H28 

計画   21    25    25 

実績    21   18 

 

１ 商談会等への出展支援推 

・年５回：生協フェスタ出展支援 
・随時：県外共同商談実施支援 

 

２ 商談会の開催推 

 ・年１回：首都圏ミニ商談会実施 

 ・年２回：北いわてバイヤーツアー実施 

 

 

１ 商談会等への出展支援 

・生協フェスタ出展支援 
 ４回（滝沢 5/21～22、八幡平 6/18～19、奥州 9/10～11、一関

9/24～25）実施 
→出展者の商品を掲載する共同購入者向け特集チラシ掲載につ
ながっている（８社 10 商品）。 

・県外共同商談実施支援（随時） 

・食の交流会 in 名古屋（7/6） 久慈１社 

二戸１社 

・いわて食の大商談会（8/24 盛岡）参加 

・はこだてグルメサーカス（9/5 函館）出展支援 

２ 商談会の開催 

 ・バイヤー等案内実施 7/4（管理栄養士 2 名） 

2 社 

１ 商談会等への出展支援 

・生協フェスタ出展支援 
 １回（花巻 10/15～16）実施 
・県外共同商談実施支援（随時） 

 

２ 商談会の開催 

 ・アドバイザー事前訪問実施（11 月） 

 ３ 地域食材魅力発信推 

 ・７月：グローバル女子会交流会における地域食材ふるまい 

 ・ 郷土料理「かっけ」について、商品特性を活かしたＰＲを支
援 

 ・ 広報媒体（地域情報誌等）による地域の食材等のＰＲ 

３ 地域食材魅力発信 

 ・グローバル女子会交流会における地域食材ふるまい（7/9 久慈） 

 ・食の交流会 in 名古屋（7/6）における県北食材カタログの配布
【再掲】 

３ 地域食材魅力発信 

 ・地域情報誌への北さんりく食材の魅力掲載・発信 

 ・かっけについて、11 月にテレビ、情報誌にて紹介予定 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ４ 北いわて鶏のブランド強化 

 二戸地域の基幹産業であるブロイラーをＰＲするとともに鶏肉の
地産地消を拡大する。 

 ・年１回：鶏関連イベントの開催 

  地域振興室予算（鶏王国北いわて実行委員会） 

 ・いわて鶏肉の日ＰＲキャンペーンの支援推  

４ 鶏王国北いわて実行委員会設立総会開催（7/11）、イベント、キ

ャンペーンの準備 

４ 鶏関連イベント イベント実施日（10/15、16）、いわて鶏肉の

日キャンペーンもイベントに合わせ 10 月に実施予定 

(3)食産業を担う人材の育成 
 

 
 
 

 

・各種人材育成ｾﾐﾅｰ参加者数

（人） 

H26   H27   H28 

計画  480   400   400 

実績   480 調査中 

 

１ 食品関係事業者の人材の育成広(沿岸局予算) 

 ・年間：食品加工業の生産性向上に向けたカイゼン指導（4 社） 

  

 

２ 水産加工事業所への就業支援推 

 ・随時：事業所見学会（2 回） 

 

３ 若手経営者等の育成推 

 ・ 魅力ある事業者成長促進支援 

   地元商工団体と連携し、重点支援事業者を選定。商品開
発、販路開拓、人材養成等の経費の一部を助成。 

 

１ 食品関係事業者の人材の育成 

 ・食品加工業の生産性向上に向けたカイゼン指導 

（上半期 2 社（ハチカン、マルスイ）） 

  4/5～6、4/25、5/6、5/11～12、6/7～8、6/30～ 

7/1、7/5～6、7/28、8/2～3、9/6～7、9/15 実施 

  

２ 水産加工事業所への就業支援 

 ・随時：事業所見学会（2 回） 

 

３ 若手経営者等の育成 

 ・ 魅力ある事業者成長促進支援 

   地元商工団体と連携し、重点支援事業者を選定。商品開
発、販路開拓、人材養成等の経費の一部を助成。 

  9 月下旬に、各商工会へ推薦を依頼済み。 

１ 食品関係事業者の人材の育成 

 ・食品加工業の生産性向上に向けたカイゼン指 

導（下半期２社（長根商店、宏八屋）） 

  

 

 

 

 

 

 

 

３ 若手経営者等の育成 

 ・魅力有る事業者成長促進支援 

  10 月下旬に支援事業者決定、事業開始予定。 

(4) 安全・安心を支える体制の
整備 

 

 
 

◎高病原性鳥ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ対策訓練

実施回数（回） 

H26   H27   H28 

計画   1  1   1 

実績   1  1 

 

１ 鳥インフルエンザ等対策 

  高病原性鳥インフルエンザ発生時を想定した防疫活動訓練の実
施 

 ・時期：10 月～11 月 

 ・場所：久慈合庁 

 【目標：参加者数 165 人】 

   

２ 放射性物質の安全性に関する情報の提供 

 ・随時：情報提供 

 

 

【久慈・二戸】 

１ 対応マニュアルの調製 

28.4.1 の人事異動に伴う配置職員を中心とした鳥インフルエン

ザ等発生時対応マニュアル（久慈・二戸支部）について、各班に

よる時点修正を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【久慈】 

１ 研修会の開催 

  鳥インフルエンザ等に関する基礎的な知識を習得し、発生時に

おける役割を認識するため、主に転入者や新採用者を対象に研修

会を開催する。（11/16 実施予定） 

２ 集合施設調査の実施         

  集合施設において、資材配置及び各班の作業手順の確認・実働

のシミュレーションを行い、発生時における円滑な活動に資する。 

 （台風 10 号の影響により演習を中止たことによる開催：11/16 実

施予定） 

【二戸】 

１ 職員研修への参加 

  ８月 30 日、久慈合庁で開催予定の鳥インフルエンザ研修会に、

二戸支部各班からも出席し、基本的な知識の取得及び鳥インフル

エンザに対する意識の醸成を図る。⇒台風 10 号により中止 

 

 

 

 

◎Ｈ28 目標値 

訓練参加者数（人） 

目標 165 

実績   

◎若手人材支援社数（件） 

H27   H28   H29 

目標   4   4 

実績    5  
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3 四半期） 

２ 県本部主催の連絡会議について 

  ９月５日開催予定の総務・調整班連絡会議（全支部）において、

昨年度改正された岩手県鳥インフルエンザ等発生時対応要領につ

いて確認するなど、他支部との情報交換を行うこととしている。

⇒台風 10 号により中止 

３ 家畜防疫作業支援班研修 

・平成 28 年 10 月 19 日、久慈合庁で開催予定 

・二戸合庁から 12 名出席予定 

４ 集合施設の借用に係る協定について 

  平成 28 年２月 18 日、二戸市とは総合スポー 

ツセンター借用についての協定締結済みである。今年度において

は、その範囲を軽米町及び一戸町に拡充を予定している。 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 

６ ものづくり産業の振興 
(1) 企業の経営課題に応じた支
援 

 

◎ものづくり関連分野の製造

品出荷額（億円） 

H26○25   H27○26   28○27  

計画  227  230  232  

実績  227  167(※) 

※ 電気機械器具製造業に係る 

出荷額が平成 26 年度から秘匿 

とされたため、平成 25 年度の出 

荷額を置いたもの。 

・繊維工業の製造品出荷額（億

円） 

H26○25   H27○26   28○27  

計画  38   38  38 

実績  38   40 
 

 

１ いわて産業振興センター職員を派遣し、企業訪問等により各企
業の経営課題に応じて、技術開発から販路開拓、更には企業情報
の発信など総合的に支援（随時）広 

委託事業 

 ・随時：産業振興センター専門職員との定期的な企業訪問 

  各種助成制度情報提供、北いわてアパレル首都圏フェアへの出
展勧奨等 

 

 

 

 

・ものづくりネットワークコーディネーター委嘱 

（1 名、4／1～3／31） 

・企業訪問件数（訪問件数：94 件（久慈：51 件、二戸：43 件）） 

※うち、いわて産業振興センターと連携した企業訪問の実施（訪問

件数：35 件（久慈：28 件、二戸：7 件）） 

・経営革新計画(7/11) 

 ３件承認 

 ㈱佐幸本店、㈱ひろの屋、㈱オノデラサイン 

  

 

 

 

 
 いわて産業振興センターの職員を派遣し、企業訪問等により
各企業の経営課題に応じて、技術開発から販路開拓、更には企
業情報の発信など総合的に支援（随時） 
・事業所訪問による経営課題の把握及び課題解決に必要な支援

策活用を助言（随時） 
・ いわて産業振興センターと連携した企業訪  
問の実施（随時） 

 
 

・経営革新計画申請、承認支援 

 評価委員会 11/28 実施予定 

 

・企業等訪問件数（社） 

   H26 H27  H28 

計画 141 150  150 

実績 141 204 

 

・他圏域との技術交流会等

参加企業数（社） 

   H26 H27  H28 

計画  25   20   20 

実績  25  43 
 

２ 他圏域の産学官組織との交流・連携を促進し、技術力向上や取
引拡大を支援 

推（県北ものづくり産業ネットワーク） 

 ・10 月 26 日：青森県八戸市において実施される「あおもり産学
官金連携 Day」への事業者出展支援  

 

・ 「あおもり産学官金連携 Day2016」出展に向け情報収集、調整。 「あおもり産学官金連携 Day2016」（H28.10.26、八戸市）に向け出

展調整（1 企業出展予定）。 

※県北ものづくり産業ネットワーク事業 

(2) 地域の特徴的な産業の振興 
 

・企業等訪問件数（社） 

【再掲】 

   H26 H27  H28 

計画 141 150  150 

実績 141 204 

 
 

１ 衣服製造業の交流・連携を促進し、更なる技術力の向上や独自
の商品開発等による取引拡大を支援広 

○いわてアパレル企業ビジネスマッチングフォーラ 

ム inTOKYO 開催 

委託事業 

・首都圏において商談会の開催を中心とした販路拡大強化を行
う。 

・会場：交通会館（東京都有楽町） 

・参加企業募集：6～8 月 

・開催：9 月 15～16 日(２日間) 

 

 

 

・いわてアパレル企業ビジネスマッチングフォーラム inTOKYO 実
施 

受注企業：15 社(内県北７社)、発注企業 32 社 

 

 
 
・ 衣服製造業の交流・連携を促進し、更なる技術力の向上や取

引拡大を支援 
・ 首都圏等のアパレル関連企業に対し、当圏域の衣服製造企業

が有する高い技術力を企業と一体となってＰＲ 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 
 

・全国に向けた情報発信回

数（回） 

   H26 H27  H28 

計画  6   6    6 

実績   6  6 

２ 首都圏等のアパレル関連企業や県内外の一般消費者に対し、当
圏域の衣服製造企業が有する高い技術力を企業と一体となってＰ
Ｒ 

○ジャパンクリエーション出展広 

委託事業 

来場者数（ｱﾊﾟﾚﾙﾒｰｶｰ、商社等）約 2 万人の国内最大級繊維
総合見本市に共同ブースを設置。県北地域の高い縫製技術を示
すサンプル製品を作成・展示し、全国の企業との商談を行う。 

・時期：11 月（2 日間） 

・会場：東京国際フォーラム 3,000 ㎡ 

・出展：全国繊維産地の企業 

 

○北いわて学生デザインファッションショー開催  

  ① 学生デザイン推（北いわてｱﾊﾟﾚﾙ産業振興会） 

   ・6～8 月：デザイン募集 

   ・10～1 月：被服制作 

  ➁ ファッションショー開催 

広（北いわてｱﾊﾟﾚﾙ産業振興会） 

   （2 月開催予定） 

 

 

 

 

ジャパンクリエーションへの出展調整 

・出展企業選考委員会（9/12） 

出展企業３社（岩手モリヤ㈱、㈱三和ドレス、(一社)北いわて
アパレル産業振興会） 

 

 

 

① 学生デザイン 

 ・学生ファッションデザイン募集（6 月中旬～８月末）･･･300

点の応募あり 

 

② 学生デザインファッションショー 

 ・北いわてアパレル産業振興会とともに内容検討 

 

 

 

ジャパンクリエーションへの出展 

(11/29～11/30) 

 

 

 

 

 

① 学生デザイン 

・デザイン審査委員会開催（10/3） 
・優秀賞作品制作開始（11 月～） 

 

② 学生デザインファッションショー 

 ・H29.2.26 開催予定 

・北いわてアパレル産業振興会とともに内容検討。 

(3) ものづくりを担う人材の育
成 

 
 
 

・企業向け研修会等参加者

数（人） 

   H26 H27  H28 

計画 218 100  100 

実績 218 106 

１ 次世代を担うものづくり人材の育成、確保を図るため、児童・

生徒等の工場見学やインターンシップの斡旋、工業高校生への技

能講習支援 

 ①（仮称）北いわて仕立て屋女子支援広 

   県北地区縫製事業者の中堅女子社員による研修等を支援 

➁ 高校生への技能講習実施支援 

  管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）

の要望に対応し、「機械保全」、「水中溶接」、「アーク溶接」、「旋

盤」、「電気工事」、「電子機器組立」等の技能講習実施を支援 

③ 高校生の現場見学等支援 

   管内の工業系高校（久慈工業高校、種市高校、福岡工業高校）

の要望に対応し、工場見学等の実施を支援 

④ 企業人による講演会開催支援広 

 ・随時：管内小中高対象 

 

① 北いわて仕立て屋女子会 

 ・H28.5.27、北いわてアパレル産業振興会会員企業 9 社から選出

された 9 名で結成。 

・研修会の実施（5/27、7/4、9/7） 

➁ 高校生への技能講習実施支援 

 ・久慈工業高校旋盤講習（7/7,14,16） 

③ 高校生の現場見学等支援 

 ・久慈工業高校（7/20） 

④ 企業人による講演会開催支援 

 ・高校生の講演会実施 

  久慈東高校講演会(8/26) 

 

① 北いわて仕立て屋女子会 

 ・第４回研修会を 10/26 に実施予定（場所：東京ドレス研究所、

講師：文化ファッション大学院大学非常勤講師 稲荷田 征氏） 

 ・オリジナル服の製作に向け、11 月及び 12 月にも各 1 回研修会

を実施予定 

➁ 高校生への技能講習実施支援 

  久慈工業高校(10/1,10/15,10/31) 

③ 高校生の現場見学等支援 

・ 高校生の工場見学実施 

・ 小中学生の工場見学実施 

   福岡中学校（7/1,5,6）浄法寺中学校（7/12） 

④ 企業人による講演会開催支援 

 ・ 高校生の講演会実施 

    

 
 

・学校向け講習会等参加者

数（人） 

   H26 H27  H28 

計画 823 700  700 

実績 823 971 

２ 生産性向上等に向けた実践的な人材養成セミナーの開催やフォ
ローアップの実施 

推（県北ものづくり産業ネットワーク） 

 ・5 月～10 月 県北ものづくり改善塾 

（第 5 期）の開講（開催場所：一戸町） 

・改善塾参加企業に対し専門家を派遣 

・県北ものづくり産業ネットワーク企業見学会 

第 4 四半期：県北地域の企業を対象に、他圏域等の企業見学
を実施 

 

・ 県北ものづくり改善塾（第 5 期） 塾生 12 名 

 （会場：㈱東亜エレクトロニクス（一戸町）） 

（開催実績） 

第 1 回 5/12 

第 2 回 6/2～3 

第 3 回 6/23 

第 4 回 7/21 

第 5 回 8/25 

第 6 回 9/15 

 

・ 県北ものづくり改善塾（第 5 期：全 7 回） 

  第 7 回 10/13 実施済 
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項目 今年度の取組内容 第 2 四半期までの取組内容 今後の取組内容（第 3四半期） 

(4) 企業の誘致・事業拡大の促進 

 
 

◎新規コーディネート件数

（社） 

   H26 H27  H28 

計画  -  5   5 

実績  -  11 

１ 誘致企業のフォローアップを行い、地場企業を含む管内企業の
取引拡大や工場の拡張等を支援 

推（県北地域産業活性化協議会） 

・通年：フォローアップ活動 

・6 月：県北地域産業活性化協議会総会 

・6～11 月：企業誘致担当者研修会、業務誘致セミナー、誘致企
業見学会実施 

 

 

 

 

 

・ 県北地域産業活性化協議会総会(6/30) 

 

・ ものづくり自動車産業振興室から情報収集(随時) 

・ 事業所訪問による誘致企業のフォローアップ（随時） 

・企業誘致担当者研修会 

 企画策定(9 月下旬) 

 市町村調整(10 月) 

 開催(11 月) 

 

 ２ 他圏域の企業関係者と交流機会を創出し、企業間連携を促進推
（県北ものづくり産業ネットワーク） 

 ・10/26：青森県八戸市にて実施される「あおもり産学官金連携
Day」への事業者出展支援 （再掲） 

・1 月：首都圏において県及び管内市町村関係者が誘致企業等当
管内とつながりがある企業関係者との懇談会を開催 

・ 「あおもり産学官金連携 Day2016」出展に向け情報収集、調整。 

 

「あおもり産学官金連携 Day2016」（H28.10.26、八戸市）に向け出

展調整（1 企業出展予定）。 

※県北ものづくり産業ネットワーク事業 

 

 ３ 再生可能エネルギーの導入促進 

風力発電等の導入を促進するため、市町村と連携しながら、事

業者による事業化等の取組を支援。 

①  再生可能エネルギー推進連絡調整チーム等による事業者等へ
のフォロー活動（随時） 

 

・ 風力発電等の導入促進に向け、セミナー等にて情報収集や市

町村との情報交換。 

 

・市町村からの情報収集（10 月） 

・再生可能エネルギー推進連絡調整チーム員への情報共有（10

月） 
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【Ⅱ 地域資源を生かした活力ある産業づくり】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

７ 雇用機会の確保と若者の地元
定着 

(1)安定的な雇用機会等の確保 

 

◎県北圏域高卒者の管内就

職率（％） 

    H26   H27 H28 

計画 36.2  38.1 39.1 

実績 36.2  39.7 

 

・産業振興施策による雇用

創出数（人） 

    H26   H27 H28 

計画  82    94    80 

実績  82  160 
 

 

１ 失業者等の再就職までの間の緊急的な雇用機会を確保 

(1) 震災等対応雇用支援事業国 

（旧震災等緊急雇用対応事業） 

ア 久慈管内 16 事業 

※ Ｈ28 年度の事業実施は、沿岸部 12 市町村のみに認められてい
るもの。 

 
１  
(1) 震災等対応雇用支援事業 
（旧震災等緊急雇用対応事業） 
ア 久慈管内 16 事業 

  管内 4 市町村分全て H28.4.1 付で交付指令済 
9 月末雇用実績 51 名 

 

 

 

 
 

(2) 若年者等の就業支援・地元
定着支援 

・地域ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪのｻｰﾋﾞｽ提供

を受けて就職決定した人

数（人） 

    H26   H27 H28 

計画 196    200  200 

実績 196   128 
 

 

１ 地域ジョブカフェを拠点として、関係機関が連携しながら、高
校生の地元企業への就職や新規就労者の職場定着及び若年求職者
を中心とした就職活動を支援 

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

 
１ 地域ジョブカフェを拠点として、関係機関が連携しながら、
高校生の地元企業への就職や新規就労者の職場定着及び若年求
職者を中心とした就職活動を支援 
(1)久慈地域（ジョブカフェ久慈） 
・求職者就職支援、若年者職場定着支援、学校支援（随時） 

学校訪問 81 件、事業所訪問 131 件、利用者数 303 人 
(2)二戸地域（ジョブカフェいわて☆カシオペア） 
・求職者就職支援、若年者職場定着支援、学校支援（随時） 
学校訪問 84 件、事業所訪問 40 件、利用者数 383 人 

 

 

◎県北圏域高卒者の就職後

3 年以内の離職率（％） 

    H26   H27 H28 

計画 25.0  24.8 24.5 

実績 25.0  23.8 

２ 若年者等の就業支援 

    地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就職、

新規就労者の職場定着及び若年求職者の就職活動等を支援広  

・通年：求職者就職支援、企業ガイド情報提供 

・7 月：高校 3 年生向け企業説明会（二戸） 

・７月～３月：出前講座 5 校程度（二戸） 

・10 月：地元企業のＰＲイベント（二戸） 

・１月：しごとスクエア（久慈） 

・１月～3 月：就職５年以内の社員ｾﾐﾅｰ（二戸） 

・2 月～3 月 進学者の地元企業の理解促進（学生企業見学）（二
戸） 

２ 若年者等の就業支援 
 地域ジョブカフェを拠点として、高校生の地元企業への就職、
新規就労者の職場定着及び若年求職者の就職活動等を支援 

(１)二戸地域（ジョブカフェいわて☆カシオペア） 
・7 月 1 日 
 高校 3 年生向け企業説明会（しごとフェア） 
 参加生徒 126 人、企業 35 社 
・9 月 27 日  
 就職 5 年以内の社員セミナー（成長・育成パワーアップフ
ォーラム） 

 若手社員 51 人、採用担当者 13 人 

２ 若年者等の就業支援 

(１)二戸地域（ジョブカフェいわて☆カシオペア） 

・10 月 25 日 

地元企業のＰＲイベント（しごとメッセ） 

参加予定数：生徒 100 名、企業 34 社 

・２月～3 月 

進学者の地元企業の理解促進（学生企業見学） 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 
３ 新規学卒者の定着促進広  

 (1) 定着支援セミナー・交流会を開催し、新規学卒就職者の地元定

着を図る。 

 ・6 月：新規学卒者交流事業（久慈） 

 

３ 新規学卒者の定着促進 

(1) 定着支援セミナー・交流会を開催し、新規学卒就職者の地元定

着を図る。 

 ・6 月：新規学卒者交流事業（久慈） 

新社会人 55 名、教諭７名 

 
 
・個別定着支援 37 人、26 社（久慈） 
・個別定着支援 24 人、7 社（二戸） 
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.【Ⅲ 健康で住みよい地域づくり】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

８ 地域における医療と健康づくり
の推進 

(1)  被災住民への健康支援と
医療体制の構築 

◎被災者等の訪問数（人） 
H26 H27 H28 H29 H30 

計画 100 100 100 100 100 
実績 99  77 

 

 

 

【復興】 

１ 被災住民の健康管理と支援、こころのケアの実施  

 （久慈）  

・被災者の家庭訪問支援 （５月～３月） 

・こころのケア研修会の開催 

（久慈） 
・精神科医師による家庭訪問支援：39 件 
（5 月～9 月：13 日間） 

（久慈） 
・精神科医師による家庭訪問（11 月、12 月を予定） 

 
【復興】 

２ 被災住民の食生活・栄養指導の実施  

（久慈）  

・栄養教室の開催（２回程度） 

・個別訪問栄養相談（５月～３月） 

 
・7 月 7 日野田村で栄養教室開催（16 人） 
 
 

・個別訪問栄養相談は避難所の閉鎖等により要望無し。 

 

 
・10 月 26 日普代村栄養教室開催予定。 
 
 

 
３ 災害発生時を想定した医療体制のあり方検討や構築の推進 

（久慈・二戸） 

・地域災害医療対策連絡会議等の開催 

・災害医療コーディネーターとの連携による災害医療体制の構築 

 
 
 

（久慈・二戸） 

・地域災害医療対策連絡会議等の開催検討 

（久慈） 

・地域災害医療対策連絡会議等の開催検討（当初 9/7 開催予定：台
風 10 号発生により延期。開催時期 12 月下旬以降の見込み） 

（二戸） 

・地域災害医療対策連絡会議等の開催検討（当初 9/15 開催予定：台
風 10 号発生により延期。開催時期 12 月下旬以降の見込み） 

 
 
 

（久慈・二戸） 

・地域災害医療対策連絡会議等の開催に向けて関係者との連絡調整 

（二戸） 

・新たな災害医療コーディネーターを追加で選任 

・地域災害医療対策連絡会議開催 

(2)  医療連携及び医療・介
護・福祉連携の推進 

◎地域医療連携会議等の開
催（回） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画   2   2  2   2    2 
実績  2   4     

 

１ 保健、医療、介護、福祉の連携 

（久慈） 

・地域医療構想に基づく医療体制の推進 

・久慈地域の周産期医療に係る連携推進 

・医療安全対策の確保支援 

・市町村における地域包括ケアシステムの構築支援 

・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援（通

年） 

（二戸） 

・地域医療構想に基づく医療体制の推進 

・市町村における地域包括ケアシステムの構築支援 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会事業の支援（通年） 

 
 
（久慈） 
・久慈地域の周産期医療に係る連絡会の開催（8/9） 

・在宅医療・介護連携の推進（久慈広域連合と市町村等との意見
交換会に出席 5/27、北三陸塾に連携事業の進捗確認 9/29） 

・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援（打
合せ会議等に出席 4/20、5/2、6/2、6/22、7/20、8/9） 

 
 
（二戸） 
・市町村に係る地域包括ケアシステム構築及び認知症対策事業進

捗状況についてヒアリング調査の実施（9/16 一戸町、9/20 九
戸村、9/28 二戸市） 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会への参画（総会：5/17、世話
人会：4/28、6/15、8/24、研修会：7/19） 

 
 
（久慈） 
・地域医療構想に係る協議に向けての検討 
・地域医療構想調整会議の開催（12 月頃開催で調整予定） 
・在宅医療・介護連携事業の推進のため、協議の場の設定（10/14、

久慈広域連合・北三陸塾・当部の三者で協議） 
・北三陸塾（久慈医療圏医療・介護・福祉連携協議会）の支援（打

合せ会議等に引続き出席） 
 
（二戸） 
・地域医療構想調整会議の開催（12 月頃開催で調整予定） 
・管内市町村の地域包括ケアシステム構築及び認知症対策事業進

捗状況について巡回ヒアリング調査の実施（10/7 軽米町実施
予定） 

・カシオペア地域医療福祉連携研究会への支援 

※台風 10 号による被災住民等への対応（発災～9 月末） 

○市町村保健活動打ち合わせ 

 久慈市 ８回、普代村 ５回、野田村 １回 

○避難所における健康支援  ７ヶ所（３日間） 

○家庭訪問  111 世帯（久慈市 105、普代村 6） 

○特定疾病等療養者等の状況確認 

○水害後の保健活動に関する研修 １回 

（9/15、メンタルネットワーク連絡会にて実施） 

○ボランティアへの炊き出し １回 9/17 230 食 

○住民からの各種相談への対応 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 
２ 医療従事者の確保の支援 

（久慈・二戸） 

・中学生を対象とした出前講座・医療現場体験会の開催 （６月～） 

・看護学生等実習受け入れ 

（久慈）  

・進学相談会等への支援 

 
(久慈) 
・中学生を対象とした出前講座開始（6/1 野田中、6/9 種市中、

6/28 久慈市中・大川目中、6/29 夏井中、7/5 大野中・長内中、
7/11 三崎中、7/14 普代中、計 10 校 448 人参加）、医療現場体
験会の開催（7/28、県立久慈病院、9 中学校 35 人参加） 

・看護学生等実習受入（２校、８人） 
・管理栄養士学生実習受入（1 校、４人） 
 
（二戸） 
・出前講座（7/25 福岡中、9/7 九戸中）および医療現場体験（8/5

県立二戸病院 17 名）の実施 
・看護学生実習受入（5/27 二戸高看 34 名、6/8 県立大 2 名、県
立大：9/9 ４名、岩手看護短大：9/29～9/30 2 名） 

 
(久慈) 
・次年度の出前講座等の開催に向けて関係機関との調整 
 
(二戸) 
・中学生を対象とした出前講座の実施（今後予定：11/2 一戸中、

11/15 軽米中、11/28 金田一中、2/9 御返地中 計６校 408 名） 
・看護学生実習受入（岩手看護短大：10/5 ４名、11/22 3 名） 

 
３ 住民への地域医療の情報提供 

（久慈・二戸） 

・ホームページを活用した地域医療の情報提供 

（二戸） 

・カシオペア市民フォーラムの開催 

・カシオペア医療福祉オーダーメイド出前講座の実施 

 
（久慈） 
・健康講演会（7/27 久慈医学談話会主催）の周知及び参加 
 
（二戸） 

・カシオペア市民フォーラムの開催調整 

・カシオペア医療福祉オーダーメイド出前講座の実施（随時） 

 
（久慈） 
・健康講演会（2/22 久慈医学談話会主催）への協  力 
 
（二戸） 

・カシオペア市民フォーラムの開催（10/16 予定） 

・カシオペア医療福祉オーダーメイド出前講座の実施（随時） 

(3)  自殺対策の推進 
◎自殺死亡率（人口 10 万人当

たり） 

H26 H27 H28 H29 H30 
  （H26）（H27）(H28) (H29) 

計画 35.8  35.0  34.3 33.5  
実績 37.3  38.8 
 

◎ゲートキーパー養成数
（人） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 150 150 150 150 150 
実績 352  188 
   （137 ＋51） 

 

包括的な自殺対策の推進に加えて、自殺の多い年代を対象とした
重点的な取組や自殺対策に取り組む人材養成等の推進 

（久慈・二戸） 

１ ネットワーク 

 ・自殺対策推進協議会（２月～３月）                                               

・市町村等こころのケア担当者連絡会（５月～２月） 

・関係機関・団体等の実務者によるネットワーク連絡会（５月～
３月）  

 

（久慈） 
【実務者レベルのネットワーク構築】 
・市町村等こころのケア担当者連絡会 
 （5/26 19 人、6/16 13 人、7/21 16 人、8/25 18 人、9/15 12 人 

計 5 回 78 人） 
・久慈地域ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ・ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ連絡会 
 （5/26 58 人、6/16 56 人、7/21 59 人、8/25 55 人、9/15 47 人 

計 5 回 275 人） 
 
（二戸） 
【実務者レベルのネットワーク構築】 
・市町村自殺対策関係者連絡会 
（5/17 7 人、8/10 15 人 計２回 22 人） 

・二戸地域自殺対策ネットワーク連絡会 
（5/31  40 人、6/23  28 人 8/3 59 人 9/27 25 人  計 4
回 152 人） 

 

（久慈） 
【実務者レベルネットワーク構築】 
・市町村等こころのケア担当者連絡会 

（10/20、11/17、12/15） 
・久慈地域ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ・ｻﾎﾟｰﾄﾈｯﾄﾜｰｸ連絡会 

（10/20、11/17、12/15） 
 
 
（二戸） 
【実務者レベルのネットワーク構築】 
・市町村自殺対策関係者連絡会（12 月） 
・二戸地域自殺対策ネットワーク連絡会 

（10/25、11/29） 

 ２ 一次予防（こころの健康づくりの普及啓発） 

 ・ゲートキーパー養成研修（職域、高齢者の支援者等）（通年） 

 ・傾聴ボランティア養成・育成 

 ・こころの健康等に関する健康教育（職域等対象 通年） 

・自殺防止月間（９月）、自殺対策強化月間（３月）における普及
啓発事業 

 

（久慈） 
・傾聴ボランティア団体等育成（2 団体） 
・こころの健康等に関する健康教育 
高校生対象 1 回（9/28 197 名） 

・普及啓発 
出前講座（随時） 
自殺防止月間（9 月）における普及啓発 
 

（二戸） 
・傾聴ボランティア代表者連絡会１回 
（5/17  12 人） 

・傾聴ボランティア養成講座（４回コース） 
（①6/30 21 人 ②7/11 22 人 ③7/28 20 人 
 ④8/4 23 人 合計 延 86 人） 

・傾聴ボランティアフォローアップ研修会 
（7/11 20 人） 
 
 

（久慈） 
・傾聴ボランティア養成講座（1 月～予定） 
・傾聴ボランティア育成講座（1 月～予定） 
・普及啓発 
 出前講座（随時） 
ゲートキーパー養成講座（随時） 

  
 
（二戸） 
・傾聴ボランティア団体育成支援（１団体４地区） 
・傾聴ボランティア代表者連絡会（12 月頃） 
・ゲートキーパー養成研修（随時） 
・出前講座（随時） 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

・ゲートキーパー養成研修 2 回 
  対象：美容組合員 5/9   25 人 
  対象：介護関係者 6/14 11 人 
・こころの健康づくり講演会（4/7  41 人） 
・自殺防止月間（9 月）における普及啓発 
・出前講座（7/28 38 人 8/2 20 人 9/30 25 人合計３回 83 人）  

 ３ 二次予防（相談窓口・ハイリスク者支援等） 

 ・こころの健康相談（自殺予防相談）（通年） 

・自殺未遂者支援（相談・ケア会議等）（通年） 

・ひきこもり当事者・家族支援事業 

・ワンストップサービスデイ（12 月 久慈） 

 

（久慈） 
・こころの健康相談（電話 77 件、面接 59 件、訪問 40 件） 
・ひきこもり家族のつどい（4/18 4 人、5/16 4 人、6/20 4 人、7/25 

3 人、8/22 3 人、9/26 6 人） 
・自殺未遂者ケア会議参加 2 回（5/17、6/17） 
 
（二戸） 
・こころの健康相談 
（電話 23 件、面接 11 件、訪問 6 件） 

・自殺未遂者ケア会議参加 2 回（6/13 9/14） 
・自殺未遂者支援事業打合せ 2 回（4/19、5/31） 
・自殺未遂者支援に係る市町村連絡会 3 回（9/6 9/20  9/21） 
・ひきこもり家族教室 
（6/27 3 人 8/29  5 人 合計 2 回 8 人） 

・ひきこもり個別相談会（8/29 1 人） 

（久慈） 
・ひきこもり家族のつどい、フリースペース 
（10/17、11/21、12/19） 

・ひきこもり家族教室、支援者研修会 12 月開催予定 
・自殺未遂者ケア会議参加（随時） 
 
（二戸） 
・こころの健康相談（随時） 
・自殺未遂者ケア会議参加 随時 
・自殺未遂者支援事業打合せ 随時 
・自傷行為の理解と援助に関する研修会（12/5） 
・ひきこもり家族教室（10/24 12/19）   
・ひきこもり個別相談会（10/24 12/19） 
・ひきこもり地域支援ネットワーク連絡会（12 月頃） 
・ワンストップ相談開催検討（10 月～） 

 ４ 三次予防（自死遺族ケア） 

・自死遺族交流会（こころサロン） 

（５月～３月） 

（久慈） 
・自死遺族交流会（こころサロン久慈） 
 （5/23 1 人、7/25 4 人、9/26 2 人 計 3 回 7 人） 
 
（二戸） 
・自死遺族交流会（こころサロン） 
（6/14 0 人 9/13  0 人 合計 2 回 0 人） 

（久慈） 
・自死遺族交流会（こころサロン久慈） 
（11/28） 
 
（二戸） 
・自死遺族交流会（こころサロン）（12/13） 
 

 ５ 精神疾患へのアプローチ 

 ・精神障害者（家族）の相談支援（通年） 

・アルコール健康問題対策の推進（通年） 

 

（久慈） 
・精神障害者（家族）の相談支援 
（電話、面接、訪問等 随時） 

・アルコール相談 
（4/28、5/26、6/23、7/25、8/25、9/29 

 計 6 回 3 件） 
(二戸) 
・精神障害者（家族）の相談支援 
（電話、面接、訪問等 随時） 

・九戸村精神障害者家族講話（8/30  3 人） 

（久慈） 
・精神障害者（家族）の相談支援（随時） 
・アルコール健康問題対策の推進 
 アルコール相談（10/27、11/24、12/22） 
 
（二戸） 
・精神障害者（家族）の相談支援  
（電話、面接、訪問等 随時） 

 

 ６ 職域へのアプローチ 

 ・事業所の経営者、健康管理担当者等を対象とした研修会、事業
所訪問 

 

（久慈） 
・商工労働団体訪問（7 月 4 ヶ所） 
 
 
（二戸） 
・事業所等への出前講座の周知 
・事業所、職域団体等訪問 
 （7 月１ヶ所、8 月 1 ヶ所、9 月 1 ヶ所計 3 ヶ所） 

（久慈） 
・自殺防止のための商工労働団体、事業所訪問（8 月～） 
 
（二戸） 
・事業所等への出前講座（随時） 
・自殺防止のための商工労働団体、事業所訪問 
（10 月～12 月） 
 

 ７ 被災者及び支援者のこころのケア 

・被災者の健康支援にかかる連絡会・情報交換会（通年） 

（久慈） 
・野田村復興支援チーム定例連絡会を毎月開催 

・定例連絡会毎月開催予定 
・情報交換会 11 月上旬開催予定。 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(4) 脳卒中をはじめとする生活
習慣病予防の推進 

◎脳血管疾患の年齢調整死
亡率（人口10万人当たり） 

【男性】 
H26 H27 H28 H29 H30 

 （H26）（H27）(H28) (H29) 

計画 55.7  54.8  53.9 53.0 
実績 56.6 75.0 

【女性】 
H26 H27 H28 H29 H30 

  （H26）（H27）(H28) (H29) 

計画 31.5  31.2  30.9  30.6  

実績 31.8 38.3 
 

◎脳卒中予防関係リーダー
研修会開催数 
※住民への健康教育を除
く、管内対象 

（回） 
H26 H27 H28 H29 H30 

計画 12  12  12  12   12 
実績  22 19  
    (13＋6) 

 

（久慈・二戸） 

１ 地域・職域連携推進 

 ・地域・職域連携会議の開催（年１～２回） 

 ・市町村健康づくり計画の策定・推進支援 （通年） 

 ・カシオペア健康川柳入賞作品を活用した普及啓発の実施（二戸） 

２ 減塩リーダー等人材育成、団体の活動支援 

 ・減塩、運動推進等指導者養成研修会の開催 

（食生活改善推進員、栄養士、調理師、給食等担当者、保健推進
員、事業所の衛生管理者等）（通年） 

・肥満や適塩など健康づくりのための食生活に関する情報提供（通
年） 

 

１ 地域・職域連携推進 

（久慈） 

・5 月 9 日管内栄養改善・健康づくり関係事業担 

  当者連絡会を開催（8 人） 

・7 月 26 日、27 日洋野町保健指導支援の実施 
（対象両日で 32 人） 

 

（二戸） 

・カシオペア連邦健康 21 ネットワーク会議開催（8/19  14 人） 

・二戸地域保健連絡会 

（8/10 15 人 9/6 15 人合計 2 回 30 人） 

 

２ 減塩リーダー等人材育成、団体の活動支援  

（久慈） 

 ・4 月 28 日洋野町食生活改善推進員研修会にて 

  脳卒中予防等について講義（110 人） 

 ・6 月 3 日岩手県食生活改善推進員団体連絡協議 

  会久慈支部総会・研修会を開催（74 人） 

 ・7 月 7 日野田村栄養教室支援の実施（再掲） 
  

（二戸） 

・管内飲食店等経営者・従業員向け講習会 

（5.20 22 人 6/20 17 人 8/19 32 人 3 回 71 人） 

・6 月 6 日岩手県食生活改善推進員団体連絡協議会二戸支部総会・
研修会を開催（64 人） 

・8 月 26 日軽米町歯科保健部会にて講話（23 人） 

・9 月 6 日新任期保健師栄養士研修会の開催（11 人） 

１ 地域・職域連携推進 
 （久慈） 
  
 
（二戸） 

  ・二戸地域保健連絡会の開催予定（12 月）  
   
２ 減塩リーダー等人材育成、団体の活動支援 
 （久慈） 
  7 月 7 日野田村栄養教室支援の実施 

 
（二戸） 

  ・管内飲食店等経営者・従業員向け講習会の実施（11/20  
12/20） 

  ・減塩リーダー養成講習会の開催（10/18） 
  ・新任期保健師栄養士研修会の開催予定（12 月） 
  
 
 

 ３ 適塩・野菜たっぷりヘルシーメニューの推進 

・地域、学校、事業所等への出前講座（教室）の開催 

・地域住民等への健康教室の開催 （通年） 

４ 外食栄養成分表示登録店等推進 

 ・飲食店等における栄養成分表示拡大講習会の開催（通年） 

３ 適塩・野菜たっぷりヘルシーメニューの推進 

（久慈） 

・6月 1日ひばり療護園にて出前講座実施（90 人） 

・6月 8日久慈地区保育所協議会にて講座実施 

（44 人） 

・7月 11 日普代中学校宿泊研修事前学習会にて講義（30 人） 

・8月 9日長内小学校学童クラブにて食育事業の打合せ 

・特定給食施設立入指導（31 件） 

（二戸） 

・4 月 19 日株式会社フクタにて講座実施（53 人） 

・5 月 25 日デイサービスセンターふぁーすとシート職員に対して講
座実施（11 人） 

・6 月１日特別養護老人ホームサントピア職員に対し講座実施（20

人） 

・6 月 14 日ダスキン二戸にて講座実施（30 人） 

 

・6 月 14 日介護員養成研修受講者に対し講座実施 

（11 人） 

・6 月 15 日いちい荘職員に対し講座実施（16 人） 

・7 月 11 日浄法寺社協職員に対し講座実施（45 人） 

３ 適塩・野菜たっぷりヘルシーメニューの推進 

（久慈）  

・10 月 12 日久慈地域学校給食栄養士と事業打合せ 

・10 月 25 日職員対象ランチョンセミナー開催予定 

・11 月５日長内小学校学童クラブ食育事業 

 

（二戸） 

・10 月 29 日一戸町立鳥越小学校にて講座実施予定（栄養士会共催） 

・11 月 29 日二戸市立金田一中学校にて講座実施予定（栄養士会共
催） 

・12 月 20 日九戸村立戸田小学校にて講座実施予定 

４ 外食栄養成分表示登録店等推進 

（久慈） 

 ・10 月 25 日 栄養成分表示拡大講習会開催予定 

 ・11 月 18 日 栄養成分表示拡大講習会開催予定 

 ・12 月 21 日 栄養成分表示拡大講習会開催予定 

 

（二戸） 

・11 月 20 日 栄養成分表示拡大講習会開催予定 

 ・12 月 20 日 栄養成分表示拡大講習会開催予定 

・特定給食施設立入指導（10 月～12 月 4ヶ所） 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

・7 月 12 日菅文従業員に対し講座実施（50 人） 

・7 月 13 日二戸市体育協会員に対し講座実施 

（40 人） 

・7 月 22 日福岡中学校教職員等に対し講座実施 

（80 人） 

・７月 28 日九戸精密株式会社職員に対し講座実施（38 人） 

・８月４日軽米町観音林地区住民に対して講座実施（10 人）※盛岡
大学学生と実施 

・9 月 21 日鳥海小学校家庭教育講演会（4～6 年児童、保護者、教
職員 50 人） 

・特定給食施設立入指導（ 7 件） 

 

４ 外食栄養成分表示登録店等推進 

（久慈） 

・4 月 22 日 栄養成分表示拡大講習会（14 人） 

・6 月 23 日 栄養成分表示拡大講習会（14 人） 

・7 月 21 日 栄養成分表示拡大講習会（11 人） 

・８月 24 日 栄養成分表示拡大講習会（17 人） 

・９月 21 日 栄養成分表示拡大講習会（31 人） 

 

（二戸） 

・5 月 20 日 栄養成分表示拡大講習会（22 人） 

・6 月 20 日 栄養成分表示拡大講習会（17 人） 

・8 月 19 日 栄養成分表示拡大講習会（32 人） 

 

 
５ 「いわて減塩・適塩の日（毎月 28 日）」促進キャンペーン（９

月～２月） 

・市町村健康祭り、スーパーマーケット等における減塩・適塩食
の提供等普及啓発 

（久慈） 

・6月 28 日岩手県栄養士会久慈地区会栄養の日活動打合せ（10 人） 
・8月 3日岩手県栄養士会久慈地区会栄養の日活動打合せ（８人） 
・8月 30 日洋野町健康講演会で PR 活動（60 人） 
・9月 17 日災害ボランティアを対象に炊出し脳卒中予防キャンペー

ン（230 人） 
 

（二戸） 

・7 月 19 日岩手県食生活改善推進員団体連絡協議会二戸支部理
事会にて打合せ（出席者 15 人） 

・7 月 28 日九戸精密株式会社にて講話及び適塩味噌汁の試食 
（38 人）※再掲 

・9 月 21 日鳥海小学校家庭教育講演会にて講話及び適塩みそ汁
の試食（50 人）※再掲 

（久慈） 
・10 月 4 日岩手県栄養士会久慈地区会栄養の日活動打合せ 

・11 月 19 日洋野町健康づくり大会 

 
（二戸） 

・10 月 16 日九戸村健康イベントにて減塩クイズ、アンケート調
査等実施予定（栄養士会共催） 

・10 月 30 日二戸健康フェスティバルにて減塩クイズ、アンケー
ト調査等実施予定（栄養士会共催） 

 
６ 禁煙及び受動喫煙防止対策の推進 

・世界禁煙デーにおける禁煙キャンペーンの実施（５月） 

・地域、学校、事業所等における禁煙教室の開催（通年） 

・禁煙、分煙の飲食店登録促進講習会等の開催（通年）  

(久慈) 
･5 月 26 日久慈高等学校にて未成年喫煙防止ミニ講話実施(446 人) 
･6 月 6 日大野高等学校にて未成年喫煙防止ミニ講話実施(55 人) 
・禁煙、分煙の飲食店登録促進講習会の開催（4/22：14 名 6/24：
14 名、7/21：11 名、8/24：17 名、9/21：31 名）  

（二戸） 

・４月 19 日株式会社フクタにて講座実施（53 人） 

・禁煙、分煙の飲食店登録促進講習会の開催（5/20：22 名 6/20：
17 名 8/19：32 人） 

・７月１日特別養護老人ホームサントピアにて講座実施（14 人） 

・学校等における禁煙化実態調査の実施（７月） 
・10 月 3 日二戸高等技術専門校生徒及び職員への講話（68 人） 

(久慈) 
･禁煙、分煙の飲食店登録促進講習会 
 （10/24、11/18、12/21） 
・禁煙マスターによる未成年喫煙防止講話（11/8） 
・禁煙きっかけづくりカフェの開催 
 
 
 
 
（二戸） 

･禁煙、分煙の飲食店登録促進講習会開催予定（11/20 12/20） 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 
７ その他（地域の特色を生かした取組） 

（久慈）推 

・久慈地域適量・適塩・適動実践リーダー研修会の開催（年３回
程度） 

・食べて動いて今日も元気だなすイベント開催（年３回程度） 

・保育園児と高齢者のほっこりふれあい食事プロジェクトイベン

トの開催（年３回程度） 

・「久慈地域★塩加減もあまちゃんで！通信」の発行（年５回程度） 

（二戸） 

・食生活改善推進員との協働事業 

  （地域力アップ研修の開催、高齢者対象の共食事業）  

（久慈） 
・6月 15 日塩加減もアマちゃんで!久慈地域★健 
  康アマノミクス通信を配信（41 団体） 
 
・被災高齢者と保育園児のほっこり食事プロジェクトの打合せ （普
代村子ども園との打合せ（8/23）、野田村・野田村保育所との打合
せ（8/25）） 

 
・食べて動いて元気だなすイベントは台風 10 号により中止（10/17
大野でパークゴルフ開催予定を中止） 

 
（二戸） 

・6 月 6 日岩手県食生活改善推進員団体連絡協議会二戸支部研修会
（健康運動）を開催（64 人） 

・塩分摂取傾向調査の実施（8 月～） 

 

 

 

 

 

（久慈） 
・10 月塩加減もアマちゃんで!久慈地域★健康アマノミクス通信配
信予定 

 

・ほっこり食事プロジェクトの打合せ（12 月） 

 

 

 

 

 

 

（二戸） 

・カレーライスの会実施予定（10 月～12 月） 

・塩分摂取傾向調査の実施（10 月～12 月） 

(5) 健康危機管理対策の推進 

◎感染症予防研修会の開催回

数（回） 

H26 H27 H28 H29  H30 
計画 10  10  10 10  10 
実績 15 15 
     （7＋8） 

 

 

感染症発生時のまん延防止及び新型インフルエンザ等の発生に備
えた体制整備・対応訓練等の実施 

（久慈・二戸） 

１ 感染症発生時におけるまん延防止対策の実施 

（積極的疫学調査、接触者検診等）（通年） 

（久慈・二戸） 
・感染症発生時の疫学調査、接触者健康診断、まん延防止に向け
た保健指導等（随時） 

（久慈） 
・発生時対応（随時） 
 
（二戸） 
感染症発生時の疫学調査、接触者健康診断、まん延防止に向けた
保健指導等（随時） 

 ２ 感染症に関する情報収集、情報提供、啓発普及（通年） 

 

（久慈） 
・医療機関等へ随時情報提供 
・国体衛生講習会での感染症予防に関する講話 
 （7/28,29,8/24） 
（二戸） 
・医療機関等へ感染症情報の提供（随時） 
・高齢者施設への出前講座（6/15 11 人） 
・介護保険サービス事業者等講習会（集団指導）での感染症予防
講話（7/26 57 人） 
・国体衛生講習会での感染症予防に関する講話 
 （8/2 46 人） 
 
 

（久慈） 
・医療機関等へ随時情報提供 
・県立久慈病院感染症研修会での講話（10/14） 
 
（二戸） 
・医療機関等へ感染症情報の提供（随時） 
・事業所、高齢者施設等への感染症予防出前講座（随時） 
・福岡中学校防災訓練での感染症予防講話（11/1） 

 ３ 高齢者及び児童福祉施設等職員を対象とした感染症予防研修会
の開催（年 10 回程度） 

 （北いわて医療関連感染制御ネットワーク等と連携） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（久慈） 
・感染症予防研修会の開催時期・内容の打合せ 
 
 
（二戸） 
・感染症予防対策研修会(保育施設等対象)の開催（9/9 ）  

（久慈） 
・北いわて医療関連感染制御ネットワーク研修会（12/17） 
 
（二戸） 
・感染症予防対策研修会(高齢者施設等対象)の開催（11/22）  
・結核対策研修会開催企画・運営準備（10 月～） 
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 ４ 新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ等発生に備えた体制整
備・訓練の実施 

 
（久慈・二戸） 
・新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ等発生に備えた体制整備・
訓練に係る情報収集等 
・機材及び物品の確認 
 

（久慈） 
・新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ発生対応に向けた緊急
対応訓練の実施 
・部内研修会（PPE 着脱訓練、搬送訓練等） 
・鳥インフルエンザ等家畜防疫作業支援班研修会（10/19） 
 
（二戸） 
・新型インフルエンザ、鳥インフルエンザ発生対応に向けた緊急
対応訓練の実施 
・部内研修会（PPE 着脱訓練、搬送訓練等） 
（12 月頃予定） 

 

 ５ 関係機関・団体との円滑な対応に向けた連絡会議等の開催 

 

 
（久慈・二戸） 
 新型インフルエンザ等体制連絡会開催に向けた情報収集等 

 
（久慈） 
・新型インフルエンザ等体制連絡会 
 
（二戸） 
・新型インフルエンザ等対策関係機関連絡会の開催準備（11 月
～） 
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【Ⅲ 健康で住みよい地域づくり】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

９ 地域で支えあう福祉の推進 

（1）被災した児童、高齢者、障
がい者への支援 

【震災対応関係の再掲】 
◎被災者等の訪問数（人） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 99 100 100 100  100 
実績 99 77 

 

【復興】(再掲） 

１ 被災住民の健康管理と支援、こころのケア  

（久慈） 

・被災者の家庭訪問支援（４月～）随時  

・こころのケア研修会の開催 

 

 

（久慈） 
・精神科医師による家庭訪問支援：39 件 
 （5 月～9 月：13 日間） 
 

（久慈） 
・精神科医師による家庭訪問支援 

（11 月、12 月を予定） 
 

 
 

【復興】（再掲） 

２ 被災住民の食生活・栄養指導  

（久慈）・栄養教室の開催（７月から４回） 

・個別訪問栄養相談（４月～） 

 
・7 月 7 日野田村で栄養教室開催（16 人） 
 
・個別訪問栄養相談は避難所の閉鎖等により要望無し。 

 
・10 月 26 日 普代村で栄養教室開催予定 

(2) 地域で支える子育て支援 
◎子育て支援従事者等研修
会参加者数(人）[累計] 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 340 350 370 390 410 
実績 330 375 

 

１ 子育て支援サービスの向上 

（広域） 

・子育て支援関係者研修会の開催（支援者のネットワーク構築・支
援技術の向上）（二戸会場）（10 月）  

（久慈・二戸） 

・いわて子育て応援の店協賛店の登録の勧奨（通年） 

（広域） 
・子育て支援関係者研修会の 10/27 開催に向け、県北教育事務所

等と打合せ中。  
 
（久慈・二戸） 
登録勧奨方法の検討 
 
 
 
 
 

（広域） 

・子育て支援関係者研修会の 10/27 開催に向け、県北教育事務所等
と打合せ中。  

 
（久慈・二戸） 
 登録勧奨方法の検討 

 
◎要保護児童担当者研修会
参加者数(人）[累計] 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 401 445 490 535 580 
実績 401 500 

 

２ 市町村の相談体制の充実強化 

（久慈・二戸） 

・要保護児童対策地域協議会の実効ある活動の支援（通年） 

・市町村職員等関係者への研修等の実施（未定） 

(久慈) 
○市町村要保護児童対策地域協議会の参加 
 久慈市 8/25、洋野町 7/25 
○要保護児童対策地域協議会管内市町村担当者研修会の開催 

9/26 
  
（二戸） 
○要保護児童対策地域協議会の開催（参加）状況 
・二戸市（4/13、5/11、7/13、8/10）、 
実務者（6/8、9/14） 

・軽米町（4/26、5/24、6/28、7/26、9/27）、 
実務者（5/24、8/23） 

・九戸村（4/26、5/24、6/28、7/26,9/27）、 
実務者（8/23） 

・一戸町（4/13、5/16、6/8、8/10、9/14） 
○二戸地区要保護児童対策研修会の開催 
（8/5、参加者 37 名） 

（久慈） 
管内各市町村要保護児童対策地域協議会への参加支援 

 
 
（二戸） 
・管内各市町村で毎月開催される定例会の参加と、実務者会議等

の早期開催について支援。 
・市町村職員等関係者の研修について、第１回（８/５開催）に
引続き、第２回を企画検討。 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(3) 地域で支える高齢者支援 

◎地域密着型サービス提供

事業所 

 利用定員(人）[累計] 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 700 800 890 930 950 
実績 700 706 

 

１ 地域包括支援センター職員、高齢者サービス提供者等への研修
等 

（久慈・二戸） 

・事業者等集団指導の実施（８月） 

 

 
（久慈） 
・集団指導の開催（7/13 開催） 
・事業者等への実地指導開始（9 月 1 事業所） 
 
（二戸） 
・集団指導の開催（7/26） 
・事業者等への実地指導等（９月２か所） 

 
（久慈） 
・事業者等への実地指導実施 
（10 月 12 事業所、11 月 14 事業所、12 月 2 事業所） 
 
（二戸） 
・事業者等への実地指導等実施 
（予定：10 月５か所、11 月６か所、12 月２か所） 

 
２ 認知症への理解、認知症対策・介護予防の推進 

（久慈） 

・介護予防研修会の開催 （1 回） 

・介護予防関係者情報交換会の開催（２回） 

・認知症セミナーの開催 

（二戸） 

・認知症キャラバンメイトの養成 

・保健福祉活動団体情報交換会 

・保健福祉活動団体交流会 

 
（久慈） 
・介護予防研修会の開催（8/29 久慈市と共催 500 人参加、9/5 洋

野町と共催 77 人参加） 
・介護予防関係者情報交換会の開催（第 1 回 9/29 岩手ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼ
ｮﾝｾﾝﾀｰと共催 38 人参加） 

・認知症セミナーの開催に向けて関係機関との打合せ（11/12 野
田村で開催） 

（二戸） 

・市町村に係る地域包括ケアシステム構築及び認知症対策事業進
捗状況についてヒアリング調査の実施（9/16 一戸町、9/20 九
戸村、9/28 二戸市） 

 
（久慈） 
・介護予防関係者情報交換会の第 2 回は、1 月開催予定 
・認知症セミナーの開催に向けての準備、管内へ 
 の周知 
 
（二戸） 
・管内市町村の地域包括ケアシステム構築及び認知症対策事業進

捗状況について巡回ヒアリング調査の実施（10/7 軽米町実施
予定） 

 
３ 高齢者の権利擁護等についての普及啓発 

（久慈） 

・久慈地域の権利擁護推進の支援（通年）推 

（二戸） 

・カシオペア権利擁護ネットワーク会議へ参画を通じた権利擁護推
進の支援 

 
（久慈） 
・権利擁護セミナーの開催支援（岩手県高齢者相談支援センター

主催） 
・「成年後見推進事業」（地経費）委託契約 
委託事業実施（「成年後見制度実務者研修会」 
「ネットワーク会議」の開催） 

（二戸） 

・カシオペア権利擁護ネットワーク会議への参画（6/15、8/17） 

（久慈） 
・権利擁護セミナーの開催支援（岩手県高齢者相談支援センター

主催 10/29） 
・「成年後見推進事業」（地経費）の委託事業実施 
 （「成年後見制度実務者研修会」「ネットワーク会議」） 
（二戸） 

・カシオペア権利擁護ネットワーク会議への参画（予定： 10/19、
12/14、2/8） 

 
４ 市町村の地域包括ケアシステムの構築支援 

（久慈・二戸） 

・地域包括ケアシステム構築のための市町村支援 

 
（久慈） 

・地域包括ケアシステム構築のための市町村支援（久慈広域連合と
市町村との意見交換会に出席 5/27） 

・市町村に対して随時、参考情報提供 

（二戸） 

・市町村に係る地域包括ケアシステム構築及び認知症対策事業進
捗状況についてヒアリング調査の実施（9/16 一戸町、9/20 九
戸村、9/28 二戸市） 

 
（久慈） 
・半年ごとの市町村からの地域包括ケアシステム構築支援シート

報告の分析を行い、市町村に対して必要な支援を行う。 
（二戸） 
・管内市町村の地域包括ケアシステム構築及び認知症対策事業進

捗状況について巡回ヒアリング調査の実施（10/7 軽米町実施
予定） 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(4)障がい者の自立生活支援 

○就労事業所における就労者

数 

(一日当たり就労者数・人)               

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 442 490 508  525 544 
実績 461 502 

 

１ 障がい者自立支援協議会の支援 

（久慈・二戸） 

・自立支援協議会部会活動への参画（地域移行部会、就労部会） 

・地域での居住の場の確保・調整 

・地域移行の支援 

・関係機関との連携による活動の活性化 

１ 障がい者自立支援協議会の支援 
（久慈） 
・親会（6/29） 
・運営会議（4/13、5/13、6/21、8/24） 
・就労分科会（5/19、7/7、9/29） 
・就労分科会研修会（4/28） 
・職場説明会（7/7、9/29） 
・療育分科会（5/23） 
・子ども支援連絡会（8/3） 
・就労系障害福祉サービス利用に係るワーキンググループ会議
（5/13、6/24、6/28、10/4） 

・特別支援学校久慈圏域ネットワーク会議（5/18） 
（二戸） 
○二戸地域自立支援協議会の開催（参加）状況） 
・代表者会議（5/20） 
・実務者会議（4/18、6/20、8/22） 
・二戸圏域（特別支援学校）ネットワーク会議（5/25） 
・就業支援ネットワーク会議（7/21） 
・幼少期支援部会（6/14、7/12、8/9、9/27） 
・青年期支援部会（6/28、7/25,8/23,9/27） 
・地域移行部会（6/3、7/1,8/5,9/2） 
・就労・日中部会（6/9、7/14、8/18、9/15） 
・行政担当部会（6/20、8/22、9/21） 
○岩手県身体障害者福祉大会「うるしの里にのへ大会」を共催
（7/15） 

 
（久慈） 
・運営会議、就労分科会、療育分科会、生活支援分科会参加 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（二戸） 
・「平成 28 年度支援者スキルアップ研修会」開催予定（10/29） 
・「地域生活支援拠点施設事業説明会」開催予定（11/11） 

 ２ 障がい者の不利益な取扱いの解消や虐待防止の啓発、権利擁護
に関する相談体制の整備 

（久慈） 

・障害者差別解消法の普及啓発 

・久慈地域の権利擁護推進の支援（通年）推 

 
 
 
（久慈） 
・障害者差別解消法パンフレット配架 
・「成年後見推進事業」（地経費）委託契約 
委託事業実施（「成年後見制度実務者研修会」 
「ネットワーク会議」の開催） 

（二戸） 
○「障がいのある人に対する不利益な取扱事案に関する二戸地域調
整会議」（9／26 開催） 

 

 
（久慈） 
・障害者差別解消法パンフレット配架 
・差別解消法について自立支援協議会で研修実施 
・「成年後見推進事業」（地経費）の委託実施 
 （「成年後見制度実務者研修会」「ネットワーク会議」「権利擁
護セミナー」の開催） 

 

(5) 生活困窮者の自立支援 

○プラン策定数 (件)               

H26 H27 H28 H29 H30 
計画  -  12  24  36  48 
実績  - 13  

 

１ 生活困窮者への自立促進支援 

・自立相談支援機関、市町村、ハローワーク等関係機関との連絡会
議を開催(久慈) 

・「困りごと対策連絡協議会：の開催（年 2回）（二戸） 

 推 

 
（久慈） 
・生活保護事務担当者事務打合せ会（5/19）の中で町村担当者に

生活困窮者自立支援制度の説明 
・生活困窮者自立相談支援事業支援調整会議の開催（８回） 
（二戸） 
・生活困窮者自立支援市町村担当者会議の実施（5/26、9/23） 
・二戸広域介護支援専門員研修会にて制度周知を図る（5/13、参

加者約 90 名） 
・「困りごと対策連絡会議」の開催（8/2） 
・管内全世帯に対する本制度の周知（チラシの作成配布） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（久慈） 
・生活困窮者自立相談支援事業支援調整会議の開催（２回予定） 
 
（二戸） 
・「困りごと対策連絡協議会」（第 2回）を２月に開催予定 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(6) みんなが住みやすいまちづ
くりの推進 

○いわてユニバーサルデザイ

ン電子マップ登録施設数

（累計・施設） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画  110 112 114 116 118 
実績 115 116 

 

１ いわてユニバーサルデザイン電子マップへの施設登録 

（久慈・二戸） 

・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働）（通年） 

 
 
（久慈・二戸） 

・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働）（通年） 

 
 
（久慈・二戸） 

・電子マップへの施設登録の推進と周知(市町村等との協働）（通年） 

 ２ ユニバーサルデザイン及びひとにやさしい駐車場制度の普及啓
発 

（久慈・二戸） 

・ひとにやさしい駐車場制度の周知（各市町村広報等の活用、ユニ
バーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター）と
の協働）（通年） 

・ユニバーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター、
二戸：カシオペア連邦はーとふる発見隊）との協働によるＵＤ学
習の支援（通年） 

 

 
（久慈） 

・駐車場利用証交付状況 

（4～6 月交付）新規 8 件、更新 12 件 

（7～9 月交付）新規 7 件、更新 8 件            

・ユニバーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター）
定例会への出席（月 1 回） 

（二戸） 

・駐車場利用証交付状況（4～6 月交付） 

      新規  2 件、更新 3 件 

・駐車場利用証交付状況（7～9 月交付） 

      新規  4 件、更新 3 件 

・ユニバーサルデザイン学習支援講座の実施（6/7 長興寺小、9/6
福岡小、9/28 浄法寺小） 

 

 
（久慈） 

・ひとにやさしい駐車場制度の周知（各市町村広報等の活用） 

・ユニバーサルデザイン推進団体（久慈：障がい者観光サポーター）
の定例会出席（月 1 回） 

 
（二戸） 
・ユニバーサルデザイン学習支援講座の実施 
（11/8 仁左平小予定） 
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【Ⅲ 健康で住みよい地域づくり】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

10 良好な環境の保全 

(1) 環境を守り育てる人材の
育成と協働の推進 
◎研修会等による人材育成
数（人） 

H26   H27  H28 
計画 2,000 2,000 2,000 
実績 1,981 2,492 
 

H29  H30 
計画  2,000 2,000 
実績 

 

 

１ 環境を守り育てる人材の育成 

（久慈）推  （二戸） 

・環境に関連した講習会等の開催（通年） 

・水生生物調査の支援（7～９月） 

 

（二戸林務部） 

・「カシオペアフォレストスクール」の開催 

 
 
(久慈) 
・シンポジウム･学習会・水生生物調査支援等 
 16 回開催 560 名 
 
(二戸) 
・シンポジウム･学習会・水生生物調査支援等 
 20 回開催 618 名 
 
 (二戸林務部) 
「カシオペアフォレストスクール」の開催 
・4～9 月：14 校、19 回、児童 441 人 

 
 
(久慈) (二戸) 
・環境に関連した講習会等の開催（通年） 
 
(二戸林務部) 
「カシオペアフォレストスクール」の開催 
 

 ２ 森川海連携推進 

（久慈） 

・協議会等の開催（３月） 

（二戸）推 

・環境に関する講演会の開催（10 月） 

・協議会の開催（３月） 

  

 

 

（二戸）推 

・環境に関する講演会の開催（11 月） 

 

(2) 良好な水環境の確保 
◎公共用水域の BOD 等の環
境基準達成率（％） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 100 100 100 100 100 
実績 100 100 

 

１ 公共用水域の水質検査 

 河川（毎月）、海域（年 6 回）の水質検査 

 （測定地点）  

  （久慈）河川 14 箇所、海域 3 箇所 

  （二戸）河川 10 箇所 

 

 
(久慈) 4～9 月分実施済 

（基準超過：６月採水の１地点） 
(二戸) 4～9 月分実施済（基準超過なし） 
 

 
(久慈)(二戸)10～12 月分を実施予定 

◎水質特定事業場排水適合
率（％） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 100 100 100 100 100 
実績 100 100 

 

２ 水質特定事業場の排出水の水質検査 

  （久慈）27 事業場（延べ）  

  （二戸）30 事業場（延べ） 

 
(久慈) 4～9 月分 15 件実施済（基準超過 1 件） 
(二戸) 4～9 月分 14 件実施済（基準超過 なし） 
 

 
(久慈)(二戸)10～12 月分を実施予定 

 ３ 浄化槽適正管理の指導（久慈・二戸） （通年）  
(久慈)4～9 月実施分  指導 1 件 
(二戸)4～9 月実施分  指導 19 件 
 

 
(久慈)(二戸)浄化槽適正管理の指導 

(3) 廃棄物の適正処理の推進 
◎産業廃棄物の適正処理率
（％） 

H26 H27  H28 H29 H30 
計画 100 100 100 100 100 
実績 99.7 99.7 

 

  

(久慈)(二戸) 

１ 産業廃棄物適正処理指導員（産廃 Gメン）による排出事業者等の
監視指導（通年） 

 

２ スカイパトロール （６月） 

 

３ 休日パトロール （6～7月） 

 
(久慈)(二戸) 
4～9 月：計 99.7%（1284／監視指導 1288） 
(久慈) 99.7% (916／監視指導 919) 
(二戸)  99.7% (368／監視指導 369)  
 
ｽｶｲﾊﾟﾄﾛｰﾙ (久慈)(二戸) 6 月 7 日実施済 
 
 
休日ﾊﾟﾄﾛｰﾙ 
（久慈）７月 31 日 実施済 
（二戸）6月 4日 実施済 

 
(久慈)(二戸) 
産業廃棄物適正処理指導員（産廃 G メン） 

による排出事業者等の監視指導 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 
◎住民一人１日当たりのご
み排出量（ｇ/日） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 現状 860 851 842 833 
実績 869 901 

 

４ 産業廃棄物排出事業者等説明会（11 月） 

 

５ 関係機関との合同パトロール 

 

 

 

 

 

６ 事業者に対する廃棄物の減量化、有効活用等の指 

 導 

 

 

 

 
 
 
家畜排泄物パトロール 
（久慈）８月 3 回 実施済 
（二戸）6 月 4 日 実施済 
 
建設リサイクルパトロール 
（久慈）５月 25 日 実施済 
（二戸）6 月 4 日 実施済 

 
(久慈)(二戸) 
産業廃棄物排出事業者等説明会（11 月） 
 
 
(久慈)(二戸) 
関係機関との合同ﾊﾟﾄﾛｰﾙを予定 
岩手青森県境パトロールを予定 
久慈二戸合同パトロールを予定 
管内合同パトロールを予定 

(4) 青森県境産業廃棄物不法
投棄事案への対応 
○環境モンタリング実施回
数（回） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画 10 10  10  10  10 
実績 10 10     

 

 

（二戸）国 

１ 環境モニタリングの実施 

（水質 10 回/年、通年） 

 

２ 「県境産廃だより」の発行 

（３回、通年） 

 

 
 
 
（二戸）４～９月分（６回）実施済 
 
 
 
（二戸）７月 15 日 第 117 号発行済（1/3） 
 

 
 
 
（二戸）７月～９月分実施予定 
 
 
 
（二戸）10 月 15 日 第 118 号発行予定（2/3） 
 

(5) 放射線量のモニタリング 
○放射線量測定回数（回） 

H26 H27 H28 H29 H30 
計画  48  48  48  48  48 
実績  84  84 

 

【復興】 

１ サーベイメーターによる地表付近の放射線量の測定 

 （基準）0.23μSⅴ/h 以下 

（久慈）毎月１回・５地点 

（二戸）毎月１回・２地点 

 
（久慈） 
・30 回測定（5 地点×月１回×6 月） 
・測定結果 0.04～0.06μSv/h 
（二戸） 
・12 回測定（2 地点×月 1 回×6 月） 
・測定結果 0.03 ～ 0.11 μSv/h 

 
（久慈） 
・15 回測定予定（5 地点×月１回×3 月） 
 
（二戸） 
・6 回測定予定（2 地点×月 1 回×3 月） 
  

 ２ モニタリングポストによる大気中の放射線量の常時測定（久慈・
二戸） 

 （基準）0.23μGｙ/h 以下 

・常時測定・合同庁舎（久慈・二戸） 

 
（久慈）月平均値 0.052μGy/ｈ(9 月) 
（二戸）月平均値 0.027μGy/ｈ（9 月） 

 
(久慈)(二戸) 

モニタリングポストによる大気中の放射線量の 
常時測定 

 ３ 測定結果の公開及び相談対応 

（久慈・二戸） 

 
(久慈)(二戸)県ホームページ等で公開 

 
(久慈)(二戸) 
測定結果の公開及び相談対応 
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【Ⅲ 健康で住みよい地域づくり】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

11 定住環境の整備と地域コ
ミュニティの活性化 

(1) 交通安全対策の推進 

◎通学路等における歩道設

置延長（累計・ｍ） 

  H26 H27 H28 H29  H30 

計 画       2,311  2,930  3,383  

3,854 

実績 1,514 1,812 

 

◎復興支援道路等における

災害防除事業完了箇所

（累計・箇所） 

  H26 H27 H28 H29 H30 

計画     9   14  21   23 

実績 3  9 
 

１ 通学中の児童や高齢者の安全確保及び冬期間や救急搬送時の安
全な交通確保を図るため、歩道設置や道路防災施設の整備を推進 

【歩道】 

(1) 一般国道 395 号 久慈市板橋地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

・10 月～：歩道設置工事の推進 

(2) 一般国道 281 号 久慈市大川目地区国 

 ・４月～：用地補償事務の推進 

 (3) 一般国道 281 号 長内地区 

・６月～：物件補償調査 

(4) 主要地方道二戸田子線 二戸市小平地区国 

・７月～：歩道設置工事の推進 

 

(5) 一般国道 395 号 二戸市仁左平地区国 

・７月～：歩道設置工事の推進 

 

１ 通学中の児童や高齢者の安全確保及び冬期間や救急搬送時の安
全な交通確保を図るため、歩道設置や道路防災施設の整備を推進 

【歩道】 

(1) 一般国道 395 号 久慈市板橋地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

 

(2) 一般国道 281 号 久慈市大川目地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

 (3) 一般国道 281 号 長内地区 

・４月～：権利者調査の実施 

(4)主要地方道二戸田子線 二戸市小平地区 

・６月：積算業務委託の発注、電柱移転協議 

・４月～：歩道設置工事の推進 

(5) 一般国道 395 号 二戸市仁左平地区 

・６月：積算業務委託の発注、電柱移転協議 
・４月～：歩道設置工事の推進 

 

 
 
 
 
 
・用地補償事務の推進 
・事業継続の検討（代替案の検討） 
 
 
 
・用地補償事務の推進。 
 
 
・用地補償事務の推進 
 
 
・歩道設置工事の推進（10 月発注） 
 
 
 
・歩道設置工事の推進（10 月発注） 

 
【道路防災施設】 

 (1) 主要地方道野田山形線 久慈市宇部地区国 

・８月～：道路防災工事の推進 

 (2) 一般県道野田山形線 久慈市小国地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

(3) 一般県道野田長内線 久慈市久喜～小袖地区国 

・８月～：道路防災工事の推進 

【道路防災施設】 

 (1) 主要地方道野田山形線 久慈市宇部地区 

・４月～：道路防災工事の推進 

 (2) 一般県道野田山形線 久慈市小国地区 

 

(3) 一般県道野田長内線 久慈市久喜～小袖地区 

・４月～：道路防災工事の推進（７月発注） 

 
 
・道路防災工事の発注（11 月発注予定） 
 
 
 
 
 
・道路防災工事の推進 

 
(4) 一般県道安家玉川線 野田村玉川地区(旧 玉川の２)国 

・４月～：用地補償事務の推進 

 (6) 一般国道 281 号 久慈市川井～大川目地区国 

・４月～：用地補償事務の推進 

・８月～：用地測量の推進（次年度以降施工箇所） 

(4) 一般県道安家玉川線 野田村玉川地区(旧 玉川の２) 

・４月～：用地補償事務の推進 

 (6) 一般国道 281 号 久慈市川井～大川目地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

 

 
 
 
 
・用地補償事務の推進 
 

 
(7) 主要地方道久慈岩泉線 久慈市山根地区国 

・８月～：道路防災工事の推進 

(8) 一般県道野田長内線 久慈市長内町地区国 

・11 月～：道路防災工事の推進 

 

 (9) 主要地方道岩泉平井賀普代線 普代村黒崎～明神地区 

・４月～：用地補償事務の推進 

・10 月～：道路防災工事の推進 

 

(7) 主要地方道久慈岩泉線 久慈市山根地区 

・４月～：道路防災工事の推進（９月発注） 

(8) 一般県道野田長内線 久慈市長内町地区 

・４月～：工事発注に向けた関係機関との調整 

・４月～：道路防災工事の推進（９月発注） 

 (9) 主要地方道岩泉平井賀普代線 普代村黒崎～明神地区 

 

 
・道路防災工事の推進 
 
 
・道路防災工事の推進 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 
(10) 一般県普代小屋瀬線 普代～南股地区国  

・６月～：測量設計の推進 

 

(11) 一般県道姉帯戸田線 一戸町面岸沢地区  

・４月～：道路防災工事の推進 

 

(10) 一般県普代小屋瀬線 普代～南股地区  

 

 

 (11) 一般県道姉帯戸田線 一戸町面岸沢地区  

・４月～：道路防災工事の発注 

 
 
 
 
・道路防災工事の推進（10 月発注） 

(2) 地域の生活環境の整備 
 

 

◎水洗化人口割合（％） 

  H26  H27  H28  H29  H30 

計画    45.6   47.7   50.0   52.3 

実績 41.0 42.5 

 
１ 快適な生活環境の創出と利便性の向上を目指し、都市計画道路整
備を推進するとともに土地区画整理事業を促進 

◎ 都市計画道路荒瀬上田面線岩谷橋地区整備国 
・４月～：用地補償事務の推進 
・３月 ：岩谷橋用地補償の完了 
・７月 ：関連工事用地補償の完了 
・９月～：都市計画道路整備関連工事の発注、推進 

 
１ 快適な生活環境の創出と利便性の向上を目指し、都市計画道路
整備を推進するとともに土地区画整理事業を促進 

◎ 都市計画道路荒瀬上田面線岩谷橋地区整備 
・４月～：用地補償事務の推進 
（二戸市用地補償事務委託：６月契約） 

・７月：関連工事用地補償の完了 
・９月～：都市計画道路整備関連工事の発注事務推 
 進 

 
 
 
 
・用地補償事務の推進 
・都市計画道路整備関連工事の推進（10 月発注） 

 ２ 九戸村伊保内地区における“まちば”の再生を目指し、流雪溝の
補修等を行うなど、道路環境整備を推進 

◎ 一般国道 340 号伊保内地区流雪溝補修 

・４月～：流雪溝補修工事の発注、推進 

２ 九戸村伊保内地区における“まちば”の再生を目指し、流雪溝
の補修等を行うなど、道路環境整備を推進 

◎ 一般国道 340 号伊保内地区流雪溝補修 

・４月～：流雪溝補修工事の推進（４月発注） 

 
 
 
 
・流雪溝補修工事の推進 

 ３ 地域の実情に合った効率的・経済的な汚水処理計画に基づき、汚
水処理施設の整備と水洗化を促進 

◎ 下水道事業債償還基金費補助 

・５月：市町村あて事業費内示 

・６月：補助金交付契約 

・３月：完了確認 
 
 

３ 地域の実情に合った効率的・経済的な汚水処理計画に基づき、汚
水処理施設の整備と水洗化を促進 

◎下水道事業債償還基金費補助 

 ・４月：市町村あて事業費内示（二戸市、一戸町、九戸村） 

・５月：市町村あて事業費内示（久慈市、洋野町、軽米町） 

・５月：補助金交付契約（二戸市、軽米町、一戸町、九戸村） 

・６月：補助金交付契約（久慈市、洋野町） 

 

 
 
 
 
・下水道事業の促進 
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【Ⅲ 健康で住みよい地域づくり】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

11 定住環境の整備と地域コミ
ュニティの活性化 

 (3) 地域コミュニティ の
活性化及び交流連携・移住
定住の促進 

◎元気なｺﾐｭﾆﾃｨ特選団体数

（団体）（累計） 

【再掲】 

   H26 H27  H28 

計画  37   40   43 

実績  37  40 
 

 

 

１ 北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業推 

(1) (仮称)北三陸・カシオペア広域若者・女性 

 フェスタ」開催事業 

   北三陸じぇし会との共同企画により、久慈地域・二戸地域のほ
か、沿岸(宮古)地域や八戸地域等の隣接圏域において、まちづく
りや地域活動を行っている若者・女性の団体同士の交流・連携を
深め、各自の活動の情報発信を行う若者・女性フェスタ(ＰＲイ
ベント)を開催する。 

  【スケジュール(予定)】 

   年度後半(11 月)開催予定 

 

 

 

１ 北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業 

(1) (仮称)北三陸・カシオペア広域若者・女性フェスタ」開催事

業 

 ・５月～ イベント内容の検討 

 ・８月 開催場所、日程の決定 

  場所 道の駅くじやませ土風館 多目的ホール 

  日程 10：00～15；00 物販等 

     15：15～17：30 出展者交流会 

 ・９月 出展者調整 

 

 

 

１ 北三陸じぇし会プロデュース地域力強化事業 

(1) (仮称)北三陸・カシオペア広域若者・女性フェスタ」開催事

業 

・10 月２週 イベントタイトル決定「じぇし会コレクション 

秋！」 

・10 月４週 チラシ完成、配布 

・11 月 13 日（日）開催 

 

 

 
(2) 地域情報発信支援事業 

北三陸じぇし会が行う、圏域内外のまちづくりイベントへの出
展(久慈地域の女性よるまちづくりの取組や魅力的な食品・産品
及び観光情報等の展示等)に対して支援を行う。 

   【スケジュール(予定)】 

     東京都内、盛岡市各１回の出展を計画 

(2) 地域情報発信支援事業 

  出展するイベントの検討 

(2) 地域情報発信支援事業 

   イベント出展調整 

 ２ カシオペア若者定住事業推 

(1) カシオペア若者活動支援事業 

① カシオペア若者交流事業 

地域の若者が企画したイベント等の交流や地域づくりに向け

た活動支援 

【スケジュール(予定)】 

・4 月 委託  

・4 月～７月 企画調整 

・8 月 告知支援 

２ カシオペア若者定住事業 

(1) カシオペア若者活動支援事業 

① カシオペア若者交流事業 

   ・４月～ 適宜企画調整 

   ・８月 業務委託契約締結 

   ・馬淵川近隣公園にて開催するバーベキューイベント「ＭＢ

Ｑ（マーベキュー）」の実施が、10 月 23 日（日）に決定 

   ・9 月末、ＭＢＱのチラシ・ポスター校了 

   

 

２ カシオペア若者定住事業 

(1) カシオペア若者活動支援事業 

・10 月 1 週 チラシ・ポスター完成 

  ・10 月 1 週～2 週 チラシ・ポスター配布 

・10 月 23 日（日）ＭＢＱ開催 

  

 ② カシオペア魅力発信事業 

県内で開催するイベント等で、二戸地域出身の大学生や専

門学生と連携したＰＲ活動を支援する。 

【スケジュール(予定)】 

・4 月 委託 (①と同一事業者) 

・4 月～7 月 企画調整  

・8 月～ PR 活動支援 

 

② カシオペア魅力発信事業 

  ・4 月から 5 月 企画調整 

  ・６月以降 人選（対象の特殊性から人選については二戸地域

振興センターで対応。） 

  ・８月 業務委託契約締結 

  ・９月 25 日（日）盛岡少年刑務所敷地内で開催された、盛

岡矯正展にて第１回目の学生によるＰＲ活動実施（今後、Ｐ

Ｒ強化の提案をするために、若手料理人の活動を直に見ても

らうために実施したもの） 

② カシオペア魅力発信事業 

  ・学生メンバーによる打合せ会を開催 

  ・二戸若手料理人へ、県内イベントの出店案内 

◎じぇし会イベント来場者

数（人） 

      H28 

目標 1,000 

実績  

 

◎交流事業参加者数（人） 

   Ｈ28 

目標 1,000 

実績  
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 (2) カシオペア若者情報発信事業  

    カシオペアＦＭでの「カシオペア☆それゆけヤンパンマン！」

の放送（30 分） 

地域課題に関するテーマを設け、地域の若者が議論し、若者が

考える二戸地域のあり方を地域に向けて発信する。また、番組内

に県からの施策のお知らせコーナーも設ける。 

  ・4 月 委託契約  

  ・4 月～3 月 放送（年間隔週、計 26 回放送） 

 

(2) カシオペア若者情報発信事業 

  ・平成 28 年 4 月、特定非営利活動法人カシオペア市民情報ネ

ットワークに業務委託。 

  ・6 月末時点で 7 回放送、7 人出演、振興局からのお知らせ 7

件放送。 

  ・７月から 9 月末時点で 6 回放送、10 人出演、振興局からのお

知らせ 5 件放送。 

② カシオペア若者情報発信事業 

 ・出演者の選定 

 ・振興局内からお知らせの募集 

 ３ 三陸地域連携推進事業推 

  三陸沿岸地域の振興を図るため、沿岸広域振興局と連携して次の

事業を実施する。 

(1) 「三陸ぐるっと食堂」開催事業 

    食による地域活性化をテーマに、フォーラム、イベントを開
催。イベントには、愛Ｂリーグ加盟団体と県内地域づくり団体
が参加予定。 

  ・開催日時：平成 28 年９月３(土)、４日(日) 

  ・開催場所：岩泉町 旧下閉伊北部家畜市場 

  ・主催：三陸ぐるっと食堂 in IWAIZUMI 実行委員会（沿岸局、

県北局、岩泉町等） 

 (1) 「三陸ぐるっと食堂」開催事業 

  ・ 実行委員会設立総会への出席（5/25（水）、ホテル龍泉洞愛

山） 

  ・ 管内の地域づくり団体の出展調整（久慈市はしかみ桂水会

出展決定） 

  ・ 台風 10 号被害のため開催中止 

(1) 「三陸ぐるっと食堂」開催事業 

 ・ 今年度負担金精算 

 ・ 次年度開催についての調整 

 

 (2) 三陸創生実践塾 

    被災地の復興を担う沿岸市町村職員等を対象とした企画・立
案研修。主に産業振興をテーマに年間３回、２泊３日の合宿研
修を行った後、最後に塾生の施策構想発表会を開催。 

 

(2) 「第２期三陸創生実践塾」第１回開催 

ア 開催日時 6/22（水）15 時～24（金）12 時 

イ  開催場所 宮古市 

ウ 受 講 者 12 名（沿岸市町村職員） 

 

※ 県北局の対応はなし 

 

 ３ 被災者相談支援国 

(1) 久慈地区被災者相談支援センターの専門家派遣相談 

弁護士、司法書士、ファイナンシャル・プランナー（ＦＰ）に
よる相談会を毎月開催。 

(2) 専門家及び相談支援員による出張相談 

  ア 専門家合同相談会（野田村） 

弁護士、司法書士、建築士、土地家屋調査士、ＦＰによるワ
ンストップ相談会を毎月１回（第２水曜日）開催。 

イ 出張相談会  

専門家 開催場所 開催頻度 

弁護士 
洋野町 
野田村 
普代村 

毎月１回 
毎月１回 
２か月に１回 

司法書
士 

野田村 毎月１回 

 

 

 

 

 
(1)・(2) 専門家及び相談支援員による相談実績 
≪相談対応者別の相談実績≫    （単位：件、％） 

相談対応者 
相談件数 

（４月～９月） 
前年同期比 

セ
ン
タ
ー 

弁護士 43 116.2 

司法書士 3 150.0 

ＦＰ 4 400.0 

相談支援員 83 101.4 

小計(Ａ) 133 118.8 

出
張
相
談 

弁護士 42 175.0 

司法書士 6 46.2 

建築士 0 － 

土地家屋調査士 4 400.0 

ＦＰ 11 220.0 

相談支援員 17 44.7 

小計（Ｂ） 80 98.8 

合計（Ａ＋Ｂ） 213 110.4 

 
 

 

○ 被災者の一日も早い生活再建に資するよう、引き続き、専門家
や相談支援員による相談対応を実施する。 

 

○ また、被災地の復興や生活再建を実現するためには、被災者の
こころのケアが益々重要となることから、引き続き、こころのケ
アセンターと連携し、こころの健康相談以外の相談内容に的確に
対応していくこととする。 

 

◎相談件数（件） 

   H26  H27  H28 

計画 400  300  300 

実績 236  350 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) こころの健康相談に併せた出張相談（野田村） 

久慈地域こころのケアセンターと野田村が実施する「こころの

健康相談センター」（毎週水曜日）に相談支援員を派遣し、健康

相談以外の総合相談に対応。 

 

≪内容別の相談実績≫       （単位：件、％） 

相談区分 専門家 相談支援員 合計 

生活再建支援制度 0 2 2 

住宅 11 16 27 

税金 1 0 1 

相続 29 4 33 

負債整理 20 1 21 

その他 46 83 129 

合計（Ａ） 107 106 213 

H27 同期件数（Ｂ） 83 110 193 

前年同期比（A/B*100） 128.9 96.4 110.4 

 

(3) こころの健康相談に併せた出張相談（野田村） 
  こころの健康相談センターにおける相談支援員対応件数 14
件（前年同期比 45.2％） 

 ４ 被災者支援機関との連携及び情報共有 

(1) 久慈地区被災者相談支援連絡会及び住宅再建支援部会の開催 

 ア 開催時期 平成 28 年４・５月予定（１回） 

 イ 開催場所 久慈地区合同庁舎会議室 

 ウ 参加者  連絡会構成員（20 機関） 

(2) 野田村復興支援チーム定例連絡会への参加 

野田村と久慈保健所が毎月１回開催している定例連絡会に参
加し、被災者支援に関する取組内容について情報共有。 

(3) 被災者・支援者向けセミナーの開催国 

生活再建が本格化していることを踏まえ、被災者の一日も早い

生活再建と支援者の資質向上のため、専門家を講師とした生活再

建に関するセミナーを開催（平成 28 年 11 月予定）。 

 
(1) 久慈地区被災者相談支援連絡会及び住宅再建支援部会の開催 
 ア 開催日時 5/13（金）10：00～11：30 
 イ 開催場所 久慈合庁（第４会議室） 
 ウ 参 加 者 11 機関（22 名） 
 エ 内容 
   被災者相談支援センターの H27 活動実績の報告及び H28 活動

計画の説明、被災者支援の現状と課題に係る意見交換。 
 ※ メーリングリストを活用し、連絡会構成員と被災者支援に係

る取組やイベント等について情報共有（22 件）。 

≪情報共有した主な内容≫ ※7 月～9 月 
センターだより、台風 10 号災害関係（センターの
移設・再開・活用のお知らせ）、仮設住宅から災害
公営住宅への移行期研修の案内等 

(2) 野田村復興支援チーム定例連絡会への参加 
  相談支援員が参加し、被災者相談支援センターの活動報告、各
支援機関の活動等に係る情報共有及び意見交換を実施（６回）。 

(3) 被災者・支援者向けセミナーの開催 
  5/13（金）の連絡会において、次のとおり開催することで、参
加者から了承を得た。 

 ア 被災者向けセミナー（１回開催） 
  ① 開催時期 11 月中旬（平日夜又は土曜日） 
  ② 開催場所 野田村の公共施設 
  ③ 対  象 野田村の住民 

④ 講  師 ファイナンシャル・プランナー 
⑤ 内  容 
  ライフプランの作成、家計見直しの考え方及び実践方法に
ついての演習（講演・ゲーム）。 

 イ 支援者向けセミナー（１回開催） 
  ① 開催時期 11 月下旬（平日） 
  ② 開催場所 久慈合庁 
  ③ 対  象 連絡会構成員 
  ④ 講  師 司法書士 

  ⑤ 内  容 

    被災者支援を行うに当たって支援者が留意すべきポイント
や参考となる過去の相談事例などについての講演。 

 
○ 各支援機関と連携し、被災者相談支援を円滑に進めていくため、

引き続きメーリングリストを活用し、連絡会構成員と情報共有等
を進めていくとともに、野田村復興支援チーム定例連絡会にも参
加することとする。 

 
○ 被災者・支援者向けセミナーについて、復興局を通じて講師候

補者（ファイナンシャル・プランナー、司法書士）の選定を進め
ていく。また、被災者向けセミナーについては、多くの住民に参
加してもらえるよう、野田村と連携し、周知方法やセミナー内容
等について、具体的に検討していくこととする。 

 

◎セミナー参加者（人） 

   H26  H27  H28 

計画 40   40  40 

実績 39   27 
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項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

 ５ 復興に係る情報発信の強化 

(1) 定期情報発信国 

被災者に対して、各種支援制度や相談会の周知を図るため、「セ
ンターだより」の発行のほか、県ＨＰや市町村広報誌等を活用し
た情報発信を実施。 

(2) 復興の現場見学会の開催推 

管内の復旧・復興の取組状況について、久慈及び二戸地域の住
民の理解を深めるため、久慈地域の復旧・復興事業現場の見学会
を開催。 

  ア 開催時期 平成 28 年６月（予定） 
  イ 開催場所 久慈地域の復旧・復興現場 
  ウ 参加者数 40 名程度 

 
(1) 定期情報発信 
 ・ センターだより２回発行（6・7月号、8・9月号） 
 ・ センターＨＰ６回更新 
・ 洋野町、野田村、普代村の広報誌を活用して、専門家合同相談

会及び出張相談会の開催について周知（６回実施）。 
(2) 復興の現場見学会の開催 
 ア 開催日時 6/25（土）13：30～16：30 
 イ 参加者数 35 名（久慈 23 名・二戸 12 名） 
 ウ 見学先 
  ① 前浜地区海岸防潮堤建設工事（野田村） 
  ② 東日本大震災モニュメント・ケルン・鎮魂 

の鐘と光（久慈市） 
  ③ 久慈国家石油備蓄基地（同） 
  ④ 久慈地下科学水族館もぐらんぴあ（同） 

 
○ 被災者の一日も早い生活再建に資するよう、引き続き、各種支

援制度や相談会の周知を図ることとする。 
 
○ 林務部と共催で実施予定の「復興の植樹祭」については、台風

10 号災害に伴う災害査定や市町村への応援等により、林務部の対
応が難しいことから中止することとした。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎現場見学会参加者数(人) 

      H26  H27  H28 

目標 40   40  40 

実績 45   28  35 
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【Ⅳ その他重要施策】 

12 若者・女性の活躍支援 

(1) 地域の魅力づくり・発信
の促進 

 

 

 

1 魅力づくり活動の支援 

(1)「北三陸じぇし会プロデュース地域力強化・発信事業」（再掲）推 

 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

 
 
 
(1)「北三陸じぇし会プロデュース地域力強化・発信事業」（再掲） 

 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

 
 

 

 

 

 

 

(2) カシオペア若者定住事業推 

① カシオペア若者活動支援事業 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

② カシオペア若者情報発信事業（再掲） 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

 

(2) カシオペア若者定住事業 

① カシオペア若者活動支援事業 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

② カシオペア若者情報発信事業（再掲） 
 ※「地域コミュニティの活性化」参照のこと 

 

 

 

 ２ 歴史文化発信活動の支援 

若者を中心とする歴史文化発信活動の支援 

(1) 九戸政実等をテーマとした活動支援広 

 若者が地域に誇りと愛着を持ちながら、交流や活動を通じて地域

を盛り上げていけるよう支援する。 

 ・「九戸政実武将隊」によるイベント時の演舞及びおもてなし活動

（13 回程度） 

・若者が九戸政実等に関する取組を発表する場等として、二戸市観

光協会と連携して「九戸政実フェスタ」を開催（９月） 

・地域の若者を中心に開催する市民文士劇を支援（２月） 

２ 歴史文化発信活動の支援 

(1) 九戸政実等をテーマとした活動支援 

 ・「九戸政実武将隊」 

毎週月曜日に練習。イベント・おもてなしに出演 10 回（5/7 九

戸城大観桜会、7/24 天台寺あじさい祭り、8/10,11 二戸駅帰省

客出迎え、8/21 県立図書館・盛岡駅 PR、8/24 九戸城ｴﾝﾄﾗﾝｽ広

場ｵｰﾌﾟﾝｾﾚﾓﾆｰ、9/24 九戸政実フェスタほか） 

・「九戸政実フェスタ」 

二戸市観光協会と連携、同協会主催「九戸城古戦場まつり」と

同日（9/24）に開催。二戸市民文化会館 250 人、九戸城 500 人

合計 750 人来場 

・「二戸市民文士劇」支援 

総会、実行委員会の開催などを支援。2/18、19 に相馬大作をテ

ーマに公演 

２ 歴史文化発信活動の支援 

(1) 九戸政実等をテーマとした活動支援 

 ・「九戸政実武将隊」 

毎週月曜日に練習。各イベントやおもてなし活動に出演 

・「九戸政実フェスタ」 

「実行委員会を組織化し、九戸城古戦場まつりと統合して開催」

という来年度の構想に向けて、二戸市観光協会等の関係組織と

協議 

・「二戸市民文士劇」支援 

情報発信や会議・練習時の会議室貸与などにより、来年２月開
催を支援 

 

 (2) 九戸政実をツールとした情報発信（再掲）推 

・「マンガ九戸政実物語」「九戸政実ガイドブック」の増刷、ホーム

ページの更新、ＳＮＳでの発信 

 

(2) 九戸政実をツールとした情報発信（再掲） 

・マンガ「九戸政実物語」増刷（4月、5000 部） 

・九戸政実ガイドブックの増刷（5月、5000 部） 

・九戸政実ホームページの更新（7回） 

・九戸政実武将隊 フェイスブック及びツイッターいいね 245 件、

フォロワー152 人。 

 

 

 

 

 

(2) 九戸政実をツールとした情報発信（再掲） 

  SNS を中心に積極的に情報発信 

◎じぇし会イベント来場者

数（人） 

     H28 

目標 1,000 

実績  

 

 

◎九戸政実関連イベント来

場者数（人） 

H27      H28 

目標 6,000   6,000 

実績 4,289 

実績  
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(2) 若者等の就業支援・地元
定着支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 魅力ある企業の育成 

 

１ 小・中・高校生の地元企業の理解促進広 

(1) 小・中・高校生の地元企業の理解促進 

① 受入企業・教員セミナー 

  県、市町村、市町村教育委員会、商工会議所・商工会、ハローワ

ークを構成員とした「久慈地域キャリア教育推進研究会」の開催。

受入企業と教員を対象とした「職場体験向上セミナー」を開催。 

・久慈地域キャリア教育推進研究会 8 月、1 月 

・職場体験向上セミナー 1 月 

② 地元企業訪問ツアーの開催 

学生合同企業訪問を開催 

・7 月、8 月、3 月（二戸） 

夏休み等を利用し小中高生の地元企業の理解を促す。１回に 5

～6 社訪問 

・12 月（久慈） 管内の高校対象の企業訪問 

 ③ 保護者見学会 

  保護者対象の地元企業見学会を開催し、地域企業の理解を深め地

元就職の可能性を高める。 

  ・年度後半（11 月頃）開催予定 

 

２ 若年者等の就業支援（再掲）広 

  ※「7 雇用機会の確保と若者の地元定着」参照のこと 

 

３ 新規学卒者の定着促進(再掲)広 

※「7 雇用機会の確保と若者の地元定着」参照のこと 

 

 

１ アパレル産業の魅力発信広、 推 

学生デザインファッションショー（再掲） 

 ※「ものづくり産業の振興」参照のこと。 

 

 

 

 

１ 小・中・高校生の地元企業の理解促進 
(1) 小・中・高校生の地元企業の理解促進 
① 受入企業・教員セミナー 

 ･中学生の職場体験受入に関する勉強会開催 

期日：6 月 1 日、会場：久慈地区合同庁舎 

参加者：41 名（受入企業側 31 名、研究会側 10 名） 
 
 
 
 
 
 
② 地元企業訪問ツアーの開催 

・一戸高校 

期日：6 月 29 日 

  訪問企業：管内企業 6 社（1 人 1 社訪問） 

参加者：1 学年 71 名 

  ・福岡高校定時制 

   期日 7 月 19 日 

   訪問企業：管内企業 3 社 

   参加者数：２～４年 6 名 

  ・軽米中学校 

   期日：8 月 31 日 

   訪問企業：管内企業 6 社（1 人 2 社訪問） 

   参加者数：1 学年 61 名 

 

③ 保護者見学会 
・期日：8 月 22 日 
   訪問企業 3 社（久慈琥珀、岩手モリヤ、ジュークス） 
   参加者：13 名 

２ 若年者等の就業支援（再掲） 

  ※「7 雇用機会の確保と若者の地元定着」参照のこと 

 
３ 新規学卒者の定着促進（再掲） 
・個別定着支援 3 人（Ｈ28．3 卒）、2 社 
 
 
 
 
１ アパレル産業の魅力発信 

学生デザインファッションショー（再掲） 

 ※「ものづくり産業の振興」参照のこと。 
 

・久慈地域キャリア教育推進研究会 １月 

・職場体験向上セミナー 1 月 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 地元企業訪問ツアーの開催 

・小学生と保護者の企業見学 

   管内の小学 3～4 年生とその保護者 10 組程 

度を対象に、11 月に実施予定。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎地元企業訪問ツアー参加

者（人） 

   Ｈ28 

目標 350 

実績 

実績  
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【Ⅳ その他重要施策】 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

13 国体の推進 

 

１ 国体おもてなし広告の設置推 

  交通の結節点に横断幕等の広告設置を行い、 

開催機運を高め、県北地域への来訪者に対しておもてなしの気
持ちを伝える。 

【設置箇所】 

九戸ＩＣ出口付近陸橋フェンスに国体横断幕(入口・出口向き、
各 1 枚) 

１ 国体おもてなし広告の設置 
・国体横断幕の仕様を決定し発注 
・国体横断幕設置（8 月） 
 

１ 国体おもてなし広告の設置 
・国体横断幕の撤去 

 

２「北いわて国体・大会マップ」の増刷、配布 

（8 月）推 

  国体の内容、競技会場周辺の観光 PR を行う。 

２「北いわて国体・大会マップ」の増刷、配布 

・9,000 部増刷、配布済み（8 月） 

 配布先：市町村、鉄道駅、道の駅 

２「北いわて国体・大会マップ」の増刷、配布 

・終了 

３ パブリックビューイングの開催支援 

  国体の機運醸成のため、国体・大会両開会式のパブリックビ
ューイングを開催するに当たり、住民への周知を行う。 

主 催：本庁政策推進室 

開催日：10/1、10/22 

会 場：やませ土風館 

二戸ショッピングセンターニコア 

３ パブリックビューイングの開催支援 

・久慈エリアタウン誌「ダ・なす」に記事を掲載し、住民へ周知。 

・県民ホールにポスターの掲示とチラシを配架し、来庁者へ周知。 

・デスクネッツのインフォメーションで職員へ周知。 

３ パブリックビューイングの開催支援 

・10/22 開催の大会開会式パブリックビューイングの周知を行
う。 

14 北いわて情報発信 

(1) 圏域内の住民への情報発信
の強化 

 

圏域内の住民へ振興局の取組の理解促進を図るため、情報発信を強
化 

(1) 県北広域振興局全世帯配布情報誌「北いわて最前線」の発行（９
月、３月）推 

 

 
 
 
(1) 全戸配布広報誌「北いわて最前線（９月発行）」の作成 
・ 制作業務委託の企画コンペを実施（公募期間 5/27～6/17、

審査会 6/22） 
・ 審査の結果、川口印刷工業㈱と委託契約締結（6/30） 
・ 市町村との配布委託契約の締結 
・ 川口印刷工業㈱と変更委託契約締結（委託期間の延長及び

納入内訳数の変更）（9/7） 
・ 広報紙発行（9/16） 
 

 
 
 
(1) 全戸配布広報誌「北いわて最前線（３月発行）」の発行に向
けた準備等 

 (2) カシオペア若者情報発信事業（再掲）推 

  ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと 

(2) カシオペア若者情報発信事業（再掲） 
  ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと 

 

 (3)  管内タウン誌の「振興局からのお知らせ」コーナーを活用した
情報発信 

  ・月１回：久慈エリアタウン誌「ダ・なす」での管内への情報発
信 

(3) 毎月、久慈エリアタウン誌「ダ・なす」に掲載 
  掲載記事数 ５月号４件、６月号４件、７月号２件、８月号
３件、９月号３件、10月号３件 

(3) 毎月、久慈エリアタウン誌「ダ・なす」に掲載 

 (4) 効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議を開
催 

(4) 「第１回県北広域振興局イメージアップ推進会議」の開催  
ア 開催日時 ４/28（木）10 時～11 時 
イ 参 集 者 各部室等の広報担当者 
ウ 内容 

H28 の広報体系や広報年間計画、北いわて最前線の発行
等について 

 

(4) 第２回県北広域振興局イメージアップ推進会議開催に向け
た調整（会議は 10 月下旬～11 月上旬開催予定） 



平 成 28 年 度 振 興 施 策 進 捗 状 況 （ 第 ２ 四 半 期 ） 
平成 28 年 9 月 30 日 

74 

 

項目 取組内容 第 2 四半期までの取組 今後の取組内容（第 3 四半期） 

(2) 圏域外での北いわての認
知度向上 

圏域外での北いわての認知度向上のため、ＳＮＳや報道機関を活用
した情報発信を強化 

 

(1) 局 HP、Facebook やイーハトーブログ等のインターネットを活用
した情報発信（随時） 

 
 
 
(1) 局 HP、Facebook やイーハトーブログ等のインターネット
を活用した情報発信（随時） 

 
 
 
(1) 局 HP、Facebook やイーハトーブログ等のインターネット
を活用した情報発信（随時） 

 (2) 北三陸じぇし会と共同した地域情報の発信（再掲） 

 ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと推 

 

(2) 北三陸じぇし会と共同した地域情報の発信（再掲） 

 ※「若者・女性の活躍支援」参照のこと 

 

 (3) 報道機関との定例懇談会を開催し、報道機関へ情報提供（月１
回） 

(3)二戸地区では毎月最終週の木曜日に開催 
（4/28、5/26、6/24、7/28、8/25、9/29） 
久慈地区では原則毎月第一木曜日に開催 
（4/7、5/12、6/2、7/7、8/5、9 月は台風 10 号の影響により中
止） 

・二戸地区では毎月最終週の木曜日に開催 
 
・久慈地区では原則毎月第一木曜日に開催 

 (4) 効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議を開
催（再掲） 

(4) 効果的な広報活動を検討するため、局内担当者による会議
を開催（再掲） 

 ※上記 14(1)の(4)を参照のこと 
 

 

 
 

 

◎ＳＮＳ等を活用した情

報発信回数（回） 

   H27 H28 

目標  60 300 

実績 345 

実績 

実績  

 

 


